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　―――二年が経過した。




　グラン・ケイオス帝国主導の『人類宣言』。

　フリードニア王国・トルギス共和国・九く頭ず龍りゆう諸島連合による『海洋同盟』。

　ハーン大虎王国・ルナリア正教皇国・ガーラン精霊王国の半分による『フウガ派』。

　この三大勢力がランディア大陸上で拮きつ抗こうし、また突如発生した『精霊王の呪い』こと『潜せん血けつ魔ま蝕しよく虫ちゆう症（通称：魔虫症）』への対処のため各国が足並みを揃そろえたことにより、この二年の間、大陸は平穏であったと言えるだろう。

　北には相変わらず魔王領が存在しているが、魔ま浪なみのような魔物の大量発生なども起こっておらず、滅ぼされる国も併へい吞どんされる国もなかった。

　しかしこの平穏も一時的なものだと誰もが理解していた。

　沈黙しているとはいえ魔王領は依然存在し、大きな野心を抱えたフウガも居る。

　やがて大きなうねりとなりそうな予感を抱えながら、各国はこの一時の平穏の中で、それぞれ未来を見据えた行動を開始していた。

　まずは今後台風の目となるであろうフウガの大虎王国についてだ。

　フウガはこの二年間、積極的に魔王領に向かって領土を拡大していた。

　国土を増やし、南に逃れた難民たちを呼び戻すことで人口を増やし、着実に力を蓄えていった結果、国土面積ならば帝国に匹敵するまでに成長した。

　また魔王領を解放することで名声を着実に高めていっている。

　この時代の『英雄』としての地位を確固たるものとしたのだ。

　外交面では正教皇国と精霊王国の父なる島との関係を強化しており、それらを加えれば帝国の国力を凌りよう駕ができる状況になっている。内政面では王国や帝国から医療技術を学びつつ、また広く人材を募集して官僚不足の改善に努めている。

　フウガの名声を利用して人材を募集して、現状に不満を持つ者、北の地にて一旗揚げようと意気込む者、フウガの英雄譚たんに浪漫ロマンを感じる者などを吸収していった。

　とくに各国に散らばっていた冒険者などはこぞってフウガの国に行ったようだ。

『土地も解放したてで仕事も沢山あるからな。各国を行ったり来たりで特定の国に愛着のない冒険者たちにとって、北は浪漫あふれる大地ってことらしい。他国の冒険者はこぞって北に向かったみたい』

　妃きさき同伴の深夜のお茶会に来た冒険者ユノの言葉だった。

　ダンジョン探索以外は町のなんでも屋というのが実態の冒険者にしてみれば、北の地は依頼も多いし冒険心も満たせるフロンティアなのだろう。

『ユノたちは北に行かないのか？』

　そう尋ねると、ユノは笑って首を横に振った。

『この国は冒険者でもそれなりの生活が維持できるし、やめたきゃ学校行って別の仕事にでも就けばいいしな。王様の奴隷の待遇改善策が、うちらみたいな社会的に下に見られがちな者たちの待遇改善にも役立ってくれてる。王国とかで活動している冒険者で、わざわざ不便そうな北に行くヤツなんてよっぽどの野心家かバカだけだな』

　そう言ってユノはお茶を飲み干すと、少し真面目な顔をした。

『逆に言えば……こういう待遇が受けられない、下に見られがちなヤツらは北に引き寄せられるってことなんじゃない？　不遇な人生の一発逆転を狙ってさ。失うものなんてなにもないから、簡単にギャンブルができちまうんだろうな』

　そんなユノの言葉に背筋がゾクッとした。

　野心の大きな男のもとに同じ野心家が続々と集まっているわけだ。

　集まる者たちのタイプ的にフウガが望んだような官僚不足を解消しきるのは難しいかもしれないが、それよりも厄介な集団ができあがりつつあるようだ。




　次にマリアのグラン・ケイオス帝国について。

　人類宣言の規模は縮小し、世の人々の話題はフウガに攫さらわれていたが、マリアは相変わらず『帝国の聖女』であり続けた。

　フウガが領土を広げていったのに対して、マリアは国内に目を向けていた。

　有能な人材を登用して、少しずつ旧態依然としていた部分を改善していき、自分の国にない学問や技術があれば大国としての矜きよう持じなど気にせず各国に教えを乞うた。

　うちの国からは医学を学び、共和国や諸島連合からは技術を学んでいる。

　また共和国や諸島連合よりも前から、うちと歩調を合わせて奴隷制度の有名無実化にも取り組んでおり、社会保障の分野に関してはうちと同水準になっている。そのため自国民からの支持はむしろ増えており、『帝国の聖女』の名に陰りは見えなかった。

　一方で、騎士・貴族階級の中でも気位の高い者たちは、世間の話題をフウガに奪われているこの現状に納得できないようで、度々マリアに魔王領への派兵を進言した。

　しかしマリアは国内重視の姿勢を崩さなかったため、不満を募らせているらしい。

　このことに関してマリアは……。

『以前にも言ったと思いますが、これ以上国が大きくなっても目が届かないところが増えるだけです。肩書きなどに囚とらわれていては大事なものを見落とします』

　そう放送会談で疲れたように語っていた。




　次に海洋同盟の仲間たちについて。まずはクーのトルギス共和国。

　クーは帰国して早々、父ゴーランの跡を継いで元首に就任したあとは、婚約者で鍛冶士のタルを筆頭に共和国の技術革新に取り組んでいた。

　王国・帝国と共同で開発した回転機構を利用し、共和国内の山に穿孔機ドリルで穴を開けてトンネルを作り、雪に閉ざされていた交通網の整備に着手した。

　これにより冬場はヌーマス（毛長のマンモスに似た騎獣）でもなければ移動できなかった各都市間が現在では移動可能となり、他国との交易物資も含めたやり取りもできるため慢性的な食料不足も解決したそうだ。

　また俺の助言（というかうっかり口を滑らせたこと）をヒントにリフトを作り、ノーブルベップの温泉地の近くにスキー場を建設しているそうな。

　レジャースキーでの外貨獲得を本気で狙っているようだ。

　俺たちのところにも招待状が来ている。

　それ以外にも好事家なクーが天才技術者タルに頼んでいろいろな〝改造〟を行っているようなので、すでに以前よりも奇き妙みよう奇き天て烈れつな国になっているのかもしれない。

　クーと言えば、そろそろタルや従者だったレポリナと結婚するそうだ。

　あのクーのことだから帰ったら即結婚するんじゃないかと思ってたけど、国内の改革に手一杯で後回しにしていたらしい。

　さっき言ったスキー場の招待状と一緒に結婚式の招待状も来ていた。

　結婚式に来るついでにスキーでもどうかということだろうか？

　これは家族で行けるように調整している。




　次にもう一つの盟友、九頭龍諸島連合について。

　先程から諸島連合と言っているが、この二年の間にシャボンが中央集権化を進めて『九頭龍諸島王国』となった（以降は略称を『諸島王国』とする）。

　先代王シャナ殿や夫であり摂政（うちで言うハクヤのポジション）であるキシュンの協力もあり、諸島全体を統べる九頭龍女王としての立場を確固たるものとした。

　シャボンは王国・共和国との間に技術協定を結び、大陸の事物を学んで国力を増強させている。とくに各島が別個に保有していた海上戦力を統合し、一つの意思のもとに動く『女王艦隊』として再編している。

　もしまたオオヤミズチのような巨大不明生物が現れたとしても、意思統一が図れないということはないだろう。また艦隊の設立は各島の往来をこれまで以上に自由にし、うちの国と帝国との取引に協力して外貨を稼いでいる。

　またシャボンはこの二年間にキシュン（九頭龍諸島王国では姓と名前を一緒に呼ぶ風習があるためか、妻や婿養子となっても姓は変わらない）と結婚していて、女児と男児を一子ずつもうけている。

　彼女の第一子であるシャラン姫は、以前交わした約束どおりうちの長男シアンの婚約者ということになっている。

　一度挨拶も兼ねてシャボンやキシュンと一緒に訪ねてきたときに二人を対面させてみたのだけど、マイペースなシアンはボンヤリ眺めるだけで、むしろカズハのほうがシャラン姫に興味津々といった感じだった。

　小こ姑じゆうととの仲は良いかもしれない。




　次に海洋同盟には属していないが、交流のあるノートゥン竜騎士王国について。

　父の跡を継いで竜騎士王となったシィル・ムント女王は、以前言っていたとおりに竜騎士を運び屋として運用し始めた。

　周囲をフウガ勢力で囲まれている竜騎士王国は、いまはフウガ勢力との交易も行っている（というよりはフウガが封鎖戦略を採っていないだけ）が、星竜連峰から運び屋として動くときのみ上空を通過することの許可を受け、大陸南側の国家を飛び回っている。

　竜族との盟約上、物資や各国の要人の運搬などに信頼が持てるため、海洋同盟と人類宣言の国家の間で利用されている。

　うちで言うと駐帝国大使のピルトリーの一時帰国や、駐王国大使でもあるトリルに対してジャンヌからの一時帰国要請（という名の呼び出し＆お説教）などにも利用されていた。

　騎士としての活動だけだった頃よりも国庫は潤っているらしい。




　そして最後にうちの国。フリードニア王国についてだ。

　この二年間、我が国では他国との交易、技術開発、軍備の強化などを着実に進めてきた。

　とくに技術発展については『魔虫症』の研究中に明らかになってきた『魔素＝ナノマシン』説を軸にジーニャ、メルーラ、トリルの超科オーバー・サイ学者エンテイストチームに優先して研究させていた。

　その結果として穿孔機ドリルの動力源として使用されてきた『呪カース鉱こう石せき』は、機能を消失し充電機能だけ残った魔素の残骸だという説が有力になってきた。

　これが明らかになってきたことにより、呪カース鉱こう石せきの魔力の貯蔵タンクとしての機能の理解がさらに深まり、様々な分野に応用が可能になった。

　ちなみに応用品の第一号はガスや油の要らないライターだった。

　炎系統の魔法が使える者なら極簡単に火種を用意することができるが、このライターは他系統の魔法所持者の魔力を内蔵の呪カース鉱こう石せきにためて、ライターに刻まれた術式で炎系統の魔力に変換して火種とするというものだった。

　ハッキリ言ってこのライターの実用性はゼロだ。

　一個作るためにそれこそ小型の駆逐艦くらい買えるんじゃないかというほどのコストが掛かってる上に、オイルのライターと能力は変わらない。

　炎系統魔術が使えたらそれすら要らないだろう。

　そんな実用性ゼロな代物ではあるものの、魔力の貯蔵・変換といった機能は様々な分野で応用可能な技術であり、今後の発展に大いに期待している。

　また軍備についてだけど『ヒリュウ』一隻しかなかった島型空母だが、二番艦『ソウリュウ』、三番艦『ウンリュウ』が完成し三隻態勢となった。

　トモエちゃんの能力を利用し、飛竜ワイバーンの育成環境を整えて航空戦力の拡充も同時に行っていた。これで複数方面に海を越えての航空戦力の運搬が可能になったわけだ。

　……これってつまり三つの地点で同時に海からの爆撃が可能ってことなので、他国から見れば相当な脅威だよな。そのことを理解している国はほぼ盟友だし、フウガの勢力などは陸上重視でシー・パワーの重要性を認識しづらいから危険視はされていないけど。

　そして個人的なことで言うと、この二年の間に我が家には家族が一人増えた。

　ジュナさんが二人目を妊娠・出産したためだ。

　ジュナさんの二人目は男の子でカイトと名付けた。

　ジュナさんに印象深い「海」のイメージから名付けた。

　それ以外はとくに変化はない。俺も奥さんたちもそれぞれ二十歳を超えていて（二名ほど年齢不詳はいるけど）二年程度では見た目的な変化もほとんどなかった。

　しかし、この二年間で見た目がかなり変化した者たちも居る。




　―――大陸暦一五五二年四月。




　トモエちゃん、イチハ、ユリガが王立アカデミーを卒業した。




　◇　◇　◇




　春の陽気が暖かく、窓から差し込む日の光で背中が温ぬくいこの日。

　政務室で机に向かっている俺の前に、先日王立アカデミーを卒業したばかりのトモエちゃん、イチハ、ユリガの三名が立っていた。

　三人とも成長期ということもあって、それぞれがもう子供扱いはできないなと思うほど背も伸びていて、若者といった容姿になっていた。

　俺の両脇に立つリーシアとハクヤも、三人のことを微笑ほほえましく見ている。

「オホンッ……トモエちゃん、イチハ、ユリガ。卒業おめでとう」

「ありがとうございます。義あ兄に様さま」

　俺の言葉にトモエちゃんはニッコリと微笑んだ。

　トモエちゃん。満十五歳（今年で十六歳）。

　ちょうどロロアと初めて会ったときくらいの年齢になった彼女は、背も伸び、身体からだ付きも段々と女性らしいものへと変化している。髪も少し伸びている。

　勉学の傍ら、ジュナさんから礼儀作法や美しく見える挙措などを習っていたこともあってか、佇たたずまいだけで見る人を圧倒する可か憐れんさがあった。

　こう言ってはなんだけど義姉リーシアよりもよっぽどお姫様っぽかったりする。

「……もうトモエちゃんとは呼べないな」

「フフフ。好きに呼んでください、義あ兄に様さま」

「いまの笑い方……ジュナさんっぽかったわね。蠱こ惑わく的てきというかなんというか」
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　リーシアが感嘆の溜ため息いき交じりに言った。

　可愛かわいかった幼女がいつの間にか正統派美少女へと進化していた。

　その気になれば何人もの男性を手玉にとることができるだろう。

　……これは早めに婚約者を決めて発表しておかないと、世の男たちを悩ませることになるだろう。義あ兄にとして複雑ではあるけど……。

「トモエちゃんはこのまま王城で働くんでいいんだよね？」

「はい。これまでどおり私の能力で生き物の生育環境を整える仕事をしたいです」

　トモエちゃんは頷うなずくと、ポンと手を叩たたいた。

「それといま、侍中のマルクスさんから王家の式典などの準備の仕方を習っています。私は義あ兄に様さま・義あ姉ね様さまたちと暮らすこの城が大好きなので、ゆくゆくはマルクスさんの跡を継いで城内のことを取り仕切れるようになりたいです」

「マルクスの後継者か……良いね」

「そ、そうなんだ」

　俺は歓迎したけど、リーシアは少し複雑そうな顔をしていた。

「？　なにか問題でもある？」

「いや、マルクスの立場って世継ぎの心配もしないといけないでしょ？　これからはトモエにせっつかれるようになるのかと思うと、複雑で……」

「……なるほど」

　それは俺にとっても微妙な気分だった。

　マルクスの場合は男性だったので世継ぎの心配はしていても、実際に妃きさきの体調を見ての夜のローテーション決めなどは女官が行っていた。

　しかしトモエちゃんがその立場になれば自分で決めることもできてしまう。

　俺たちが揃そろって微妙な顔をしていると、トモエちゃんはニッコリと微笑んだ。

「義あ兄に様さま、義あ姉ね様さま、そろそろ三人目などいかがです？」

「お、おう……」

「ま、まあ、追々……ね」

　小悪魔トモエちゃんに国王も王妃も形無しだった。

　俺は空気を変えるために一つ咳せき払ばらいをすると、イチハのほうを見た。

　満十四歳（今年で十五歳）のイチハは、成長率で言えばこの中で一番だろう。

　背もこの二年間でグングンと伸びて、すでにトモエちゃんやユリガよりも高くなり、１７４センチある俺に迫ってきている。顔立ちにはまだ子供っぽさを残しているものの、まさに文学美少年といった様相にまで成長していた。

　放送に出せば世の奥様方から人気が出そうだ。ハクヤと並んで立たせたら（特定趣味の）女性向けマンガ雑誌の表紙にしか見えないし。

「イチハにはこのまま仕えてもらうとして、部署はハクヤのところでいいか？」

「はい。ハクヤ先生のもとで働きつつ、学ばせてください」

「私からもお願いします。陛下」

　ハクヤも一緒になって頭を下げた。

　イチハは在学中から魔物学の権威として名を馳はせる一方、ハクヤに師事して政治や政略を学んでいた。政争に巻き込まれて亡命してきた姉サミの姿を見て、大事な人たちを守るためにはこういったことも学ばなくてはと奮起したようだ。

　ハクヤもそんなイチハに目をかけ、自身の後継者となれるよう教育してきた。

　俺も次代の宰相候補だと考えている。

「フフフ。頑張ってね、イチハくん」

「はい！　トモエさん」

　トモエちゃんとイチハは微笑み合っていた。

　他国の出であるイチハが地位を得るには、権威の後ろ盾が必要だよな。

　例えばエルフリーデン王家の養女との婚姻とか。………。

（……そろそろ二人と話してみるか）

　そんなことを考えながら、俺は残るユリガのほうを見た。

「それで……ユリガ」

「……はい」

　ユリガ。満十七歳（今年で十八歳）。

　背は伸びてリーシアくらいになり、身体付きもすっかり女性らしくなった。

　髪の長さは変わらないけど髪型はハーフアップに変わっている。

　本人曰いわく『この歳としでツインテールはキツいでしょ！』……だそうだ。

　可愛くも凜り々りしい顔立ちは会ったばかりの頃のリーシアを思い出させた。

　トモエちゃんやイチハのように唯一無二と言える才能はないものの、軍事も学問も政務も平均以上を叩き出せるオールマイティな人材に育っていた。

　ただ……ユリガの立場は二人と比べてだいぶ微妙だった。

「フウガからなにか指示はあったか？　卒業後はこうしろとか」

「ないです」

「大虎王国に戻ってこいとかは？」

「ないです」

「……本当に、なんにもないのか？」

「なんにもないんですよ、まったくもう！」

　ユリガは腕組みをすると、フンとそっぽを向いた。

「随分前から『卒業したあと私はどうすれば良いのか』って指示を仰いでたのに、お兄様からは『しばらくは王国に留とどまるように』の一点張りだったわ。ったく、ホントどうしろっていうのよ！　おかげでなにをして良いかもわからないし！」

「ユリガちゃん、どうどう」

「うっさい！」

　宥なだめるトモエちゃんのほっぺをユリガが摘つまんでいた。

　大きくなっても二人の関係性はあんまり変わっていないようだ。

　しかし……フウガはどういうつもりなんだ。

　ハーン大虎王国の前身であるマルムキタンが東方諸国連合だった頃、諸国連合統一の動乱からユリガを守りつつ、ついでにうちの国で学ばせるためという理由で彼女を留学させたのに、アカデミー卒業後も指示がないなんてな。

　大虎王国も落ち着いているし、帰国させても問題はないはずなのに。

「ユリガ殿をこのまま人質として我が国に差し出すつもりなのでしょうか？」

　ハクヤがそう言うと、ユリガはトモエちゃんのほっぺを離すと鼻を鳴らした。

「フンだ。それならそうと言ってほしいわ。お兄様が望むならこのまま人質になってもいいわよ。トモエやソーマ殿が居れば酷ひどい扱いは受けないだろうし、伸び伸びと暮らせそうだもの。だけど、そういう指示もなく宙ぶらりんなのが一番困るのよ」

　すごい割り切り方だ。結構肝が太いよな、ユリガって。

　するとユリガは俺のほうを見た。

「ねぇソーマ殿。お兄様からの指示待ち中、なにか私にできる仕事ってない？」

　ユリガの仕事か。人手は常に不足しているけど……。

「う～ん……能力的には魅力的な人材だけど、どういう立場かハッキリしてくれないとこちらとしてもどう扱って良いかわからないしなぁ。このままだと客分のままだし、軍事にも政務にも学問にも従事させづらいな」

　俺がそう言うとユリガはガックリと肩を落とした。

「ただ逗とう留りゆうするだけなんて嫌だわ。ヴェルザやルーシーだって働いてるのに」

　ちなみに三人の友達だったヴェルザとルーシーも、アカデミーを卒業している。

　ヴェルザはマグナ家との繫つながりから陸軍へと入った。

　いまはハルバートの秘書官のような立場となっているそうだ。

　ルーシーは実家のパーラーを継ぎつつ、度々王城に顔を出してはロロアとイベント事の企画を練っていたりする。友達四人がそれぞれ活躍し始める中で、ユリガだけがすることがなくて焦っているのだろう。

（あっ、そう言えば……）

　そこで俺はあることを思い出し、机の中から一つの書類を取り出した。

「そう言えばユリガの力を借りたいって依頼があったな」

「依頼？」

「ああ。魔導サッカーチーム『パルナムブラックドラゴンズ』から」

　俺はユリガに書類を渡しながら言った。

　魔導サッカーとは王立アカデミーの部活として始まった、魔法の使用ありのサッカーのような競技だ。火の玉シュートとかがマジで飛び交ったりする。

　その試合を宝珠で放送してみたところ国民にかなりの好評だったので、放送番組として成り立たせるために、いくつかのプロチームを設立するに至ったのだ。

　そんなプロチームの一つ。

　王都パルナムを拠点にしているのが『パルナムブラックドラゴンズ』だ。

　マスコットはデフォルメされたナデン（龍形態）だったりする。

「ユリガは在学中、魔導サッカーの選手として結構活躍していただろう？　可能ならチームにほしいってスカウトが来ていたんだ。卒業後は国に帰るかもしれないと思っていたから、あえて話さなかったんだけど」

「……良いかもしれないわね」

　手元の書類を見ながらユリガは言った。

「先輩たちも何人かチームに居るみたいだし、このまま選手を続けるのもいいかもしれないわ。どうせやることもないんだし」

　どうやらユリガも乗り気なようだ。

　魔導サッカー選手なら機密事項などに触れることもないだろうし、放送番組を盛り上げてくれそうなので適材適所と言えるだろう。

「良かったね、ユリガちゃん。無職にならないで」

「無職言うな！」

　二人のそんな賑にぎやかなやり取りを、俺たちは微笑ましく見ているのだった。
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　―――大陸暦一五五二年四月末。




　この日、トルギス共和国の首都『サプール』は大きな盛り上がりを見せていた。

　サプールは白い外壁の建物が多く、またこの時季では路肩の雪も溶けきっていないため、晴れた日は光が反射して白く眩まぶしく輝く都市だった。

　本日は快晴。抜けるような青空の下、都市の少し高い位置にある大きな柱を持つ神殿のような建造物に大勢の人が集まっている。

　俺たちもまたその大勢の中の数人だった。

「そう言えば、共和国の首都に来たのって初めてなんだよなぁ」

　俺が思い出したように呟つぶやくと、隣に居たドレス姿のリーシア（防寒対策として肩の出てるドレスの上からモコモコとしたストールを羽織っている）が首を傾かしげた。

「そうなの？　私が妊娠中に共和国に行ってたんでしょ？」

「せやなぁ。あのとき行ったのは国境に近いノーブルベップ周辺だけやったわ。先代のゴウラン殿との会談もノーブルベップでお忍びやったし」

　リーシアと同じような格好のロロアが答えた。俺も頷いた。

「初めて来たけど、こういう荘厳な建築物のある場所だったんだなぁ」

　俺たちがいま居る建物は共和国を動かす族長会議が行われる政治の中枢であり、共和国の祭さい祀しを執り行う中心地でもあった。

　太い柱が並んでいる様はローマやギリシアの歴史ある建造物を思わせた。

　人々はこの建物を『サプール神殿』と呼んでいる。

　今日ここで、クーとタルとレポリナの結婚式が行われるのだ。

　クーから国賓として招待された俺は、嫁さんたちや子供たち、トモエちゃん・ユリガ・イチハ、それと護衛兼侍従メイドのカルラなどを連れて参加していた。

　このフリードニア王国用の貴賓席に居るのは国王である俺と、エルフリーデン王家のリーシアとトモエちゃん、アミドニア公王家のロロア、護衛としてアイーシャ、それと大虎王国からの代表として参加するユリガの六名だ。

　ユリガはフウガの名代というわけでなく、箔はくを付けるために外国からの参列者として参加してほしいという、クーからの要請によるものだった。

　ジュナさん、ナデン、カルラ、イチハは子供たちと一緒に、少し離れたお忍び用の個室で観みているはずだ。龍のナデンと半竜人ドラゴニユートのカルラは四月でもこの国の気候は寒いらしく、モコモコになるほど着込んでいたので部屋の中のほうがいいだろう。

　ちなみにこの婚礼の儀には九く頭ず龍りゆう女王シャボンも招待されていたのだけど、残念ながら都合が合わなかったので、俺が祝電を預かる形になっていた。

「リーシアとロロアは寒くない？」

「……多少はね。ストールがなかったら長時間座ってられないわ」

「後ろに薪まきストーブ置いてくれとるからなんとか」

　この寒冷な土地で、人間族の女性がおしゃれするには気合いと根性が必要なようだ。

　するとクーの配下になっているニケ・チマが出てきて宣言した。

「トルギス共和国元首クー・タイセー様！　並びに奥方となられたタル様、レポリナ様のお目見えです！」

　次の瞬間、一際大きな歓声が沸き上がった。

　サプール神殿の奥で伝統的な婚礼の儀式を終えたクーたちが出てきたのだ。

　俺たちも立ち上がり、拍手で三人を迎えた。

　今日のクーはいつもの歌舞伎者チックの格好ではなく白いタキシードで決めている。

　中々に凜々しい姿じゃないか。

　タルとレポリナはともに純白のウェディングドレス姿だった。

　タルのドレスの裾は長く、レポリナのドレスの裾は短めだ。二人ともしっかり肩が出ているけれど、どちらも雪原の五種族なので寒さには慣れているのだろう。

　共和国中の人が集まっているんじゃないかという群衆に向かって、クーは手を上げて応えていた。

「なんだか私たちの婚礼の儀を思い出しますね」

　アイーシャの言葉にロロアとリーシアも拍手しながら頷うなずいていた。

「せやね。うちらのときも国民たちは盛り上がっとったなぁ、シア姉？」

「フフ、そうね。一世一代の晴れ舞台だわ。一人の女の子としてもね」

「ねえユリガちゃん。やっぱりああいうのって憧れる？」

　トモエちゃんが耳打ちをすると、ユリガは肩をすくめた。

「……まあね。アンタは好きそうよね、ああいうの」

「そうだね。いつか私もあんな式が挙げられたらなぁ」

「頼んでみなさいな。旦那様候補はいるんだし」

「フフフ、あんまり急いで詰めると退ひいちゃいそうだから、ゆっくりとね」

「はいはい……」

　ト、トモエちゃん!?

　……なんというか、大人な会話をするようになったな。二人とも。

　するとユリガはふっと笑みを消して遠い目をした。

「私は……どうなるのかしらね。結局はお兄様次第なんでしょうけど」

「ユリガちゃん？」

「……なんでもないわ」

　するとクーが花嫁さん二人になにか囁ささやくのが見えた。

　頷いたタルとレポリナがこちらに歩いてきた。

　そして二人は手にしたブーケをトモエちゃんとユリガに向かって差し出した。

「クー様が、将来の花嫁さんたちにって」

「お二人も幸せな結婚ができますように。以前フリードニア王国でブーケをもらったことがあるので、これはそのお返しだと思ってください」

「うわぁ！　ありがとうございます！」

「そ、そう？……感謝するわ」

　トモエちゃんは嬉うれしそうに、ユリガは満更でもなさそうに受け取っていた。




　◇　◇　◇




　―――その数日後。




「ひゃっほおおおお！」

「ちょっと待ってくださいよ、クー様～」

　雪の斜面をクーはスノーボードで颯さつ爽そうと滑り降りていく。

　そのあとをレポリナがスキーで追いかけていく。

　クーは運動神経抜群なだけあって、スノーボードこういうものがあると教えてからそれほど日が経たっていないにもかかわらず、完全に使いこなしていた。

　ここはタルの工房がある街『ノーブルベップ』近くに建設されたスキー場だ。

　レジャースキーというものに興味を覚えたクーは共和国に帰ると、雪山があり、温泉があり、港町『モーラン』が近くて美お味いしい海産物を供給できるという観光に適したこのノーブルベップにスキー場を建設したのだ。

　穿孔機ドリルの回転機構を利用してリフトも設置してあり、久しぶりに訪れたノーブルベップは、本格的なスキーリゾートの街となっていた。

　クーたちの婚礼を見届けた俺たちは、家族でこの街へ招待されたのだ。

　たまには温泉で疲れを癒やし、家族でスキーを楽しんだらどうかと。

　当然ただの厚意というわけではなく、そこにはクーなりの思惑があるわけなのだけど……まあ、いまは久方ぶりのスキーを楽しむことにしよう。

「ちょ、イチハくん。ゆっくり、ゆっくりね」

「は、はい。任せて」

「そんなへっぴり腰じゃまた転「「うわあああ！」」……言わんこっちゃない」

　チラッと横を見れば、一足先にスキーをマスターしたユリガが、イチハとトモエちゃんに滑り方を教えていた。根っからの文官肌の二人は習得に苦労しているようで、いまも絡まり合うように転んでいてユリガを呆あきれさせていた。

　イチハをお尻に敷いてしまったトモエちゃんがペコペコと謝っている。

　まあ、あれもスキー場での青春だろう。……でも、だ。

「……これはなんか違くない？」

「ふふっ、たまにはソーマに乗るのもいいわね……寒いけど」

　俺はナデンを背負ったままスキーで滑っていた。

　寒さに丸くなっていたナデンに、折角だから一度だけでもスキーを体験してみればと勧めたところ、この方法じゃないと嫌だと言われて……いまに至る。

　モコモコに厚着したナデンを背負って滑るのは中々にバランスが難しい。

　ボーゲンでノロノロと滑るしかないけど、それでもナデンは楽しそうだった。

「……やっぱり自分で滑らない？」

「絶対嫌っ！　ソーマの風よけと温ぬくもりがなかったら凍っちゃうわ」

「それは大おお袈げ裟さじゃない？」

　いまの見た目は完全に『おんぶオバケ』とか『子泣き爺じじい』とか『おばりよん』とかのそれだ……って、よく考えると負おぶさり系妖怪って多いな。

　するとナデンは首に回した手にギュッと力を込めながら、冷え切っている頰を俺のうなじあたりに擦りつけてきた。ヒヤッとして背筋がゾゾッとする。

「ちょっ、やめろってば！」

「フンだ、大袈裟って言うからよ。私はスキーより温泉のが合ってる気がするわ」

「アハハ……やっぱり？」

　そんなことを話している間に下までたどり着いた。

　麓にはこれまたモコモコな服に身を包んでいるシアンとカズハ、エンジュ（母ジュナ）、レオン（母ロロア）と一緒に雪遊びをしているリーシア、カルラと、まだあんよが上手にできないカイトを抱きかかえたジュナさんが居た。

　リーシアたちはなにやら雪玉を転がして沢山作っていた。

「なにしてるの？　雪だるま作り？」

　そう尋ねると、リーシアは「う～ん」と首を捻ひねった。

「なにしてるのかしらね？」

「はい？」

「アハハ……子供たちはただ雪玉を作ることに夢中みたいです」

　カルラが苦笑しながらそう教えてくれた。

　なんでも雪玉をコロコロ転がして大きくすること〝だけ〟に夢中らしい。

　自分たちの小さな背丈くらいに大きくなったら、また別の雪玉をコロコロし始めるそうだ。……雪だるま作るとかかまくら作るとかじゃないんだ。

　言われてみれば周囲には膝丈ぐらいの雪玉が十個くらい転がっている。

「……それって楽しいの？」

「楽しいんじゃない？　みんな夢中になって転がしてるわ」

　言われてみればシアンもカズハもエンジュもレオンも楽しそうに転がしている。

　カズハとレオンは競い合うように大きくし、シアンはどこまでもマイペースに転がし、エンジュはそんなシアンのマネをして後ろをついていきながら転がしている。

　子供の感性って大人には理解しがたいものがあるよな。楽しそうだけど。

　すると向こうのほうから勢いよく、ロロアとアイーシャが滑り降りてきた。

「うっしゃあ！　うちの勝ち！」

「は、速いですね。ロロアさん」

　どうやら二人はスキーで競争していたようだ。

　ロロアは上機嫌そうにニコニコ顔で言った。

「いや～、まさか身体からだを動かすことでアイ姉に勝てる日が来るとは思わなかったわ」

「普段歩行が多いせいか、どうも勝手が摑つかみづらいんですよね……」

「シア姉、ジュナ姉。子供たちはうちらが見とるから、滑ってきたら？」

　ロロアにそう言われて、リーシアとジュナさんは顔を見合わせて笑った。

「そうね。それじゃあお願いしようかしら。ね、ジュナさん」

「そうですね。アイーシャさん、カイトをお願いします」

「はい！　お任せください！」

　ジュナさんは抱えていたカイトをアイーシャに預け、ロロアはシアンたちのところに突撃していって、子供たちの作った雪玉を三段積みしたりし始めた。

　子供たちはそれを見てキャッキャとはしゃいでいる。

「寒っ……私は温泉に行ってくるわ」

　背中から降りたナデンはそそくさと去っていった。

　なんというか……みんな思い思いにこの時間を満喫しているようだ。

「まさかこうして家族旅行ができるとはな……」

「ソーマ？」「旦那様？」

　リーシアとジュナさんに訝いぶかしげに見られて、俺は笑って答えた。

「いや、こういう機会を与えてくれたクーに感謝だなって」

「ふふっ、そうね」

「ええ。とても素敵な時間を過ごさせてもらってます」

　すると二人は俺の手をそれぞれ摑んだ。

「だから、もっと楽しまないともったいないわよ」

「私たちにも付き合ってくださいね、旦那様」

「……あ、ああ、もちろん」

　本当は俺もそろそろ温まりたかったんだけどなぁ……。

　俺は二人に引っ張られながら、再び山頂行きのリフトに乗り込むのだった。




　◇　◇　◇




「シアン～、父さん、背中が寒いんだけど～」

「ヤー！　やるの！」

　ここは俺たちが貸し切りにして宿泊している温泉旅籠はたごの浴場だった。

　半分は露天風呂、半分は室内浴場＆洗い場となかなかに凝った造りになっている。

　いまはアイーシャ、ロロアと一緒に、子供たちのうちシアン、カズハ、レオンの三人をお風呂に入れているところだった。エンジュとカイトはリーシア、ジュナさん、カルラと一緒に先にお風呂を済ませていた。

　子供たちは乳児のカイトを除けば、まだまだ小さいながらもできることは増えてきており、個性が出てくると同時に取る行動もそれぞれになってきている。

　シアンはいまお風呂で誰かの背中をゴシゴシするのがマイブームらしい。

「んしょ……んしょ……」

（……あはは……寒っ）

　……本人は頑張っているようだけど、力がないので汚れが落とせてる感じがしない。

　でも一生懸命な様子が愛らしいので好きにさせていた……のだけど、共和国の寒さが結構辛つらい。早く湯船に入りたいところだ。一方で……。

「わーい！」

「あっ、カズハ様！　走っちゃ危ないですって！」

　スッポンポンのまま元気にトテトテと走り回るカズハを、同じくスッポンポンのアイーシャが追いかけていた。

　カズハは初めての露天風呂にテンションが上がっているようで、風呂に入っては浅い場所でワニ歩き（両手を湯船の底について、足を真まっ直すぐ伸ばして浮かせて移動する）をするし、外に出ては落ち着きなく動き回ってアイーシャをハラハラさせていた。

「とあ！　捕まえましたよ！」

　アイーシャがカズハを捕まえて抱え上げた。

「ヤー、ちゅかまったー」

「もう……ちゃんと温まらないと風邪を引きますよ？」

「わーい……アイママ、フカフカ～」

　カズハはアイーシャの豊かな胸に頭を乗せていた。

　いつもハイテンションでお転婆なカズハだけど、ああやって胸に抱かれると眠気を誘われて大人しくなるらしい。ちなみにこの事実を発見したのはカルラだった。

　アイーシャがカズハを抱えたまま湯船に浸つかると、同じようにレオンを抱えてお湯に浸かっていたロロアがやれやれと肩をすくめた。

「なんや、せっかくの温泉なのに落ち着きないなー」

「……ママぁ」

「んー？　なんやレオン？」

「おトイレ」

「にゃんとお!?　もうちょい我慢しぃ！」

　ロロアは湯船から勢いよく飛び出すと、慌ただしく脱衣所のほうへと走って行った。やっぱり子供が小さいうちは落ち着いて温泉を満喫するのは難しいか。……よし。

「ありがとう、シアン。ほら、お風呂に入るぞー」

「んー」

　俺はシアンを抱えたままアイーシャとカズハが浸かっている露天風呂に入った。

　あー……寒かった身体が生き返る……。

　アイーシャもカズハもシアンも「はふー」って気の抜けた顔をしている。

　以前、ジュナさんと混浴したときはドキドキしたものだけど、子供たちと一緒ならアイーシャの魅力的な裸体を前にしても落ち着いていられるな。

　父性が勝るというか……子供たちから目を離せないというのもあるけど。

「なんだか本当に、家族って感じですね」

　アイーシャにそう言われて、俺は少し照れくさくなりながら頷うなずいたのだった。




　◇　◇　◇




　お風呂から出たあと、しばらくして大広間では宴会が開かれた。

「それじゃあクー、タル、レポリナの結婚と」

「王国と共和国の末永い友好を願って」

「「　乾杯！　」」「「「　かんぱーい！　」」」

　俺とクーの号令で王国と共和国のメンバーが杯を打ち鳴らした。

　部屋の真ん中に広げられた豪華な絨じゆう毯たんの上には、王国・共和国の料理が載った大皿がいくつも置かれていて、各々好きな料理を取ってきてはクッションに座って食べたり、談笑したり、子供の面倒を見たりと自由に過ごしていた。

　俺はというと上座の席で、クーとサシで飲んでいた。

「ぷはーっ！　どうだい兄貴。『れじゃーすきー』は堪能できたかい？」

　スノーヤクの乳酒を一息に呷あおったクーがそう訊きいてきた。

「ああ。堪能させてもらったよ」

　俺も乳酒をチビチビと飲みながら答えた。

「スキー場に適した山と豊富な雪。露天風呂。そしてモーランで水揚げされたばかりの海産物。これだけの好立地は王国にもないよ。きっと人気が出るだろうさ」

「ウッキャッキャ！　そりゃあ良かった！」

　クーは上機嫌そうに言った。

「でも、いいのか？　クー」

「ん？　なにが？」

「いや、新婚なのに新妻たちを放っておいて」

　見ればタルとレポリナはリーシアたちとお酒を飲みながら談笑しているようだ。

　するとクーは手をヒラヒラと振った。

「問題ねぇよ。兄貴と話したいことがあるって先に伝えてあるからな」

「話したいこと？」

「ああ。このノーブルベップについてな」

　するとクーは真面目な顔になった。

「オイラはこのノーブルベップを外貨獲得のための行楽地にしたい。王国と帝国に医療器具を輸出しているが、帝国からは薬を輸入しているし、王国へ留学生を派遣するためにも金を出している。儲もうけはトントンだ。そのこと自体に不満はないんだが……」

　クーは杯を片手にガシガシと頭を搔かいた。

「同じように高い技術力を持っている九く頭ず龍りゆう諸島王国とも海洋同盟を結んだだろう？　医療技術を欲しているし、あの国の技術力でも医療器具を生産できるだろう。それだけにかぎらず、これからあの国とは工業分野の製品で競合することが考えられる」

「まあ……そうだろうな」

　切れ味の鋭い九頭龍刀を打つ技術でメスを作ることができれば、ブラッドのような外科医は喜ぶことだろう。そうして優れた技術を持つ二国が切せつ磋さ琢たく磨ますることで、技術力や製品の質をどんどん底上げしていってほしいと期待している部分もある。

「技術力で後れを取る気はサラサラないが、儲けが減るのも困る。だから外貨獲得の手段として、このノーブルベップを使いたいと思っているんだ。冒険者や行商人など様々な国のヤツがこの地を訪れ、お金を落としていってくれる場所にな。そしてより儲かりそうな客はと考えると……やはり富裕層、それも他国の富裕層かなってさ」

「……なるほど。そういうことか」

　俺はクーが言わんとしていることを察した。

「観光客を斡あつ旋せんしてほしいってことだろう？　うちの貴族・騎士階級や豪商なんかにこの街に来てもらって、お金を落としていってほしいと」

「さすが兄貴。話が早い。よっ、勇者王！」

「調子良いなぁ……」

　ただ目の付けどころは悪くない。

　現実的でなく不毛な北進政策しか未来への展望がなかったこの国において、クーの掲げる観光立国というのは、この国の人々に新たな価値観を提示するのに十分だろう。

　この楽しげな街が共和国の人々の希望になるかもしれない。

（ホント、大したヤツだよ。お前は）

　クーはフウガとはまた違った方向で、民を惹ひきつける為政者となりそうだ。

　俺は頭の中で考えをまとめてから、頷いた。

「そうだな。商人たちにはそれとなく魅力を伝えて宣伝していくとして……功のあった家臣に報奨として、この街での温泉＆スキーの家族旅行をプレゼント……なんてしたら喜ばれるかもしれない。この街での行楽を体験したものから、騎士・貴族階級に良さが伝わるかもしれないし」

「おっ、いいねぇ！」

「でも、冬場は無理だと思うぞ。四月のいまでも結構寒いからな。この国の真冬の寒さに耐えられる種族は稀まれだろうし」

　そう指摘するとクーも「あー、そりゃそうだ」と頷いた。

「ウキキッ、まあ冬以外でもスキーできそうだし、それでよしとしよう。冬場はこの国のヤツらにスキー場を無料で開放して人気取りにでも使うかねぇ」

「ああ、いいと思うぞ」

　クーはぼやくように言っていたけど、娯楽としてのスキーの楽しさを広めるという意味では良いと思う。冬は雪と氷に閉ざされて家に籠もりがちだという話だし、雪との新たな付き合い方として定着させられるかもしれない。

　こういう案が簡単に出てくるあたり、やはり良い為政者になりそうだ。




　◇　◇　◇




　―――その数日後。傭よう兵へい国家ゼムにて。




　首都ゼムシティにある荘厳な闘技場。

　万を超す客が入っているにもかかわらず、そこがいま静まりかえっていた。

　観客が見つめる先に立っているのは巨きよ軀くの男二人。

　その二人のうち、より背が高く筋骨隆々な男の身体からだがグラリと傾いた。

　やがてドサリと石の武舞台の上に倒れ伏すことになる。

　倒れた男はこの国の王ギムバール。

　そんなギムバールを見下ろすのは、大虎王フウガ・ハーン。

　審判席に居た男たちはしばし絶句していたが、やがて我に返ると、舞台上にただ一人立っている男に向かって声を張り上げた。

「勝負あり！　勝者、武道大会優勝者にして挑戦者、フウガ・ハーン！」

　それはフウガの手に傭兵国家ゼムが渡った瞬間だった。
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　―――大陸暦一五五二年五月半ば。




　この日、俺は九頭龍女王シャボンと宝珠を使っての放送会談を行っていた。

　シャボンの背後にはキシュンもいて、その腕には乳児が抱かれて眠っていた。

　シャボンの第二子にして長男のシャロンくんだった。

　こっちの感覚だと女の子に付けそうな名前だけれど、あの国は短い苗みよう字じと短い名前を繫つなげて名乗る風習があるため、実際の名前はロンだけなのでおかしくはなかった。

　先代のシャナ殿から九頭龍王の重責を継いだシャボン。

　当初こそ苦労したようだが、夫の宰相キシュンに支えられ、そして二児の母となった頃には確固たる強さを手に入れていた。九頭龍諸島王国の国民たちからも敬愛されていて、いまではマリアにも引けを取らない女性君主となっている。

　すると放送越しのシャボンは言った。

『先日ご注文いただいた品ですが、すでに半数は確保できております。しかし残り半数は生産を待たなくてはならないため、少し遅れてしまうことをお許しください』

「わかっています。無理を言ったのはこちらなので」

　俺がそう答えると、シャボンは「いえいえ」と首を横に振った。

『大口の注文ですからね。儲けのある話なので誠心誠意努めさせていただきます』

「助かります。確保できた半数は交換した基地経由で送ってください」

『承知しました。……あの、ソーマ殿。なぜこのように沢山の発注をいただいたのか訊いても良いですか？』

「……まあ、ちょっと考えがあってね」

　シャボンの口調が砕けたので、俺も交渉モードから談笑モードに切り替えた。

「シャボンはフウガが傭兵国家ゼムを支配下に置いたのは聞いてる？」

『はい。報告は受けてます』

　シャボンは真面目な顔で頷いた。俺は机上の地図を見た。

「これで大虎王国は、地図上の面積ならばグラン・ケイオス帝国さえも凌りよう駕がしたことだろう。国力では劣っているけど、陸軍の戦力ならば引けを取らないレベルになっている。そして魔王領への拡大はこれ以上は行えないだろう」

『なぜでしょうか？　フウガ殿は魔王領の解放者として名声を集めているのでは？』

「フウガは魔王と呼ばれる存在と魔族は、魔王領の奥深くにしか居ないと推測を立てている。これについては俺やマリア殿なんかも同意見だ。そしてフウガの領土拡大はこの魔族と接触しないよう慎重に進められてきた。人類の連合軍を率いていた帝国が惨敗した相手だからな。だからこれ以上北へ行こうとすると……」

『なるほど。魔族と接触するリスクは避けたいということですか』

　そのとおり。だから大虎王国はこれ以上、北への拡張はしないだろう。

「フウガは国を大きく強くしていくことで人々を熱狂させ、支持を集めている。その歩みを止めることはできない。そうなると、次にどういう行動を取るかだけど……ハクヤの見立てでは、まず間違いなくうちか帝国のどちらかを狙ってくるとのことだ」

『っ!?　いきなりですか？』

　シャボンは驚いたように目を見開いていた。

『「人類宣言」の盟主と、「海洋同盟」の盟主ですよ!?　大戦争になります』

「……ああ。それを覚悟の上でなお、フウガが欲するものがうちと帝国にはある」

『欲するもの？』

「内政官僚と、支配地域の領主となれる人材だ」

　俺は以前にハクヤから受けた説明をそのまま説明した。

「フウガの家臣団は東方諸国連合平定に尽力した武官たちと、苦しい現状を変えるべくフウガに夢を見て集まってきた者たちによって構成されている。後者は難民たちや、現状では不遇な扱いを受けている者たちだな。つまり領地や国家を運営するノウハウを持たない者たちが大半というわけだ。だから大虎王国はその国家規模に対して、内政官僚や支配地域を任せる領主となるべき人材が足りていないんだ」

　だからそれを求めて攻めてくるかもしれない。

　シャボンは眉根を寄せて唸うなった。

『……本来ならば一旦拡大をやめて、内政官を育成すべきだと思いますが』

「だけど、それをするには大虎王国は急拡大をしすぎた。またフウガの軍団は覇道への歩みを止めた瞬間に、フウガに期待していた者たちが幻滅して離反するかもしれないという構造的な問題もある。内政に注力する猶予はないだろう」

『だから王国か帝国のどちらかを下し、家臣団を手に入れよう、ということですか』

「それがハクヤの見立てだ。うちは大々的に人材を募集していたし、帝国は人口が多い。どちらかを手に入れられれば内政官僚不足は解消されるだろうしな。どうせ歩みを止めることができないなら、欲しいものがある場所へ……とハシムも献策するだろう」

　共和国は冬は雪と氷に閉ざされて身動きが取れず、九頭龍諸島王国は海に囲まれているため統治が難しく、攻め落とすうま味がない。

　勢力としては小さくなっているガーラン精霊王国も同様だ。

　となると、やはり狙いはうちか帝国ということになるだろう。

「もしも……フウガが帝国よりもうちの国のほうが攻め落としやすいと判断したら、そのときは大虎王国との戦争を覚悟しなくてはならない。いざというときに備えるために、いまできることはしておかないといけない」

『なるほど。我が国への大量発注もそのためだと』

「そういうこと」

　場を重苦しい空気が包んだ。しばらくしてシャボンは口を開いた。

『杞き憂ゆうに終わってくれると、いいのですけどね』

「……本当にな」

　俺は心の底から同意するのだった。




　◇　◇　◇




　―――時は戻り、ゼムの武道大会決勝の日。




　地に倒れ伏したゼム王ギムバールをフウガは見下ろしていた。

　大剣を握ったままの〝右手首〟がギムバールの近くに転がっていた。

　待機していた光系統魔導士が駆け寄ってきて手首を大剣から引き剝がし、仰あお向むけにしたギムバールの傷口に押し当てて治療している。こと外傷にいたっては光系統魔法は力を発揮し、切断された腕をくっつけることはできるだろう。

　しかし手を失わずに済むことと、これまでどおり動かせるかどうかは別問題だ。

　治療されているギムバールは武人としての終わりを感じていた。

「私の命が尽きるそのときまで、この国の王になりたいと願う者が現れるとは思わなかった。皆、富や武具などわかりやすいものを求めるからな。中には謀反人とされた父の真実が知りたいという、珍妙な願いをする者も居たが……」

　自分を見下ろしているフウガにギムバールは語りかけた。

「わざわざ柵しがらみの多い国王になろうとする者は皆無だった」

「……皆、お前の統治に満足してたってことじゃないか？」

　フウガがそう言うと、ギムバールはクククと笑った。

「ソーマ王もそのようなことを言ってくれたな」

「………」

「それで、フウガ殿。私を倒し、手に入れた其方そなたはこの国を如何いかがする？」

「新しい世界を造る。そのためにこの国と傭兵たちが必要だ」

　フウガはそう言いながら斬岩刀を担ぎ上げた。

「そういうアンタはこれからどうする？　傭兵王でなくなったアンタは？」

「なにも……なにも持たないところから勝ち続けてここまでのし上がったのだ。敗れたならば、なにも持たなかった頃に返るだけだ」

「……空むなしくないか？」

「そうでもない。国王という重責、最強という重責から解放され、悪くない気分だ」

　おそらく長年守ってきた王座防衛に失敗したチャンピオンの気分なのだろう。

　栄光が大きいほどに生まれる重責も大きくなる。

　それが国家規模ともなればとんでもない重荷だったはずだ。

　その重荷を敗北することでようやく下ろすことができたのだ。

　負けた悔しさ、地に倒れた惨めさ、武人としての終わりを知る寂しさ、重責から解放された安あん堵どと不思議な高揚……全部がギムバールに去来した。

「そなたも〝野望を背負わずに済むようになれば〟この気持ちがわかるだろう」

「ククク。そうかもな」

　死力を尽くし満足げな様子を見て、フウガは笑った。

　自身の武を頼みに生きて、生き抜いて、そして倒れたギムバールの姿は、フウガの理想の生き様でもあった。違いは一国の王のみで満足せず、遥はるか遠く、遥か高みを目指しているかどうかだ。野望を重荷に感じる日は、まだ彼には遠い。

　フウガは踵きびすを返すと舞台上から去っていった。

　控え室へと向かう途中の廊下でハシムが待っていた。

「お見事です。フウガ様」

「おう。これでゼムも手に入ったな」

　拝礼するハシムの肩をフウガはポンと叩たたいた。

「さて、この国をどう扱おうか？」

「国家としては現状を維持しつつ、精強な傭よう兵へいたちだけ好きに使えるような体制を整えましょう。準優勝者であるモウメイ殿を国王代理に任じ統治させるのがよろしいかと」

「ああ……だからモウメイも出場させたのか」

　モウメイ・リョクは大おお槌つちを扱い、ソウゲンヤク（毛長の牛のような生物）に乗って戦う巨漢の勇士だった。フウガ軍の中では歩兵隊を率いており、技や魔法などなしの単純な力比べだけならばナタ・チマと軍内一位を争っていた。

　そのモウメイもこの大会に出場しており、フウガに次ぐ準優勝となっていた。

　ハシムは頷うなずいた。

「モウメイ殿は力だけの方と見られがちですが、与えられた任務は愚直にこなす誠実さと、発想の柔軟さを持っています。ギムバール殿の路線を継承しつつ治められるでしょう」

「ナタを参加させなかった理由もわかるってもんだな……」

「御意。ヤツにゼムを任せられません」

　強いヤツと戦いたいという欲求の塊であるナタは、当然この大会にも参加したがったが、そこはハシムが頑として頷かなかった。武が物を言う傭兵国家ゼムではあるが、武だけの男に一国を任せるわけにはいかなかった。

　するとハシムは顔を上げてフウガの目を真まっ直すぐに見た。

「さて、これにて支度は調いました。フウガ様には次なる道を示していただきたく」

「……王国か、帝国か、か」

　ルナリア正教皇国とゼムを支配下に置いたならば、フリードニア王国かグラン・ケイオス帝国のどちらかを攻略しなければならないと聞かされていた。

　広大となった支配地域を安定させ、いまの勢いを殺さないためにも大国を経営したことがある人材を獲得する必要があると。

　そのためにも王国か帝国のどちらかを屈服させなければならない。

　強大な国力と人口を有する帝国と、トルギス共和国と九く頭ず龍りゆう諸島王国と同盟しているフリードニア王国。どちらも一筋縄ではいかない相手だ。

　しかしフウガに立ち止まるという選択肢は用意されていなかった。

「大虎王国に戻り次第、諸将を集めろ。軍議にて今後の方針を決定する」

「承知いたしました」




　◇　◇　◇




　国へと戻ったフウガは、居城『ハーン城』の会議室に家臣たちを集めていた。

　妻のムツミ、【虎の知謀】ハシム・チマ、いまは精霊王国の父なる島の総督となっている【虎の剣】シュウキン・タンに加えて、【虎の戦せん斧ぷ】ナタ・チマ、【虎の盾】ガイフク・キイン、【虎の弩いしゆみ】カセン・シュリ、【虎の旗】ガテン・バールといった東方諸国連合統一の戦いや、その後の魔王領解放で名を挙げた武将たちが揃そろっている。

　またルナリア正教皇国から派遣された聖女アン、もとは一国の王でありながら早くからフウガに臣従し、魔王領から奪還した一地方の統治を任されている勇将ロンバルト・レムスとその妻ヨミ・チマなども居る。

　いま傭兵国家ゼムで国王代理をしている【虎の槌】モウメイ・リョク以外の名の通った家臣が一堂に会していた。

　そんな家臣たちを見回して、フウガは言った。

「傭兵国家ゼムが我らの指揮下に入った」

「おめでとうございます。フウガ様」

　ムツミが代表してお祝いの言葉を述べると、集まった者たちも口々に「おめでとうございます」と言って頭を下げた。フウガは手を挙げて場を静かにさせた。

「これで俺たちの勢力は、陸上での戦いなら帝国とでさえやり合えるだけの戦力を有することになった。俺たちはこの二、三年の間、魔王領を着実に解放しつつ、国内の安定化に努め、力を蓄えてきた。その成果だと言えるだろう。……そこでだ」

　フウガは家臣たちを見回しながら告げた。

「俺たちはこれより、魔王領の解放という事業を一旦停止する」

「そんな!?」

　この中では最年少の武将であるカセンが声を上げた。

「我らはこれまで、魔王領を解放する大望のために邁まい進しんしてきたのではないですか！　国民たちの多くも、フウガ様ならば魔王領の最奥に居るという魔王さえ倒し、奪われた土地をすべて取り返せると信じています！　それをいまさらやめるなんて……」

「まあまあ。落ち着くんだ、カセンくん」

　隣の席の飄ひよう々ひようとした武将ガテンがカセンのことを宥なだめた。

　フウガはとくに気にした様子も見せずに言った。

「やめるわけじゃない。一旦停止するだけだ。ハシム」

「承知しました」

　ハシムは立ち上がると背後に置かれていた世界地図の前に立った。

　そして手にした指示棒で大虎王国の現時点での北の国境線をなぞった。

「我らはこれまで魔王領の解放を進めてきました。その成果により、南側に逃れていた難民たちが北への帰還を果たしました。故郷へと帰ることができた彼らの歓喜の声が、フウガ様の声望となっているのは事実です」

「それならば、なぜ……」

「もともとこれより北の地域は砂漠地帯であり、人があまり住んでいなかった地域です。せいぜい砂漠を転々とする遊牧民族がいくつか暮らしていたぐらいでしょうか。つまりこれ以上の北上は、土地は手に入っても人口も増えず、かえってこの国にとって負担となるということです」

　ハシムは指示棒で自身の左手のひらをポンと叩いた。

「またこれ以上北上すると、帝国主導の人類連合軍を壊滅させたという魔族と接触するおそれがあります。フウガ様が敗れるとは言いませんが、正体不明の相手と戦い、もし国が疲弊することになれば周辺国家を喜ばせるだけです。だからこその一旦停止です」

「……本当に、それでいいのでしょうか」

　そう言ったのはシュウキンだった。

「我らはこれまで勢いに乗って国を拡大させてきました。魔王領の解放という成果を出し続けてきたからこそ、人も集い、兵士たちも奮闘したのです。守勢に回ればいまの勢いもなくなるでしょう。それは少し惜しい気もします」

　ハシムに次ぐ知恵者であるシュウキンの言葉に、武将たちは聞き入っていた。そんな中で話を聞いていたロンバルトが挙手をしたので、ハシムは指した。

「ロンバルト殿」

「シュウキン殿の意見には同意ですが……私はそれも良いのではないかと思います。奪還した地域の安定化にはまだ時間が掛かりそうですし、いまのまま走り続ければ、一つの躓つまずきで全体が瓦解するような大事に発展しかねません」

「ああ。私も父なる島を預かっている身だ。ロンバルト殿の言うこともわかる」

　シュウキンは一旦はロンバルトの意見に同意したが「ただ……」と続けた。

「転がる車輪をさらに押して進ませることは容た易やすい。しかし止まった車輪を動かそうとすればそれなりの力が必要です。一度勢いを殺してしまえば、再び魔王領奪還を行うのも容易ではありません」

「そのとおりでしょうね」

　シュウキンの言葉にハシムも同意した。

「こう言ってはなんですが……いま人々がフウガ様に心酔しているのは、もちろんフウガ様の求心力もありますが、人々が現状に不満を持っているからというのもあります。難民たちはいまの苦しみから解放されたいと願い、国内で不遇な状況にある者はいまより豊かになりたいと願う。……そういった不満がフウガ様の大望と結びつき、フウガ様の背中を押しているのです。ここで人々が安定を得てしまえば、フウガ様の求心力も低下してしまうことでしょう」

　ハシムの言いぐさはまるで、国民に安寧を与えるなと言っているかのようだった。

「……私は、そこまでのことは言っていないのだが？」

「言いにくそうだから代わりに述べたまでです」

　不本意そうな目をするシュウキンに、ハシムはしれっとした顔で言った。

　そして冷え冷えするような目で諸将を見回した。

「フウガ様はマルムキタンで旗揚げをして以降、ここまで不敗できました。竜騎士王国とは痛み分けになりましたが、竜騎士と互角に戦ったことから名声はむしろ高まったと言えるでしょう。国民たちは熱狂しています。フウガ様のもとで自分たちの国はどこまで大きくなるのだろう。この大陸さえ統一できるのではないかと」

「それは……過信なのでは？」

　ムツミが心配そうな声を出した。

　国民たちは勝利することを当たり前だと思い始めていた。

　過信や増長をするのは兵を率いる者だけではない。フウガに指揮される兵たちも、フウガを支持して戦果を得られた国民たちもまた過信するのだ。すると……。

「フウガ様はルナリア様の加護を受けた御お方かたです。当然だと思います」

　聖女アンが当然というように言った。

　彼女にとっては信仰がすべてであり、国民たちがフウガの勝利を信じるのはそれと似たようなものだと思っていた。そんな彼女の姿を見て、ムツミは国民たちがどういう心理状況にあるのか理解できた気がした。

「この勢いを止めたときが怖い、というわけですね、兄上？」

「そのとおりです。我らは勝ち続け、進み続けて、国民たちを導き続けなくてはなりません。ですが先程述べましたとおり、これ以上魔王領から解放した土地を抱えることは、うま味がなく、かえって負担となることでしょう。ここは方針転換すべきかと」

「だったら、帝国との国境線までの空白地を獲とろうぜ！」

　難しい話には興味を示さなかったナタが、ここに来て身を乗り出した。

　ハシムは冷めた目で言った。

「我が国と帝国との間にある空白地は、帝国との戦を避けるための緩衝地帯だ。そこを領土にすれば帝国と直接国境を接することになり、小競り合いから、最悪全面戦争にまで発展するおそれがある。そのことをわかって言っているのか？」

「もちろんだ！　いまの俺たちなら、帝国とやりあっても勝てるだけの力がある！　そう思っているのは俺だけじゃない！　この国の一兵卒、一市民だって言ってることだ！　動かない帝国に代わって、いまこそこの大虎王国が人類を主導するべきだとな！」

　ナタの発言はいかにも脳筋のそれであったが、一兵卒・一市民までが帝国に代わることを求めているというのもまた事実だった。

　するとシュウキンがそれを制した。

「待て、ナタ。帝国と事を構えた場合、帝国だけが相手になるとはかぎらない。『精霊王の呪い』への対応中、フリードニア王ソーマと帝国の女皇マリアは親しげだったと聞きます。二人は裏で繫つながっていることも十分考えられる。いくら力を付けたとはいえ、帝国と王国を同時に相手できる力は我らにはない」

「いいえ。その心配はないでしょう」

　今度はハシムがシュウキンの意見を否定した。

「たしかにバルムで会談した際、ソーマとマリアは親密そうに見えました。ただしその親密さが国民にまで及んでいるかというと、そうではありません。首脳同士が裏で繫がっているかどうかは知りませんが、帝国と王国は公には同盟国ではないのです」

「それは、そうですが……」

「王国と帝国の民心については、チマ家の密偵に探らせています。ソーマが王位を譲られたとき帝国は王国に戦争支援金を払わせています。それが有効活用されたかどうかはこの際問題ではありません。王国民にとっては面白くない事実です。また帝国の民は、自分たちこそ人類側随一の国家であるという誇りがあります。それなのに新興国であるこの国に備えるためと同盟を結べば自尊心を傷つけられるでしょう。マリアを崇拝している配下の将兵たちも黙ってはおりますまい」

「……民心を気にして助け合うことはできないと？」

「そのとおりです。少なくともいまの状況下では」

　さらにフウガの勢力が伸長し、帝国や王国が強い危機感を抱いたときならば状況は変わるかもしれない。ただ、いまのこの状況下ならば仮にどちらか一方の国を攻めたとして、もう一方の国が助けるということはできないだろう。ハシムはそう読んでいた。

　そんなハシムの言葉を聞き、シュウキンは焦燥を覚えた。

「ハシム殿は、王国か帝国と事を構えることを考えているのですか？」

「……そうですね。フウガ様にはそう進言しています」

　ハシムの言葉にその場に居た者たちは息を吞のみ、フウガのほうを見た。

　するとフウガは黙ったまま頷うなずいた。シュウキンはハシムを睨にらんだ。

「貴方あなたまで過信しているのか」

「心外ですね。私の進言は実状に則したものです」

　ハシムは傭よう兵へい国家ゼムでフウガに伝えた国内の実状を語った。

　大国を経営したことがある内政官が居ないことの弊害と、それを獲得する意味でも王国か帝国のどちらかを屈服させる必要があるということを。

「無論、今すぐというわけではありません。どちらの国も国民が一致団結すればとても手て強ごわい国です。帝国はもちろん強国ですし、王国も海洋同盟を結んでいる共和国と諸島王国を動かせます。まずは狙いを定め、付けいる隙を探し、或あるいは作り出し、好機と見たら一気に攻めるための態勢と覚悟を持たねばなりません」

　ハシムがそう言うとナタがポンと膝を叩たたいた。

「だったら、やっぱり帝国と戦おうぜ！」

「……一応訊きくが、理由は？」

「戦うなら強いほうがいい！　ソーマはチマ公国で見たことがあるが弱そうだったし」

「却下だ。話にならん」

　するとシュウキンが沈痛そうな表情で言った。

「両国とも『精霊王の呪い』のとき問題解決に尽力してくれた。その恩義があるのに、攻める算段を整えるというのは……どうにも……」

「……お気持ちはお察ししますが、我らが優先すべきはフウガ様の大望です」

　歯切れ悪く言うシュウキンに、ハシムは告げた。

「『精霊王の呪い』のとき、ソーマ自身が言っていたことです。病は一国の問題ではないから世界で協力せねばならないと。ならば我らは一方的に恩義を受けたわけではありますまい。我らは協力して、この大陸には病を蔓まん延えんさせなかったのですから。我らの民たちもそのように思っていることでしょう」

「それは、詭き弁べんではないのか……」

「シュウキン」

　するとそこでフウガが口を挟んだ。

「お前の言い分はよくわかる。たしかに俺たちだけだったら、あの病をあそこまで早く沈静化できなかっただろう。お前の命も助けられなかったかもしれない」

「………」

「だが義理に縛られれば、俺たちはどこにも行けなくなる。義理で雁がん字じ搦がらめになって、どこも成長できなくなっていたのがあの東方諸国連合だ。俺たちがここまでやってこられたのは、そういったことに縛られなかったからだ。そのことは忘れないでくれ」

「……わかりました」

　フウガにそう言われてしまえば、シュウキンは引き下がるしかなかった。

　その重苦しい雰囲気を変えるように、ガテンがフウガに尋ねた。

「それで、フウガ様はフリードニア王国とグラン・ケイオス帝国のどちらを屈服させやすいと考えているのですか？」

「そうですね。フウガ様の人物評を聞いてみたいです。ソーマ殿とマリア殿の」

　ムツミにもそう言われ、フウガは「そうだな……」と顎を撫なでた。

「マリアは『炎の鳥』だ。眩まばゆく輝いて誰をも魅了するし、灼しやく熱ねつの炎で敵を寄せ付けない。ただ……その輝きは自分の身を焦がして放っているものだ。マリア自身はしんどいことだろう。無理に輝き続ければ、やがて燃え尽きて灰になりそうだ」

「なるほど。それではソーマ殿は？」

「そうだな。アイツは……『亀』かな？」

「えっ、亀ですか？」

　ムツミはキョトンとして訊きいた。フウガは頷いた。

「アイツは覇気がない。どこかを攻めるという意思もない。降りかかる火の粉から身を守るだけだ。マリアのように魅了する美しさもなく、地味で、成長もゆっくりだ」

「それはまた……随分と容易く倒せそうですね？」

　カセンがそう言うと、フウガは笑い飛ばした。

「そう思うか？　カセン、亀ならば倒すのも容易いと」

「あ、はい。亀ならば……」

「それが『山よりデカい亀』だったとしてもか？」

「えっ？」

　カセンは一瞬冗談かと思ったが、フウガは真面目な顔で言った。

「ソーマは山よりデカい亀だ。動きは鈍く派手さはないが、一度動き出せば山さえ砕き、地形さえも変えてしまうだろう。しかも尻尾には無数の蛇を飼ってやがる。その蛇たちは亀の意思に関係なく、亀に危害を加えるような者に容赦なく襲いかかる」

「……とんでもない化け物じゃないですか」

「そのとおりだ。ソーマを相手にするってことは、そんな化け物と戦うってことだ」

　フウガは至極当たり前であるかのように言った。

「アイツはその気になれば共和国や諸島王国を動かせる。アイツの配下はどいつもこいつも一筋縄ではいかない曲くせ者ものばかりだ。そんなヤツらがソーマの意思に関係なく国のために動きまわっている。あの国で数年暮らしているユリガですら『底が知れない』と言っているんだ。俺としては……あいつには動かないままで居てもらいたいところだ」

「「「　………　」」」

　フウガの評価を集まっていた者たちは黙って聞いていた。

　あのフウガが戦うことを嫌がる相手。その事実だけで警戒するのに十分だ。

　しばらくしてムツミが尋ねた。

「つまりフウガ様は、屈服させるなら帝国であると？」

「そうだな。帝国さえ屈服させられれば、ソーマも俺たちに従うことになるだろう。圧倒的な武力差さえ見せつけられれば、無駄な抵抗などせずに膝を屈するだろうさ。ソーマは国王としてのプライドより、身近な者の安全を選ぶヤツだからな」

　フウガのこの言葉で大虎王国の方針は決定した。

　大虎王国は帝国を仮想敵国とし、国内の安定化を図り、軍備を整えながら、付けいる機会を虎こ視し眈たん々たんと狙うことになるのだった。




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五五二年六月。




　フウガ軍がグラン・ケイオス帝国との間にあった未奪還地域に軍を進めた。

　この空白地帯の領有が目的なのは誰の目にも明らかであり、フウガが大虎王国と帝国の緩衝地域を獲ることで帝国と直接国境を接する覚悟であることもまた明白だった。

　この報しらせに帝国の上層部は揺れた。

　女皇マリアの方針では魔王領から襲ってくる魔物たちに対しての防備を万全にすることに専念し、魔王領の奪還については慎重な姿勢を崩していなかった。

　彼女の『人類宣言』もまたその方針に則のつとっており、これ以上魔王領が拡大しないよう、国境線に近い各国を支援することが主目的だった。

　しかし、そうしている間にフウガの大虎王国が魔王領を解放する形で大きく伸長し、魔王領から人類国家を守る防波堤の役割を担うようになった。

　マリアの『人類宣言』はすでに役割を終えたのだと見られていた。

　その上、フウガ軍が緩衝地域を制圧すれば、帝国は北への拡張を完全に防がれることになってしまう。そのことに危機感を覚える帝国の臣民は多かった。

　これまで人類国家を守ってきたのは自分たちだという自負が帝国の臣民には根付いていた。自分たちが人類の国家の中では第一位の国であると。

　それは誇りであり、驕おごりでもあった。

　それらの人々は、聖女マリアの存在感が薄まり、フウガだけが世の評判を集めるこの現状は許容できないものだった。そのため帝国もまた緩衝地域へ派兵すべきという声が、武官・文官・身分の別なく聞こえるようになった。

　その声は日を増す毎ごとに大きくなっていた。




「マリア陛下！　どうか、どうか私にお命じください！　フウガ・ハーンの軍勢よりも早く北の魔王領を奪還せよと！　これはグリフォン部隊の総意でございます！」

「クレーエ……」

　この日、帝都ヴァロアにあるヴァロア城の謁見の間でもその声は聞こえていた。

　玉座に座っているマリアに向かって階下から懇願しているのは、帝国の空軍戦力グリフォン部隊を率いる将軍クレーエだった。聖女マリアの信奉者であるクレーエは、フウガのみが名声を集めている現状に我慢ができなかったのだ。

「控えられよ！　クレーエ将軍！」

　そんなクレーエを、マリアの横に立った妹将軍のジャンヌが一喝した。

「陛下はすでに意思を示されたではないか！　『北への拡張はしない』と！　何度も同じ事を訊きいて陛下のお心を煩わせるな！」

「いいえ黙りませぬ！　北の地をフウガにいいように暴れ回られ、不満を持っている騎士・貴族階級の者たちが増えてきております！　聖女としての陛下のご威光が失われつつあると！　私は、私たちは、陛下のご威光のもとで戦いたいのです！　帝国の聖女の剣として、魔王領解放の戦いに骨を埋うずめたいのでございます！」

「そのような陶酔で軍を動かすなど言語道断です！　そのような戦いに兵や民を巻き込みたくないという陛下のお心を、なぜ理解できないのですか！」

　言い合うクレーエとジャンヌ。マリアは無表情で見つめていた。

　興味がないのではなく、女皇として感情を表に出さないように努めているのだ。

「クレーエ」

　マリアが静かな声で呼び掛けた。クレーエは平伏した。

「はっ」

「私は……帝国のこれ以上の拡張を望みません」

「そ、そんな！」

「北の放棄された地域を得たところで利はありません。復興のために国庫を圧迫させるだけです。フウガ・ハーンの軍勢を構成する者たちのようになにも持たず、命以外に捨てるものもない者ならば、解放した地で細々と生活するだけでも十分に満足できるでしょうが、我が国の場合はそうはいきません。北の地を任された領主は支援を求めるでしょうし、それが少なければ恨みに思うことでしょう」

「ならば！　解放した地は我らにお任せくだされ！　私と同心の者たちならば不平不満などなく、陛下のために治めてみせましょう！」

「私利私欲のために支援を要請するとは言っていません。むしろ復興が必要な地で困窮する民を思えば、国に支援を求めるのは当然なのです。領主がやせ我慢しても、民が困窮していては意味がないのです」

「それは……ですが……」

　マリアに理路整然と説明されて、口数の多いクレーエも反論できなかった。

　常に民のことを思うマリアの姿は、彼らが信奉してやまない帝国の聖女の姿であるため、それを否定する言葉を持ち合わせなかったのだ。

「……よろしいでしょうか」

　するとクレーエの横に立っていた女性が声を上げた。

　顔立ちはやや童顔気味だが、メガネが似合う理知的な美人だった。年齢は二十歳を過ぎたくらいだが、姿勢正しく凜りんとして立つ姿は実に堂々としていた。

「ルミ……」

　ジャンヌがポソリと呟つぶやいた。

　彼女の名前はルミエール・マルコー。

　この国の内政官たちの中で、若くしてトップに立つ逸材だった。

　マリアはそんなルミエールの顔を見つめた。

「なんでしょう。ルミエール」

「恐れながら申し上げます。我が国の国力をもってすれば、大虎王国との間にある空白地をすべて領有したとしても、十分に支援することは可能です。解放した土地で人々が苦しむならば支援すればいいでしょう。聖女としての陛下の名声も高まるというものです。私もクレーエ将軍の意見に賛成します」

「ルミ、お前まで……」

　ジャンヌがなにか言おうとするのを、ルミエールは手で制した。

「ジャンヌ。私も、クレーエ将軍もこの国のために献策しているのです。友人といえども、口を挟まないでください」

「ぐっ……」

　今度はジャンヌが黙らされる番だった。

　マリアは切なげな顔でルミエールに言った。

「……たしかに、我が国にはまだ余力があります。ですが、それがいつまでもあるとはかぎりません。限界まで民や領土を抱えてしまっては、いざというときに身動きが取れず連鎖的に崩壊してしまうかもしれないのですよ？」

「そうならないよう死力を尽くすのが、家臣である我々の使命です」

「それは女皇である私も同じです。そうなる危険性のある選択を極力取らないようにするのが私の責です」

「ですが陛下……」

「ごめんなさい、ルミエール。今日はここまでにしましょう」

　マリアは話を打ち切り、二人を退出させた。

　二人が謁見の間から去ったあとで、ジャンヌは肩を落とした。

「ルミのヤツ……すっかり文官内のタカ派筆頭になってしまったな」

「お友達だったのよね？」

　マリアは先程までの女皇としての仮面を外し、姉の顔で尋ねた。

「はい、軍学校に居たときからの。ただルミは訓練中の事故により肩を砕かれ、後遺症から武官としての道を断たれてしまいました。いまの外科医療ならば治せたかもしれませんが、当時はソーマ殿の来る前で医療技術も未熟でしたから……」

「そう……それがなぜ文官に？」

「天性の努力家なのです。武官としての道が断たれたとしても、無力・無気力で居ることは彼女の性格が許しませんでした。文官へと転身してひたすら努力し、ついには文官たちのトップに上り詰めたのです」

「素晴らしい人ね」

「私も尊敬しています。いまでも自慢の友人だと思っています。……ただ、もとが武官志望だったこともあって、文官でありながらタカ派なのです。いまは姉上の消極策に不満を持つ文官たちのリーダー的な存在になってしまっています」

　ジャンヌは苦虫を嚙かみ潰したような顔で言った。

「生真面目で、愚直で、危うい……友として何度か姉上の気持ちを理解してくれるよう頼んでいるのですが、うまくいかず……」

「そう……」

　マリアは淋さびしそうに呟くと玉座から立ち上がった。

　そして振り返ると、玉座の背後に掲げられた帝国旗を見つめた。

「私はこれまで、この国を一致団結できるようにと努めてきました。そして、いつの頃からか『帝国の聖女』ともてはやされるようになりました。好きな呼ばれ方ではありませんが、それで皆の心が一つになってくれるなら……と、そう思っていたのです」

「姉上……」

　ジャンヌが沈痛な面持ちで声を掛けようとすると、マリアは切なげに微笑ほほえんだ。

「でも、その心も、少しずつズレてきてしまったようです」

　マリアの言葉に、ジャンヌはなにも言うことができなかった。
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「なぜです！　マリア殿！」

　この日、帝国女皇マリアと放送を通じての会談を行っていた俺は声を荒らげた。

　傍そばに居たハクヤが「陛下っ」と諫いさめたけど、それを気にする余裕もない。

　それほどまでに、彼女が切り出した言葉は衝撃的だった。

『すみません。もう決めてしまったことなのです』

　マリアが申し訳なさそうに言った。

　そんな顔されても、受け入れられる話ではない。

「時期尚早です。いまの我が国なら一応可能ではありますが、帝国が行うにはまだ早いと、そういう認識を共有してきたはずでしょう。我が国や、共和国、諸島王国とも足並みを揃そろえてやっていくという話だったではないですか」

『そうですね……私も、そのつもりだったのですが、フウガ殿の活躍に刺激されて突き上げが激しくなっているのです』

「だからって、なぜこのタイミングなのですか」

　俺は頭を抱えながら言った。あーもう本当に頭が痛い。

「なぜいま急に〝奴隷制を廃止する〟と」

　マリアが口にしたのは、帝国内で奴隷制度の廃止を行うということだった。

　勘違いしないでもらいたいのだけど、俺だって人が人を売り買いする奴隷制は悪あしき風習だと思っている。人が歴史を紡いでいく過程で必ず根絶されるべきものだと。

　うちの国もいずれは廃止できるように段階を積み重ねてきたところだ。

　しかし、それをいますぐに実行するとなれば社会の混乱は必至だ。

「奴隷とは、社会的な弱者です。奴隷制を廃止し、明日から奴隷じゃなくなったと言っても、資産がないのだから生活に困窮する状況は変わりません。頭に学問が、手に技術がなければ新たな職に就くこともできません。男は単なる労働力を低賃金で売るしかないし、女性だと……結局は身体からだを売るしかない場合もあるでしょう」

『……そうですね』

　マリアは頷うなずいた。そんなことは彼女も理解しているはずだ。

「だからこそ、うちの国では制度の廃止よりも先に、奴隷制の有名無実化に取り組んできました。奴隷商を公務員化して国が管理し、奴隷が人権を無視され、道具のように使い潰されないよう保護しました。同時に『ジンジャーの専門学校』を中心に学問を奨励し、誰もが教育を受けられるよう無料の学問所を設置しました。教育を受けた奴隷はより好条件で雇い入れられることになります」

『………』

「うちは評価方針を変えてから人材不足気味でしたから、有能な奴隷ならば賃金を払ってでも迎え入れたいという家も多く、いまではそれがスタンダードになりつつあります。それもジンジャーたちの啓けい蒙もうと努力があったればこそですが、たとえ一時生活苦から奴隷身分に落ちたとして、本人の努力次第でそこから這はい上がれるような体制を整えてきたのです。刑罰として奴隷オチした犯罪奴隷は除きますが」

『素晴らしいことです。帝国のほうでも王国の方針を真ま似ねさせてもらっています』

　マリアはそう言って微笑んだ。俺はわけがわからなかった。

「有名無実化……たとえ奴隷という名称は残っていたとしても、まずは実態として奴隷が酷使されないような社会の構築を目指しました。いきなり制度を廃止すると宣言すれば反発する者も出てくるでしょうから、そういった者たちが気付かないうちに社会のほうを変えてしまい、あとは奴隷の権利が保障され、財産を持つことができ、酷使されなくなった段階でしれっと呼称を変えてしまえば、犯罪奴隷以外の奴隷を消滅できる」

　奴隷という呼称は放置して、まずは奴隷の実態を『フリーター』とか『非正規雇用』の段階まで引き上げる。まずは奴隷の生命の安全と財産を保護するのが先だ。

　名称を変えたところで実態が変わらなければ、制度が存続されているのと同じだ。

　実際に南北戦争後に奴隷制度がなくなったアメリカでも、選挙権の不平等さなど黒人たちが差別される状況は長らく改善されなかった（まあ俺が居た頃でさえ〝完全に〟とは言いがたかったけど……）。

　これは差別用語取り締まりのイタチごっこに近いだろう。

　ある言葉が差別的だと使用を禁止にしたとして、別の呼び方をされればその呼び方を禁止にして……では、使用できない言葉がただただ増えていくだけだ。

　平家物語で逆落としをするときの義よし経つねの台詞せりふにも、差別用語だとされる言葉は含まれていて場合によっては修正が入ると聞いたっけ。本当に取り締まるべきは言葉ではなく、心無い言葉を投げつける人や社会のほうではないのか……と思ったものだ。

　俺は簡易受信機に映ったマリアを見つめた。

「帝国もその認識ではなかったのですか？」

『もちろん。そのつもりでいました』

　マリアは少し疲れたような表情でそう言った。

『ですが、フウガ殿の躍進に動揺した者たちからの突き上げが激しいのです』

「フウガの？」

『ご存じですか？　いまフウガ殿は人々から「解放者」と呼ばれているそうです』

「解放者？　魔王領を解放しているからですか？」

『それだけではありません。人々を奴隷身分から解放しているというのもあるそうです。おそらく解放した地に定住者を増やすためなのでしょう。もともと東方諸国連合内で敵対した国家に属していた奴隷、或あるいは生活苦のため各国から逃げ出してきた奴隷たちを自由民にし、土地を耕させて定住させているとか』

「……また無茶なことをする」

　やりたいこと自体はわかる。

　イメージとしては屯田兵……いや、曹そう操そうの時代の青州黄巾党のほうが近いか。

　社会的に居場所がない者たちを民として迎え入れて国力とする。

　大虎王国は解放した地の復興の担い手を欲していて、それこそ猫の手でも借りたいところだろう。奴隷から解放されて住む場所を与えられた人々に、フウガへの忠誠を植え付けることもできるのだから大虎王国にとっては有効な方法だと言える。

　まさに『大虎王国の強これより始まる』と言ったところか。

　ただし、もちろんデメリットもある。

　それがもっとも現れるのは治安の悪化という形でだろう。

　新旧の住人の間で軋あつ轢れきも起きるだろうし、誰でも受け入れるということはゴロつきや犯罪者などまで紛れ込むおそれがある。

　圧倒的な武力とカリスマ性を持つフウガが健在の間はいいだろう。それらの悪人たちは精強な騎兵の機動力によって退治され、身を潜めなくてはならなくなるはずだ。

　だけどフウガの後の時代の大虎王国にとっては禍根となるかもしれない。

　もっともフウガならばそんなこと気にしないか。

『後の世のことは、後の世のヤツらが頑張ればいい』

　そう言って不敵に笑う姿が容易に想像できる。

『近頃』

　俺がそんなことを考えているとマリアが口を開いた。

『帝国北部の人々の間で語られているようなのです。「フウガ殿は奴隷を解放しているのに、聖女と呼ばれているマリアはなにをしているのか」とか「聖女なのだから率先して奴隷を解放すべきだ」とかですね』

「そんな……」

　それはあんまりな言いぐさだろう。

「仮に大虎王国が奴隷を解放し、放棄された家や耕す田畑を与えたとしても、生活を支援する余裕なんてないはずです。解放奴隷たちは結局困窮することになる」

　たしかに酷使されてきた奴隷たちはそれでもありがたがるだろう。

　だけど俺たちが有名無実化させた制度の下の奴隷と、大虎王国の解放奴隷。

　後者のほうが裕福なんてことは絶対にないはずだ。

　それなのに……いや、そもそもおかしくないか？

「フウガが『奴隷の解放者』なんて話、うちの国では聞いたことないですよ？」

　そんな話が国内に流れていたとしたら、黒猫部隊から報告が入るはず。

　それがないということは……。

「帝国北部に意図的に噂うわさが流されている？」

『……そうですね』

　マリアは頷いた。

『おそらく、フウガ殿の陣営が意図的に流したものなのでしょう』

「っ!?」

　プロパガンダか！　だとすると……。

『だとすると、参謀についたハシム殿の仕業でしょうか。おそらく私を焦らせて奴隷制を廃止させ、帝国国内を混乱させることが目的なのでしょう』

「っ……それがわかっているのなら！」

『ですが、私はいまが機会だと思っています』

　俺の言葉を遮るようにマリアは言った。

「機会って……っ！　まさかっ」

　俺が驚きに目を瞠みはると、マリアはそっと自分の唇に指を当てた。

　俺はその仕草の意図するところを察して押し黙った。

　隣に居たハクヤは怪け訝げんそうな顔をしていたけど、いまは無視させてもらう。

　俺はマリアの表情を窺うかがいながら尋ねた。

「本当に……やる気なのか？」

『フフフ、口調が崩れてますよ？』

「答えてくれ、マリア・ユーフォリア！」

　俺が真剣な目でそう問いかけると、マリアはやがて静かに頷いた。

『……はい』

「……そうか」

　俺は額を押さえた。彼女の決意は固いようだ。

「貴女は覚悟を決めてしまったのか……わかった」

『ありがとうございます。……よろしくお願いしますね、ソーマ殿』

　そしてマリアとの放送が切れた。すぐにハクヤが近寄ってきた。

「最後のはなんだったのですか？」

「……私的な話だ。それよりも、どうやらフウガは帝国に狙いを定めたようだ」

「そのようですね。いずれ、二国は激突することになるでしょう」

　ハクヤにもそう言われて、俺はガシガシと頭を搔かいた。

「これからのことを話し合わないとな。エクセルを王都に呼んでくれ」

「承知いたしました」




　◇　◇　◇




　それから数日後。

　帝国内にて奴隷制度を廃止し、奴隷たちを解放すると発表した。

　奴隷制度自体は有名無実化が王国ほどではないにしても進められていたため、奴隷を持たない民衆や奴隷たち自身に大きな影響は与えなかった。むしろ奴隷と呼ばれなくなると喜んだくらいだった。

　しかし奴隷を使役する立場であった者たちは、自分たちの生活に影響が出るのではないかと危惧することになる。

　もともと奴隷が人権を無視され使い潰されないで済むような下地はできていたのだ。

　本来ならば名称の変更以外に大きな混乱は起こらないはずだったのだが……そこにもハシムの息の掛かった者たちによるプロパガンダが行われていたようだ。

　マリアは奴隷たちの生活を優先し、有産階級の生活は蔑ないがしろにしているのだと噂を立てられたのだ。そのため、上流階級に行くほどマリアに対する反発は強まっていった。

　そんな折、もう一つ大きな事件が起きる。




　―――帝国の属国であった二国に、帝国からの独立運動が起こったのだ。




　大陸ランディアの中央にある星竜連峰の北に、帝国の属国が二つある。

　東側でノートゥン竜騎士王国と接している小さな国家が『メルトニア王国』。

　西側の国家が『フラクト連邦共和国』（以下『フラクト連邦』）だ。

　二国は帝国の拡張期に、早くから帝国に臣従することで存続してきた国家だった。

　まずフラクト連邦についてだが、ここはかつての東方諸国連合のように中小国家が集まっていた地域だったが、魔王領出現前の帝国の拡張期に、帝国に対抗するために一つの国家としてまとまることを選択したのだ。

　その結びつきは東方諸国連合よりも強く、国家を解体して州として再編し、各州から代表者を選んで議会とする共和制に移行した。

　しかしそれでも強大な帝国には抗しきれないと判断した議会は、帝国に臣従して国家としての形を残すという選択をしたのだった。

　次にメルトニア王国だが、この国はフラクト連邦よりも先に帝国に臣従している。

　竜騎士王国やフラクト連邦に比べても小さな国土と国力では、強大な帝国に反抗したところで灰かい燼じんに帰するのが目に見えていたからだ。

　一方で当時の帝国にしても、戦争し痛み分けに終わった竜騎士王国との間に緩衝地帯を設けたいという意図があったため、メルトニア王国の存続を許したのだった。

　いまもメルトニア王家がこの国を統治している。

　これら二国は属国となって当初は帝国との間に軋轢もあったようだが、気弱で消極的だったマリアの父である先代の皇帝と、穏健なマリアの治政下では高度な自治が認められていて、昨今では反発も起きていなかった。

　むしろ魔王領出現後は帝国主導の人類宣言の庇ひ護ご下に入っていたため、三国の仲は良好だったと言える。

　しかしこの数年の間に、その状況にも変化が起こっていた。

　フウガ・ハーンの勢力拡大により、フラクト連邦とメルトニア王国は魔王領と隣接しなくなったのだ。これは魔ま浪なみなどの被害に遭う心配がなくなったと同時に、代わりに大虎王国という新たな大国と隣接することになったことを意味していた。

　魔ま浪なみなどのために魔王領から魔物が押し寄せてきた場合ならば、帝国は人類宣言に則のつとって援軍を派遣してくれることだろう。

　だが、もし大虎王国が攻め込んできた場合はどうだろう？

　帝国は以前と同じように助けてくれるだろうか？

　二国の人々にそんな不安が芽生えたのだ。

　たしかに帝国は人類宣言の中で武力による国境線の変更を認めていない。しかし人類の国家相手にはどうしても判断が鈍くなる。それはエルフリーデン王国にアミドニア公国が攻め込むことを防げなかったことが証明していた。

　また帝国と大虎王国が衝突した場合、両国の間にある自分たちの国が戦場となるかもしれない。そんな不安から二国の人々は、帝国と大虎王国のどちらに与くみするべきかと議論されるようになっていた。

　そして最近になり、この二国で帝国から独立しようという動きが活発になってきた。

　切っ掛けはほぼ同時に起こった二つの天災であった。




　―――大陸暦一五五二年六月末の夜・帝国北東部にある街の酒場。




　カタカタカタカタカタ……。

「……ん？」

　酔っぱらいの一人が眉根を寄せると、向かいに座ったもう一人が首を傾かしげた。

「あん？　どうしたってんだ？」

「いや、なんか揺れてるかなって……」

「揺れてる？……あー、ホントだな」

　カタカタカタ………ドドドドドドドドドドドド!!

「「　うおっ！　」」

　突如として揺れが大きくなり、地鳴りもハッキリと聞こえてきた。

　店の中は右に左にと大きく揺れ、机や椅子は動き回り、食器棚が倒れて破片を散乱させた。揺れは長く続き、収まる気配を見せなかった。

　家鳴りが酷ひどくなり、土壁にもヒビが入っている。

「店がもたないかもしれねぇ、外に出るぞ！」

「お、おう！」

　酔っ払い客たちが這ほう々ほうの体ていで外に出ると、店から見える都市防壁の一部がガラガラと崩れ落ちるのが見えた。見回してみれば屋根が落ちてペシャンコになった家や、遠くのほうから紅あかく染まった煙が立ち上っているのが見える。

　そこら中から聞こえる人々の叫声もやむ気配がない。

「こりゃあ……とんでもねぇことが起こっちまったなぁ……」

「ああ……」

　酔っ払い客二人は膝を震わせながら、自身の酔いが覚めていくのを感じた。




　―――同時期・フラクト連邦とメルトニア王国の国境線近くの街。




「おい見ろ！　山が！」

「火を噴いてやがる……」

「火砕流が来るかも知れねぇ！　急いで逃げるぞ！」

　街の住民が見つめる先の山が噴火したのだ。

　あの山はフラクト連邦とメルトニア王国の国境線ともなっていた。その山が噴火したことにより、噴石や火山灰などは両国に等しく降り注ぐことになる。

　農作物への被害はとくに深刻だった。

　両国の政府は従属している帝国に対して支援を要請したのだった。

　帝国北東部を襲った地震と、フラクト連邦とメルトニア王国を襲った火山の噴火。

　この二つの天災に因果関係があるかどうかはわからない。

　しかしマリアは自国と属国への支援を同時に行わなければならなかった。

　数日後、マリアは内政官のトップであるルミエールを呼び出して言った。

「まずはフラクト連邦とメルトニア王国への支援を厚くしましょう」

　マリアの言葉にルミエールは眉根を寄せた。

「……我が国の地震による被害も大きいのですが？」

「私たちにはしばらく持ちこたえるだけの体力があります。しかし二国にはそのような体力がなく、事態はより深刻でしょう」

「ですが、我々の備えにも限界があります。二国を支援しすぎれば、北東部の復興が遅れることになり不満も溜たまりましょう。国内が荒れることになるかもしれません」

「わかっているわ、ルミエール」

　ルミエールの指摘にマリアはコクリと頷うなずいた。

「ですから、私はフリードニア王国に復興の支援をお願いしようと思います」

「なっ!?　海洋同盟の盟主にですか!?」

　ルミエールは大きく目を瞠った。

　多くの帝国臣民はマリアとソーマに強い繫つながりがあることを知らない。

　むしろいまの大陸の三大勢力の一つを担っており、フウガと同じようにマリアの立場を脅かす存在として見ている者も多かった。

　ルミエールもまたそんな者たちのうちの一人だった。

「フリードニア王国が、我が国に支援など……」

「フリードニア王のソーマ殿は話のわかる御お方かたです。天災による被害なのですから、国家の枠組みを超えて支援してくれることでしょう。もちろん、今後フリードニア王国で同じような天災が起これば、今度は私たちが支援すると約束します」

「しかし、ただでさえ魔王領の解放でフウガ・ハーンに人心が集まっているこの時期に、海洋同盟の盟主にまで支援をお願いするとなれば、マリア陛下の面目が立ちません！　お考え直しいただけませんか!?」

「ルミエール……」

　マリアは悲しげな瞳でルミエールを見つめた。

「私の面目などどうでもいいのです。まず考えるべきは、いかに多くの被災した民に安寧を与えるかでしょう。違いますか？」

「それは……そうですが……でもっ、私たちは、マリア陛下のもとで働くことに誇りを持っています！　クレーエ将軍ほどではありませんが、帝国の聖女と謳うたわれる陛下の臣であることに！　それなのに、最近の陛下はそれを捨てても惜しくない物であるかのように扱われる。私たちの……誇りを……」

　嗚お咽えつの交じった声で言うルミエール。マリアは瞳を伏せた。

「……ごめんなさい。ルミエール」

「マリア陛下！」

「これは勅命です。いいですね？」

「っ……承知いたしました」

　去りゆくルミエールの背中をマリアは溜ため息いきと共に見送った。

　こうしてマリアは属国二国へと支援しつつ、ソーマに自国への支援を要請した。

　ソーマはこの要請を快諾し、即座に支援物資を積んだ輸送艦『キング・ソーマ』を帝国の港へと派遣した。

　このことは大きく喧けん伝でんされて帝国民のフリードニア王国への親近感は増大した。

　その一方で、マリアがソーマの風下に立つことをよしとできない家臣たちには不和を生むこととなった。




　◇　◇　◇




　一方で、この報しらせを聞き、冷たい笑みを浮かべる者もいた。

「……なるほど。マリアはそう動いたか」

　フウガ・ハーンの参謀であるハシム・チマだった。

　報告を聞き終えたハシムは即座に、チマ家子飼いの密偵たちに命じた。

「すぐにフラクト連邦とメルトニア王国に噂うわさを流せ。『女皇マリアはフリードニア王国から復興のための支援物資を受け取っておきながら、それを属国二国には分配せずに、帝国の独り占めにした』とな」

　それはある意味事実であったが、実状とは異なっていた。

　帝国はフリードニア王国からの支援が必要なほどに、属国二国に対して手厚い支援を行っていたのだから。属国二国は感謝こそすれ恨みに思うのは筋違いなのだが、事実が含まれたこの流言は二国の中で燃え上がることになる。

　大虎王国との狭はざ間まで揺れ動いていた時期ということもあっただろう。

　そのため『薄情な帝国より、大虎王国の庇護下に入るべし』という声は日増しに強くなっていった。もちろん二国の上層部は帝国からの支援を知っていた。

　しかしフラクト連邦の議員たちは国民から弱腰と見られないため、むしろ国民たちのそんな声に同調してみせた。

　メルトニアの王家はなんとか国民たちを宥なだめようとしたが、ハシムの密偵たちに煽あおられた国民たちを抑えきれず、王家の者たちは帝国へと亡命することになる。

　一つの国が終しゆう焉えんを迎えるとき、神の啓示として天災が起こるという。

　しかし、これはむしろ天災のせいで国が滅ぶというよりは、その天災をうまく乗り越えることができないほど、末期の国家は内部がガタガタだったということだ。

　グラン・ケイオス帝国の斜陽……それが明らかとなりつつあった。
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　帝国の属国であったフラクト連邦とメルトニア王国が帝国から独立し、大虎王国の勢力へと鞍くら替がえしたと黒猫部隊から報告がもたらされたのは、つい数日前のことだ。

　王家を追放したメルトニア王国は解体されて大虎王国に併合され、フラクト連邦は名目上は独立を保っているが、事実上大虎王国の支配下に置かれている。

　人類宣言では武力による国境線の変更は認めていないが、その国のことはその国の民が決めるという『民族自決権』を尊重しており、その国の人々がフウガの支配を望んだのだとすれば、それを認めないわけにはいかなかった。

　俺たちがアミドニア戦で突いた人類宣言の穴を今回もまた突かれた形だ。

　あるいはこれらを主導したであろうハシムは、俺たちのやり方を研究していたのかもしれない。属国が離れたことにより、帝国はいまだ強大な国力は有しているものの一国となり、人類宣言は終了となった。

　一方でフウガは同盟国も含めれば国力・人口ともに帝国を圧倒できるまでに勢力を拡大させていた。その勢力圏は平仮名の『つ』の字のような歪いびつな形状をしているのだが、人々はまるで帝国を飲み込まんとする狼おおかみの顔のようだと噂した。

　世界の人々の目にも、大虎王国と帝国は雌雄を決するだろうと見られていたのだ。

「予想以上に動きが速いな」

　政務室にリーシア、ハクヤ、ユリウスを集めた俺は額を押さえながら言った。

　顎に手を当てたリーシアも「そうね……」と頷いた。

「大虎王国の勢いもそうだけど、マリア殿がこうも簡単に追い詰められるなんて」

「……時期が悪かったというのもあるだろう。奴隷制度の急な廃止による混乱や、天災などもあったしな。そういった要素が積み重なった結果なのだろうさ」

「この国は大丈夫なのか？　奴隷制度などで同じ手を使われるのでは？」

　ユリウスがそう尋ねたが、ハクヤが「大丈夫でしょう」と答えた。

「我が国の奴隷制度はすでに有名無実化させています。奴隷の権利もしっかりと保障されていますし、不満に思っている奴隷がいなければ、煽られて燃え上がるような火種もありません。大虎王国の解放奴隷よりは生活は楽でしょうし、そのことは放送番組を通じて国民たちに広報しています。あとは共和国と諸島王国と歩調を合わせて、『奴隷』という名称を変えてしまえば制度は廃止となります」

「そうだな。クーやシャボンとも連携して進めていこう」

　俺がそう言うと、ユリウスは腕組みをしながら唸うなった。

「放送番組による情報発信能力か。……アミドニアに居たときにも感じたが、強力だな。敵として相対したときは嫌らしく感じたが、いまは頼もしい」

「アハハ……褒め言葉として受け取っておくよ」

　渋い顔をするユリウスに、俺は苦笑しながら言った。

「まあうちで煽られるとしたら奴隷よりもアミドニア地方の人々だと思うけどな。ただロロアは相変わらず民からの人気が絶大だし、ロロアが取りこぼすガイウスの威風を偲しのぶ者たちはユリウスが繫ぎ止めることができる。二人が居てくれるかぎり、アミドニア地方が荒れることはないだろう」

　俺がそう言うとユリウスは表情を緩めた。

「フッ、そう言われると悪い気はしないな」

「なんだかんだで息が合ってるわよね、アナタたちって」

　リーシアが呆あきれたように言ったので、俺とユリウスは揃そろって苦笑した。

「でも、ソーマ？　フウガ・ハーンは帝国に狙いを定めたようだけど、もしうちの国を狙ってきたとしたらどうなっていたのかしらね……」

「……そうなったときの対策も練っていた。ただハクヤの見立てだと……な？」

　ハクヤのほうを見て話を振ると、ハクヤはコクリと頷いた。

「『負けはしないでしょうが泥沼になる』というのが見立てです」

「あっ、負けはしないんだ」

「防衛戦になれば地の利は我々にあります。フウガ軍の戦闘力は脅威ですが、技術力では我々が大きく上回っております。ワイバーン騎兵に積んだ推進機の簡易版など彼かの国の知らない兵器をいくつか用意してありますので、一朝一夕で対応できるようなものではありません。これまでのような電光石火の快進撃というわけにはいかないでしょう」

　そう言うとハクヤは政務机の上に置かれた世界地図を指差した。

「そして時を掛ければ海洋同盟を結んでいる共和国や諸島王国も、大虎王国やその同盟国に攻めかかります。我が国の海軍が諸島王国の海軍と共に行動すれば、陸で防衛戦を行いながら、東のマルムキタン誕生の地や大虎王国の西の端にも攻め込むことができます。フウガ軍はこれらの対処を迫られ、侵攻はさらに停滞することでしょう。そして数年も経たてば……決定的なことが起こります」

「決定的なこと？」

　リーシアの問いかけに、ハクヤは魔王領を指差した。

「魔王領から大量発生した魔物が押し寄せる魔ま浪なみという現象は周期的に起きています。いまの大虎王国は一国だけで魔王領に蓋をしています。まだしばらくは時間があるでしょうが、時をかけすぎて魔ま浪なみが発生してしまった場合、大虎王国は一国のみで魔ま浪なみへの対処を迫られることになります。人類宣言は機能を停止させられましたし、我々としても攻め込んできた相手を助ける義理などありませんので」

「なるほど。うちの国を攻めてる時間的余裕がないってことなのね」

「はい。ただこちらから攻め込むということは難しいので、こちらとしても決定的な勝利を得ることはできず、戦いの長期化は避けられないでしょう。泥沼です」

「まあ、それはフウガやハシムもわかっているだろう。だからこそ帝国を狙った」

　ハクヤの言葉にユリウスが補足した。

「フウガがこちらと事を構えるとすれば、自勢力が海洋同盟を遥はるかに上回る戦力を用意できるようになってからだろう。各地に対応できる軍を残した上で、この国と直接雌雄を決することができるようになってからだ」

「逆に言えば、それまでこの国には動いてほしくないはず」

　ハクヤは顎に手をやりながら「ふむ」と唸った。

「なにかしらの牽けん制せいをしてくるでしょうね。大虎王国が帝国に攻め込んだとき、我が国に動かれないように」

「宰相殿に同意だ。私でもそうする」

「……そうか」

　ハクヤとユリウスという二大参謀にそう断言されたら信じざるを得なかった。







　数日後。ユリガを通して、フウガから放送会談を行いたいという連絡が来た。

　フウガは版図を拡大する上でいくらかのダンジョンコアを手に入れていたようで、王国の放送に触れていたユリガから通信用と放送用の運用の仕方を学んでいたそうだ。そして帝国などと同じように放送を通しての会談が行えるような体制を整えたようだ。

　放送のための準備が進む部屋の中で、トモエとユリガは作業の様子を眺めていた。

「これからは手紙じゃなくて放送でお兄様に報告できるかしら？　面倒なのよね」

　軽い調子で言うユリガに、トモエは苦笑した。

「ダメなんじゃない？　この国と大虎王国って同盟結んでないわけだし、なに言われるかわからないもん」

「でも、もともと手紙も検閲とかされてないわよ？」

「あー、それなら大丈夫……かな？」

　トモエが小首を傾かしげると、ユリガはふうと小さく溜息を吐ついた。

　トモエは目をパチクリとさせた。

「……なんだか緊張してる？」

「そりゃあ……ね。お兄様がなにを言う気なのかわからないし」

　ユリガも今回の会談の内容については教えられていなかった。

　ただソーマとの会談の場を用意しろと言われただけだったからだ。なにも教えられていないからこそ、あれこれ考えてしまい、不安になっているのだろう。

　トモエも神妙な面持ちだった。

「帝国と戦争するって話だもんね……」

「うん……あーもう、この国に居づらくなるのは嫌だなぁ……」

「ふふ、この国に居たいと思ってくれてるんだ」

　トモエがそう言うと、ユリガはプイッとそっぽを向いた。

「そりゃあ、ね。絶対に優勝しようってチームメイトと話してるとこだし」

「フフフ、魔導サッカーの話かぁ。大活躍してるんだよね」

「チームでは半竜人ドラゴニユートの先輩との二枚看板よ。……だから急に戻ってこいって言われると辛つらいわ。折角いまチームはノリにノっているところなのに」

　そう言ってユリガが表情を曇らせると、トモエはそっとユリガの横に寄り添った。

「……なによ？」

「ん？　そうなったら私も淋さびしいなぁって」

「ぬが！　生意気なのよチミッ子のくせに！」

「いまじゃ背丈もそんなに変わらないって」

　ツンとそっぽを向くユリガ。

　トモエはニコニコしながら尻尾をパタパタと振っていた。

　二人がそうしている間にも会談の準備は進められていき、そしてついにソーマとフウガが放送越しに直接会談することとなった。

「こうして顔を見るのもひさしぶりだな、フウガ」

『ああ。ひさしぶりだ、ソーマ』

　放送越しに顔を合わせるソーマとフウガ。

　そしていくらかのとりとめもない話をはさんだあとで……。

『……ユリガ。近くに居るか？』

　不意に視線を動かし、そう呼び掛けた。

「っ！　はい、お兄様」

　ユリガは驚きながら前に出てきた。

　ユリガがソーマの横に立ったとき、フウガはユリガに向かって言った。

『ユリガ。これは大虎王国の国王としての言葉だ』

「は、はい！」

　ユリガが背筋を伸ばすと、フウガはゆっくりと口を開いた。

『我が妹ユリガ・ハーンをソーマ・Ａアミドニア・エルフリーデンに輿こし入いれさせる』

「フウガ！」

　語られた言葉に、俺は思わず声を荒らげた。

　ユリガを俺に嫁がせる。明らかな政略結婚の要請だった。

　実の妹を政治の道具として使う……この世界の、この時代の王族として見れば常識ではある。リーシアとだって最初は政治的な婚約関係だった。

　それはわかっているけど、こうも当然のように行われるのは不快だった。

　ユリガもこの城に住んで長いから情だってある。

　俺が睨にらむと、フウガはその視線を真まっ直すぐに見返してきた。

『ソーマ。大虎王国はグラン・ケイオス帝国への侵攻を考えている』

「っ！」

『斜陽の帝国を倒し、人類国家を主導するのは大虎王国だと示す。そしてユリガを妻に迎えたお前は言わば身内だ。海洋同盟の盟主が俺に同心すれば、人類は一つとなる。ノートゥン竜騎士王国やガーラン精霊王国の残り半分も従わざるを得ないだろう。星竜連峰は放っておけばいい。そうやって人類が一丸となったところで魔王領を解放する。いまだ誰も為なし得ていない世界の統一が実現するわけだ』

　絵空事を……と思ったけど、一定の理はあるか。

　もし大虎王国が帝国全土を掌握すれば、さすがの海洋同盟でも対抗はできない。

　帝国側から共和国を抑える兵を出されればクーは動けず、うちは北から大虎王国本隊、西からはゼムとルナリア正教皇国の軍に攻め込まれる。

　制海権を持っていたとしても内陸でジリ貧になるだろう。

　せいぜい諸島王国に亡命するのがやっとといったところか。

　こちらも、そうなるくらいなら……と早い段階で降伏することになるだろう。

　だからフウガの見立てもあながち間違っているとは言えない。

「……それがお前の計画か。フウガ」

『ああ。だから、俺たちが帝国と決着を付けるまでの間、お前には動かないでいてもらいたい。そのためにならユリガをお前にやろう』

「やろうって……家族を、そんなに容た易やすく……」

　俺はチラリとユリガを見た。

　ユリガは背筋を伸ばしながら真っ直ぐにフウガを見ていた。

　その目から感情の起伏は読み取れなかった。

　目から光が失われているわけではない。

　喜怒哀楽のどれでもなく、ただ平静に、意思を持ってフウガを見つめている。

　いま彼女はどういう心境でいるのだろうか。するとフウガは言った。

『容易く考えているつもりはない。生意気なところはあるが大事な妹だしな』

　フウガは一切後ろめたい様子もなく言い切った。

『俺は仲間たちと共に大陸統一という大望を掲げて駆け回り、ここまで国を大きくした。将兵や民たちも、俺と共にその夢を追いかけたいと力を貸してくれている。だが……その夢が叶かなったとき、俺は多分満足してしまうだろう。俺には世界を平らげる力があると思っている。だが、平らげた後の世界を維持する才はないと自覚している』

「……なにが言いたい？」

『俺はな、統一後の世界を統べるのは、お前のほうがふさわしいと思っている。俺が世界を統一した暁には、お前に世界を譲ってもいいと思っているんだ』

「「「　っ!?　」」」

　その場で聞いていた者たち全員が息を吞のんだ。

　世界を譲るって……本気かよ。昔のゲームに『世界の半分をお前にやろう』とか言う竜王がいたけど、フウガは統一後の世界をそっくりそのまま譲ると言う。

「簡単に言うな。お前の配下や民も納得しないだろう」

『そのためのユリガとの婚姻だ。大虎王国の王位はお前とユリガの子に継がせれば良い。あとは親族や配下を好きに配置しろ。そういうの得意だろう？』

「言いたいことは山ほどあるが……お前とムツミ殿に子供が生まれたら？」

『そうだな……草原に帰るか、いっそ冒険者にでもなるかだな。俺もムツミも大国を経営したいと思わんし、子供が生まれたとして継がせたいとは思わんだろうさ』

「………」

　……語った言葉に噓うそはないだろう。

　この男は本当に世界を平らげるところまでしか興味がないのだ。……くそっ。

「ユリガを国に戻す気配がなかったのはこのためか……」

『成人するまで預けたんだ。配下の者たちも縁組みのためだろうと認識している』

「だが、ユリガはお前の役に立ちたいとこの国で勉強していたんだぞ」

『そのユリガからの手紙を見て、俺はお前とは争わないほうが良いと判断したんだ。両国の友好のため、泥沼になりそうな争いを避けるためというなら、ユリガはすでに十二分に俺の役に立ってくれている』

　フウガがそう言ったとき、ユリガはすっと前に進み出た。

「お兄様。『フリードニア王国とは争わないほうがいい』という私の手紙を、重く受け止めてくれたってこと？」

『ああ。だから王国とは結び、帝国を降くだすべきと判断した』

「そう……」

　ユリガはクルリとこっちを向いた。

「国王同士の会談に割り込むようですが、お兄様と話してもいいでしょうか？」

「あ、ああ……」

「ありがとうございます。……さて、お兄様」

　ユリガはフウガの目を真っ直ぐに見つめ返して言った。

「私は、この国で過ごしながらずっと考えていました。お兄様がこの国と戦ったらどうなるだろうって。お兄様はソーマ殿に勝てるのか。ソーマ殿はお兄様に勝てるのか」

『ほう……それでどう見た？』

　フウガは興味深そうに先を促した。ユリガは静かに首を横に振った。

「ソーマ殿がお兄様に勝利する姿は想像できませんでした」

『ふむ』

「同時に、お兄様ならばこの国を征服できるという確信も得られませんでした」

　目を丸くするフウガに、ユリガは言葉を選びながら言った。

「手紙にも書きましたが、この国の価値観は多様すぎます。お兄様に比類なき武勇があったとしても、それだけではこの国は治められないでしょう。

　お兄様は自国の民の尊敬を一身に集めて力としますが、価値観の多様なこの国では、一人の人物が全国民の尊敬を集めるなど不可能なのです。

　政策によってこの国を立て直したソーマ殿に感謝する民が居ます。

　王家であるリーシア妃様を敬愛する民が居ます。

　人々に【第一の歌姫プリマ・ローレライ】と謳うたわれるジュナ妃様に魅了された民が居ます。

　アイーシャ妃様の武勇に憧れる武人が居ます。

　ロロア妃様を慕うアミドニアの人々が居ます。

　ナデン妃様と親しく付き合うパルナムの市民たちが居ます。

　現国王、現王妃六名だけでもこれなのです」

　ユリガはそこで一息吐くと、もう一度話しだした。

「そうしてそれぞれに一番に思う人がいながら、派閥争いもありません。

　この家を、この国を維持したいという思いは同じですから。

　だからこそお兄様や女皇マリア殿のように、人々の尊敬を一身に集めるような統治は、この国には向かないのです。お兄様の威風をもってしても、この国の人々の心を摑つかむのは一筋縄ではいかないでしょう。だからこそ」

　そしてユリガはキッパリと言い切った。

「ソーマ殿に嫁げというその命令を、お受けします」

「……はい？」

　思わず気の抜けた声が出ていた。えっ、そんなにあっさり了承するのか？

　これにはさすがのフウガも面食らったような顔をしていた。

『泣き言や恨み言は覚悟していたんだが……』

「言いませんよ。なんとなくこうなることは予感していましたし。まあタイミングが急すぎることには文句も言いたくなりますが」

『それは……すまん』

「まったくです。ただソーマ殿に嫁ぐとなったら、私はこれからはこのフリードニア王国のために行動させてもらいますからね。それがお兄様のためにもなりますし」

『ん……どういうことだ？』

　フウガが訝いぶかしげに尋ねると、ユリガは腰に手をあてながら胸を張った。

「お兄様が勝つ確信を得られないのです。いつかお兄様が縄を打たれて、ソーマ殿の前に引き倒されて転がされることがないとは言えないじゃないですか。そのときには私が、お兄様のために助命を乞わなければいけませんから」

『………』（言葉も出ないといった顔をしている）

「その助命嘆願が聞き届けられるかどうかは、私がソーマ殿やこの国の人々に愛されているかどうかにかかります。ソーマ殿から寵ちよう愛あいを受け、この国の人々からも不ふ憫びんに思ってもらえるような妃きさきにならなければなりません。そのために、私は誠心誠意、この国に尽くしたいと思います」

『……くくっ、ハッハッハッハ！』

　フウガは急に大声で笑い出した。

『俺に言われるからではなく、自分の判断でソーマに嫁ぐと決めたわけだ！』

「はい、お兄様」

『いいねぇ！　しばらく見ない間に、立派な大人になったようだ！　情勢に流されるだけでなく、自分で道を切り開こうとする！　ソーマにくれてやるのが惜しくなった！』

　あー……俺にはもうなにがなんだか。

　すると一ひと頻しきり笑ったフウガは俺のほうを見た。

『とまあ、そんなわけだ。ユリガのこと、よろしく頼む』

「そんなわけって言われても……」

『俺の語った言葉に一切の噓はない。お前たちにとっても悪い話ではないはずだ。そこにいる黒衣の宰相や、ユリウス・ラスタニアと話し合うといい。だから……今回は動かないでもらいたい』

　帝国と大虎王国との戦争は避けられないか。俺は一言だけ告げた。

「お前は甘く見すぎじゃないか？　マリア・ユーフォリアを」

『甘く見ている気はない。万全を期して挑むつもりだ』

　そしてフウガの映像が搔かき消えた。

　ユリガとの縁談はまだこちらが正式に受け入れたわけではないが、向こうは確定事項として発表することだろう。それを無理矢理破棄してユリガを追い返そうものなら、大虎王国に対して要らぬ口実を与えてしまう。

　どうしたものかと考えていると、隣で肩を震わせているユリガに気付いた。

「その……大丈夫か？　ユリガ」

「……った」

「ん？」

　ユリガがなにかを呟つぶやいたので、俺は耳をそばだてた。すると、

「勝ったあああああ!!」

　至近距離でいきなり上がった大声に俺は「うおっ!?」と大きく仰のけ反ぞった。

　周りに居た者たちもなんだなんだとこっちを見ている。

　しかしユリガは構わずに、右の拳を天高く突き挙げていた。

　まさに王座を獲得した新チャンピオンのようだ。しかもそれでは足りず、左手の拳も上げ、諸もろ手てを挙げて喜びを露あらわにしていた。

「私は、賭けに勝ったんだああああ!!」

　えっ、賭け？　気でも触れたのか？

　そう思っていると、トモエちゃんが走ってきてユリガに飛びついた。

「おめでとう、ユリガちゃん！」

「トモエっ……ありがとう！」

　抱き合いながらピョンピョンと跳びはねるユリガとトモエちゃん。
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　本当になんなんだろう……。

「あの子、本当にやってのけたのね」

　すると離れたところで見ていたリーシアがやって来て、そんなことを言った。

「リーシアはなにか知ってるの？」

「以前から相談されてたからね。ほらユリガ、ソーマに説明しないと」

「あっ、はい。リーシア様」

　リーシアに呼び掛けられてユリガは我に返ったのか、抱き合っていたトモエちゃんを離すと咳せき払ばらいをし、ゆっくりこちらへ歩いてきた。

「えっと……その……どこから話したものか……」

「じゃあまず、賭けに勝ったっていうのは？」

「……私に用意される未来の中で、最良に近い未来を引き当てられたからです」

「最良に近い？　俺に嫁がされるのが？」

「だって私は立場上、政略結婚させられるっていうのはわかりきってたもの」

　ユリガは肩をすくめながら溜ため息いきを吐ついた。

「飛ぶ鳥を落とす勢いの大虎王国、その国王であるフウガ・ハーンの妹ですよ？　野心ある人たちはお兄様に取り入るためにも妻にと求めるでしょうし、お兄様にしても自分の覇道に役立つような有力者に嫁がせたいと思うはずです」

「それは……わかるけど」

「となると、あとはどこに嫁がされるかの違いしかありません。この国で数年暮らしてきて、すっかりここの生活に慣れちゃったいまとなっては、余よ所その国に行くなんて考えたくないわ。魔導サッカーのチームでもっと戦いたいし、トモエやイチハやルーシーやヴェルザみたいな友達と離れるのも……その……嫌だし」

「ユリガちゃん」

　トモエちゃんが嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。ユリガはプイッとそっぽを向いた。

「だからこの国に留とどまれて、できるなら魔導サッカーの選手をしばらくは続けさせてくれそうな人に嫁ぎたいなって。その上、お兄様が認めてくれそうな人となると、ソーマ殿くらいしか思いつきませんでした。イチハも二つ目までの条件は満たしてるけど、ソーマ殿の家臣との結婚じゃあお兄様は納得しないでしょうし。それに……」

「ユリガちゃん？」（ニッコリ）

「……貴方あなたの義妹いもうとがなんか怖いし」

「あはは……」

　そろそろトモエちゃんとイチハも正式に婚約してもらわないとな。

　二人とも意識し合っているようだし、それぞれとの縁談を狙っている者たちも多いのだから、そろそろ公にして牽けん制せいしたいところだ。

　するとユリガはリーシアのほうを見た。

「そのために、リーシア様たちに相談していたんです。ソーマ殿のもとに嫁いで受け入れてもらえるか、どうすればお兄様にソーマ殿との婚姻の命を出させられるかって」

「リーシアだけじゃなく他の妃たちも協力していたのか……」

「まあ、利害の一致ってヤツだわ。ね？　ユリガ」

「はい！」

　リーシアはしてやったり顔でユリガとハイタッチをしていた。

「ソーマはいまのこのタイミングで大虎王国との戦争は避けたいって言ってたでしょ？　それにはフウガ殿に、この国とは争わないほうが良いと思わせなきゃいけないって。だからユリガから相談を受けたとき、彼女をソーマの妃として受け入れる代わりに、手紙で少しでもこの国とは争わないほうが良いと危機感を煽あおってもらったのよ。敵対ではなく懐柔を選んでもらえるようにね。ちなみに手紙の監修はジュナさん」

「……なんてこったい」

　海千山千のエクセルから薫陶を受けているジュナさん監修ならば、ごく自然にこの国への警戒感を煽ることができただろう。ちゃんとユリガが自分で、意思を持って書いてる手紙だから気付かないだろうし。まあ、それでもフウガが期待どおりの判断を下すかはわからないけど……あっ、だから賭けに勝ったなのか。

　俺はユリガのことをマジマジと見つめた。

「フウガはユリガの手のひらの上で踊らされていたってことか」

「あー……手紙の内容にも、さっきお兄様に語った言葉にも一切の噓うそはないですよ？　武勇最強のお兄様が敗れるとしたらきっとこの国だと思いますし、そのときはお兄様のために命乞いをしなきゃと考えているのは本当です」

「大した覚悟だけど……でも、本当に納得してるのか？　俺に嫁ぐってこと」

「まあ好意は持ってますし。これまではどちらかというとシュウキン殿のようなもう一人のお兄様って感じだったけど、尊敬はしてるし、好きになれそうかなって」

「そ、そうなのか？……随分と割り切った考え方だな」

「なんか昔の私を見てるみたいでほっとけないのよね」

　俺が呆あつ気けにとられていると、リーシアが苦笑して言った。

　するとユリガは「あ、でも」とトモエちゃんを見た。

「ソーマ殿と結婚すれば、トモエは私の義妹いもうとになるのよね？　それは気分良いかも」

「あっ、私は先代国王夫妻の養子だから、ユリガちゃんの義妹にはならないよ？」

「えっ、そうなの？」

「義あ姉ね様さまと呼ぶのはリーシア義あ姉ね様さまだけで、義あ姉ね様さまの婚約者だったからソーマ義あ兄に様さまを義あ兄に様さまと呼んでたんだもん。アイーシャさん、ジュナさん、ロロアさん、ナデンさんは義あ姉ね様さまとは呼んでないし」

「で、でも妃になったら敬いなさいよね！　貴方は姫なんだし！」

　ユリガが強がるようにそう言うと、トモエちゃんは「いいよ～」とクスクス笑った。

「私は侍中志望だからね。義あ兄に様さまとの夜の営みをキッチリ管理してあげる」

「ぬなっ!?　アンタって子はぁ！」

「アハハハハハ」

　じゃれ合うようなやり取りを見せるユリガとトモエちゃん。

　きっとユリガはこういうやり取りができなくなるのが嫌だったから、策を巡らし、覚悟を持って俺とこの国へ嫁いでくるという選択をしたのだろう。

　俺は近くで話を聞いていたであろうハクヤとユリウスに言った。

「我が国が誇る頭脳に尋ねたいんだけど……」

「なんでしょうか？」「なんだ？」

「二人は、この展開は予想していたか？」

　そう尋ねると、二人は顔を見合わせた後で肩をすくめた。

「いいえ。まさか知らぬところでお妃様方の後押しがあったとは……」

「フウガやハシムもこのようなことは想像できないだろう。ソーマや宰相、もしくは私がなにを企たくらむかは警戒しているだろうが……この国のすべてを理解するにはお妃グループの思惑まで考えなければならないとはな。本当に恐ろしい国だ」

　二人の答えに俺も「だよなー」と頷うなずいた。

　頼もしくもおそるべき女性陣のチームワーク。勝てる気がしない。

　結果だけを見れば、俺もフウガも彼女たちにしてやられたのだった。







[image: ]




　フウガが狙いを帝国に定め、将来的にユリガが俺のところに嫁いでくることが決定したことで、我が国は当面の間、大虎王国と戦争状態になることは回避された。

　我が国としては大きな時間的猶予をもらえた形になる。これも自分自身の望む未来を摑つかむべく行動したユリガの意思と、そんなユリガと利害が一致していると判断し協力したリーシアをはじめとした嫁さんたちのおかげだった。

　そんな予想外の援護を受けてフウガとの会談を終えた次の日。

　俺はリーシア、ユリガと共に、会談を観みていなかったアイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンを集めて会談内でのことを説明した。

　とはいえ、ユリガは最初から嫁さんたちには相談していたわけで、ユリガの心情などに関しては俺が説明するまでもなく、嫁さんたちのほうが詳しかった。

　だからユリガが嫁いでくることになると伝えると、なぜか「おー」と感嘆の声が聞かれ、ロロアとアイーシャはパチパチと拍手すらしていた。

「ホントにやってのけるとはなぁ。大したもんやわ」

「あのフウガ殿相手に我を通すとは、武人でもなかなかできないことです」

　一方でナデンはユリガの前に立つと腰に手を当てて胸を張った。

「これで私より後輩の妃きさきができるのね。いままで年下に見られがちだったけど、これでパルナムの人たちからも、お子様王妃扱いされなくなるかな」

「う～ん……でも、もうユリガさんのほうがナデンさんより背も高いですよね？」

　ジュナさんにそう指摘されて、ナデンは「えっ？」と目を見開いた。

　出会ってからこの方、体形に変化がほとんど見られないナデンと、背が伸び多少は女性らしい体形になってきたユリガ。

　どちらが年下に見られるかと言えば……間違いなくナデンだった。

「だ、大丈夫です、ナデン様！　私、ちゃんと先輩を敬いますし！」

　ズーンと重苦しい空気になったナデンを、ユリガが慌ててフォローした。

　ナデンが「……本当？」と上目遣いに尋ねると、ユリガはコクコクと頷いた。

「あら。でも、ユリガさんが嫁いでくるとしたら正妃待遇ですよね？　私やナデンさんは側妃ですし、敬わなければならないのは私たちなのでは？」

　ジュナさんに再度指摘され、ナデンは再びガクッと肩を落とした。

「ジュナさん……」

「ウフフッ」

　俺が窘たしなめるように視線を送ると、ジュナさんはペロッと舌を出した。

　俺はナデンの機嫌を直すため、抱きしめて頭を撫なでながらみんなに言った。

「ユリガはまだ魔導サッカーの選手を続けたいそうだし、嫁いでくるのももう少し先だろう。もしフウガが俺とユリガの婚約を発表したら、肯定するだけに留めるつもりだ。だから当面の扱いは婚約者ということになるだろう」

　そういう緩い繫つながりにしておけば状況次第では婚約破棄も可能だろう。

　後々ユリガが俺に嫁ぐのを嫌がるようになったら無理強いするつもりはない。

　ただ、ここでそれを言うのはユリガの覚悟を踏みにじることになりそうなので、胸の内に留めておいた。俺は嫁さんたちに向かって頭を下げた。

「みんな。もしユリガが家族に加わったら、仲良くしてあげてほしい」

「もちろんよ」

　リーシアはそう言ってユリガのことを抱き寄せた。

「この子になにかあったらトモエが泣くもの。……ううん、違うわね。妹分なのはユリガも一緒だし、妹たちを泣かせたりしないわ」

「り、リーシア様……」

　ユリガは照れたように頰を染めていた。これなら大丈夫だろう。

　そう思っていると、急にロロアが腕組みをしながら「う～ん」と唸うなった。

　なんだろうと思って見ていると、ロロアはチラッとユリガを見た。

「ユリガは味方ってことでええの？　まだ大虎王国に報告とかする？」

「っ！　いいえ！」

　ユリガはリーシアの腕の中から抜け出すと、右手を自分の胸に当てて言った。

「ソーマ殿に嫁ぐからには、私が優先すべきはこの国の利益です。お兄様への報告義務は昨日の会談をもって終了となりました。……さすがに、お兄様に偽の情報を流せと言われれば躊躇ためらいますが、もしこの国の機密を手に入れたとしても漏らしたりしません！　この国の方々の不興を買うようなマネをすれば、お兄様の命乞いもできませんから！」

　ユリガの言葉を聞き、ロロアはチラリと俺を見た。

　信頼しても大丈夫なのかと確認をとっているのだろう。

　俺がコクリと頷くと、ロロアも納得したようだ。

「うん、そんなら構わず話させてもらうわ。うちらのほうはまあこれで良いとして、これから大変なのは帝国やろ？　フウガ・ハーンの狙いは帝国っちゅう話やし、ダーリンとユリガの婚約はショックなんちゃう？」

「……ああ、そうだな」

　ユリガのおかげで若干の猶予期間をもらえたうちとは違い、マリアやジャンヌの帝国は近いうちに正念場を迎えることだろう。

「そのことについて、いまハクヤにジャンヌ殿と連絡をとってもらっている。ユリガの件も含めて報告してもらっているところだ」

「ジャンヌ殿は……たしかハクヤと気が合っていたわよね」

　リーシアがポツリと呟つぶやいた。

「ハクヤも、もどかしいんじゃないかしら」

　ああ……職務とはいえ、辛つらい役目を押し付けてしまったかもな。




　◇　◇　◇




　―――同時刻。放送用の宝珠がある部屋。




『そうですか……ソーマ殿と、フウガ殿の妹君が……』

「……はい」

　黒衣の宰相ハクヤは帝国の妹将軍ジャンヌと放送越しに向かい合っていた。

　昨日行われたソーマとフウガの会談の様子を帝国側にも伝えたところだ。

『そのユリガという少女、なかなかやりますね。兄フウガに啖たん呵かを切ってまで、自分の望みを押し通すなんて。……最近はフウガ殿相手に後手に回っている我らにとっても、そのやりとりは痛快です』

　ジャンヌは自嘲気味に笑った。ハクヤは表情を険しくした。

「後手に回っているのですか？」

『ええ。大虎王国の台頭、我が国と属国で同時に起こった天災への支援、急な奴隷制の廃止……どれもが我が国に混乱をもたらしています。加えて、ソーマ殿とユリガ殿の婚約、フリードニア王国と大虎王国が縁戚関係となるとなれば、また混乱を呼ぶでしょうね。あの男……ハシム殿でしたか。フウガ殿の参謀ならば必ず大きく喧けん伝でんするはず』

「……ご苦労を増やして申し訳ない」

　ハクヤが謝罪すると、ジャンヌは『いいえ』と首を横に振った。

『仕方のないことです。自国を優先に考えるのは当然のことですから』

「………」

『後手に回ったとしても、以前の姉上ならばなんらかの手を打てたはずです。それができていないのは我が国の落ち度でしょう』

「マリア殿は……相変わらずなのですか？」

　ハクヤが躊躇いがちに尋ねると、ジャンヌは頷いた。

『相変わらず動きは鈍いです。場当たり的な対処をするのみに留とどまっています……』

「そうですか……」

『本当に……なにを考えておられるのか……』

　ジャンヌは沈痛そうな顔で呟いた。そして頭を横に振る。

『……ここからは個人的な言葉なので聞き流してください。私には……姉上は、まるで女皇としての意欲を失ってしまったかのように感じます。姉上がその重責に堪え続けてきたということは知っています。ですが……だとしたら、この国は……』

「………」

　ハクヤが言葉を失っていると、ジャンヌは弱々しく笑った。

『……アハハ……ダメですね。帝国陸軍の長たるものがこんな弱気では。姉上がどういう決断をくだそうと、私は姉上を守るだけです』

「ジャンヌ殿っ……私は……」

『気にしないでください。ハクヤ殿はフリードニア王国の宰相なのです。貴方あなたは貴方の国のために行動するべきです。私たちのために、無理はしないでください』

　微笑ほほえみながらジャンヌが口にしたのは、そんな拒絶の言葉だった。

『もしものときは……ハクヤ殿。どうか、お健やかに』

「………」

　ハクヤはもうなにも言うことができなかった。







　スタスタスタスタ……

　パルナム城の廊下を黒衣の宰相ハクヤが思い詰めた表情で歩いていた。

　いつもと変わらず涼しげな真顔ではあるものの、思考は何度も何度も同じシミュレーションを繰り返していて、周囲が見えていなかった。官僚が挨拶をしても、衛え士じが敬礼しても、ハクヤは気付くことなくただゆっくりと歩き続けていた。

　ハクヤの頭を支配しているのはたった二つのこと。

　放送越しに助けを拒絶したジャンヌの沈痛な面持ちと、これからフリードニア王国がどのように動いていくのが最善手かというシミュレーションだった。

　なまじ頭脳明めい晰せきなだけにハクヤはわかってしまうのだ。

　フリードニア王国が大虎王国の伸長に対して備えるならば、

〝帝国にはむしろ滅びてもらったほうが都合が良い〟

　……ということを。

（大虎王国と帝国が全面戦争をすればまず間違いなく帝国が負けるでしょう。

　いま帝国の騎士・貴族階級はマリア殿を支持するかどうかで割れていますから。一枚岩になれない以上、いかに帝国といえども大虎王国の猛攻を防ぎきるのは難しい。

　しかしそれ以外の国民たちからの支持はいまだに絶大なものがあります。マリア殿を帝国の聖女と崇拝する国民たちは、彼女の信徒のようなものですから）

　スタスタスタスタ……

（もしフウガがマリア殿を殺しでもすれば、帝国全土の民が怒り狂うでしょう。

　あの広大な領地が反乱の頻発する不安定な土地となります。

　一つの反乱を鎮圧しても怨恨は続き、また新たな乱となって噴出します。とてもではありませんが「帝国の次はフリードニア王国だ」と攻め込むなど不可能です。

　帝国の足場を固めるためには多大な時間と労力が必要でしょう）

　スタスタスタスタ……

（それはフウガもハシムもわかっているでしょうから、勝敗を決定づけたところでマリア殿には降伏するよう勧告するはず。マリア殿を生かしたまま従わせることができれば、彼女の信徒たる国民を押さえ込むことができますから。

　しかしマリア殿はその勧告に従わないでしょう。彼女は国民たちを好戦的なフウガに従わせることを良しとはしないでしょうし、自身の命の続くかぎり守ろうとするはず）

　スタスタスタスタ……

（つまりフウガは帝国と戦争になれば、マリア殿を殺し、帝国全土を併へい吞どんする形でしか戦争を終えることができないということです。

　反乱が頻発する広大な土地を抱え込まなくてはいけないということ。

　先の会談で、フウガは大陸統一後はソーマ陛下に譲っても良いと言っていましたが……あれはある意味、真実でもあります。

　大陸を統一し、恨みを買いすぎたフウガでは統一国家を維持できないでしょう）

　スタスタスタスタ……

（だから……この国のことだけを考えれば……。

　大虎王国と帝国との争いには関わらないのが最善手。この国の民の血を一滴も流すことなく、陛下の天下に持っていくことも不可能ではないのですから。

　ですが……それはつまりマリア殿や、ジャンヌ殿を見捨てるということ……）

　スタスタスタスタ……

（それを私は、宰相として、陛下に進言しなくてはなりません。

　陛下は合理的な考え方をなさる人ですが、家族や近しい人物に対しての情は深い。きっと盟友であったマリア殿やジャンヌ殿を救いたいと思われるでしょう。

　私は……それを止めなくてはなりません。

　登用されたあの日、陛下を支えると心に決めたのですから）

　―――あ、おい……

（くっ……迷うな。私はこの国の宰相なのです。

　私心に囚とらわれず、国のために行動しなくてはなりません。

　ジャンヌ殿だってそれがわかっていたから拒絶の言葉を口にしたのでしょう。

　感情に突き動かされて責務を疎おろそかにしてはならないと。もし私が責務を放棄してジャンヌ殿のために動くなら、それこそ彼女を悲しませることに……）

　―――おーい、聞こえてるか？

（ですが……それでも！　それでも私は、私の心は、彼女を……）

「おい！　ハクヤ！」

　急に肩を摑つかまれ、ハクヤが驚いて振り返るとソーマが立っていた。

　後ろにはアイーシャも居る。

「陛下……？　アイーシャ様も」

「ったく、なにをそんな思い詰めた顔で歩いてんのさ。呼んでも返事しないし」

「っ！　申し訳ありません。考え事をしていたもので……」

「だろうな。眉間に皺しわが寄って怖い顔になってたし」

　そう言って肩をすくめるソーマに、ハクヤは顔を背けた。そんなハクヤの様子にソーマは一つ溜ため息いきを吐つくと、摑んでいた手で肩をポンポンと叩たたいた。

「場所を変えて話そう。付いてきてくれ」

「……承知しました」

　そして三人は政務室へと場所を移した。

「アイーシャ、人払いを頼む」

「はっ！　了解です！」

　ソーマは政務室の扉の前にアイーシャを立たせ、ハクヤと二人で部屋の中へと入っていった。今回は政務机ではなく、接客用のソファーに二人は向かい合うように座った。

　一息吐いたところで、ソーマは口を開いた。

「お前のその表情の理由はわかる。ジャンヌ殿のことだろう？」

「っ……」

「ハハハ、珍しくわかりやすい顔をしてるじゃないか」

　図星を指されて動揺しているハクヤを見て、ソーマは苦笑した。

「ジャンヌ殿と会談をしたのだろう？　もう帝国と大虎王国の戦争は避けられない。そうなればマリア殿やジャンヌ殿がどうなるか……それがわかっているからこそジャンヌ殿を助けたいと口にして、それを拒否された……ってところか？　あるいは彼女を救いたいという気持ちすら、言葉にできなかったか？」

「………」

　後者だった。しかしハクヤはそれを口には出さなかった。

　宰相たる者、私情を挟んではならないと自分に言い聞かせて。

　もっとも、そんなことはソーマには丸わかりだった。

「ジャンヌ殿を助けたい気持ちはあっても、この国のためを思うなら帝国は見捨てるのが最善手……とか考えているのだろう？　大虎王国を相手取るなら、マリア殿を失い不安定な土地となった帝国を抱えたあとのほうがやりやすいのは事実だろうし」

「……よくおわかりで」

「お前とも長い付き合いだからなぁ」

　軽く言うソーマに、ハクヤは観念して口を開いた。

「私が陛下に進言すべきことは……一時の情に流されず、帝国と大虎王国との戦いには関わらないでいるべきだということです」

「たとえマリア殿やジャンヌ殿を見捨ててもか？」

「御意」

「二国に対して中立でいるべきだと？」

「御意。フウガ殿に陛下との約束を守る気があろうとなかろうと、フウガ殿では帝国民の人心を完全に掌握することはできません。帝国を併吞したあとの大虎王国は必ず勢いがなくなるでしょう。結ぶにしても戦うにしても、そのときのほうが容た易やすいでしょう」

「……甘いな」

　ソーマの呟つぶやきにハッとしたハクヤは下がっていた視線を上げた。

　するとソーマが厳しい目でハクヤをジッと見ていることに気付いた。

　ソーマはそんなハクヤに告げた。

「認識が甘いよ。ハクヤらしくもない」

「……どういう意味でしょうか？」

「『旗き幟しを鮮明にする態度は、中立を守ることなどよりも、つねに、はるかに有用である』……俺が国王の心構えとして、常々参考にしている政治思想家の言葉だ」

　ソーマが引用したのはマキャベッリの『君主論』の第二一章「尊敬され名声を得るために君主は何をなすべきか」にある一節だった。

「意訳するけど、争う二つの国、Ａ国とＢ国があったとして、これら二国に対してＣ国が中立を守っていた場合、勝ったほうの国はＣ国を弱腰だと蔑み、次のターゲットとして狙いを定めるだろう。負けたほうの国はＣ国を、自国の窮地に手を貸してくれなかった薄情者だと恨み、もし勝ったほうの国にＣ国が攻められたとき、決して助けてはくれないだろう。これが中立を選んだことにより起こる弊害だ」

「………」

「逆に中立はせずに旗幟を鮮明にした場合……仮にＣ国がＡ国に味方したとしよう。もしＡ国が勝ったなら喜びを分かち合えるし、国同士の連帯感も強まるだろう。逆にＡ国が負けた場合も、Ａ国は助けてくれたことを感謝するだろうし、もしその後、Ａ国が立ち直って盛り返したら頼もしい盟友となる。勝ったＢ国にしても信義を守るＣ国には一目置き、警戒し、可能なら味方に付けようとするだろう……とまあ、こんな感じかな」

　群雄割拠状態で権謀術数渦巻くイタリア半島の中で外交官をしていたマキャベッリの、玉虫色外交を嫌う思想が如実に表れている部分だと言えるだろう。

　実際にマキャベッリの所属していたフィレンツェ共和国も、長年盟友であったフランスとローマ教皇ユリウス二世の提唱した神聖同盟が対立した際に中立を守ったため、フランス軍がイタリア半島から撤退すると、神聖同盟参加国のスペインの支持を受けたメディチ家によって、共和政権を打倒されることとなる。

　ソーマはハクヤに言った。

「もし、ハクヤが語ったような方針を採りたいなら、俺たちは最初からフウガに味方すべきなんだ。なんならフウガたちの先兵として軍を派遣し、フウガに助力して帝国を滅ぼす手助けをする。それぐらいのことをしなければ、俺たちは戦後に発言力を持つことができないだろう」

「っ！　それはっ……」

「ああ。俺だってそんなことはしたくない。だけどそれぐらいの覚悟がなければ、フウガの政権の下では生きながらえることはできないだろう」

　ソーマの頭の中にあったのは徳とく川がわ家いえ康やすの姿だった。

　その姿勢から『我慢の武士』とまで謳うたわれた家康は、有力者のもとで耐えて耐えて耐え抜いた。盟友信のぶ長ながの戦に援軍を求められれば織お田だ家臣団に負けずに奮戦し、武たけ田だ軍に大敗してもあくまでも織田との同盟を堅守し、次の天下人の秀ひで吉よしにも頭を下げた。

　秀ひで次つぐ事件などで豊とよ臣とみ政権の内情があそこまでズタボロでなかったら、家康はおそらく忠実な盟友であり続けただろう。

　しかし秀吉の死後、国と家を安定化させるためには彼が天下人になるしかなかった。

　豊臣政権への忠義に生きて死んだ石いし田だ三みつ成なりなど関ヶ原の西軍諸将や、真さな田だ幸ゆき村むらのような大坂の陣の大坂諸将が好きな人間からは蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われている家康。

　ソーマも昔は好きな武将ではなかったが、国王という立場になってみて、初めてかの人物の偉大さを理解できた気がした。

　自分に同じ事ができるかと訊きかれれば、まず無理だろうと思う。

　するとハクヤは額を手で押さえながら下を向いた。

「ですが……見えないのです。それ以外の道が」

「ハクヤ……」

「この国を守りながら、帝国を維持することなど不可能です。無理に両国を守ろうとすれば泥沼になるだけです。どれだけ考えても……望む答えにはたどり着けない」

「………」

　項うな垂だれるハクヤ。ソーマはしばらく黙っていたが、やがて口を開いた。

「――――――。」

　ソーマの言葉に、ハクヤはガバッと顔を上げた。

　いまの言葉が本当なのかを確かめるようにソーマを見つめる。

　ソーマはコクリと頷うなずいた。

　そしてソーマは立ち上がると、ハクヤに付いてくるように促した。







　ハクヤが案内されたのは普段は使われていない第二作戦室だった。

　窓がなく燭しよく台だいの灯あかりに頼っているため薄暗いその部屋の中央には、いくつもくっつけられた机の上に巨大なこの大陸の地図が載せられていた。

　部屋にはリーシア、アイーシャ、ジュナ、ロロア、ナデン、国防軍総大将エクセル、副大将ルドウィン、白の軍師ユリウスという錚そう々そうたるメンバーが揃そろっていた。

　さらにはトモエにイチハ、そしてフウガの妹であるユリガさえも居た。

「……この作戦室が使われていることを知らなかったのですが？」

　ハクヤが困惑気味に尋ねると、ソーマは「まあね」と肩をすくめた。

「ハクヤには帝国との窓口になってもらっているし、ジャンヌ殿に対して情もあっただろう？　伝えるのは後回しにしたほうが良いとエクセルが言ったんだ」

「恋とはときに、人を盲目にさせるものですからね」

　エクセルは扇子で口元を隠しながらクスクスと笑った。

　ハクヤは少し困惑と苛いら立だちが混ざったような気分になったが、その感情は横に置いておいて、その巨大な地図の前に立った。

　そして隣に立ったソーマが地図の上にポンと手を置いた。

「さて、ハクヤ。俺はお前の頭の良さを買っている」

「………」

「盤上はすでに整えてある。駒の配置もな。その上でだ。さっき伝えたことを踏まえた上で、お前に命令しよう」

　そしてソーマはハクヤの前で大きく右手を振った。

「お前のその頭で、最善より、さらに最善最良の未来を描いてみせろ」




　◇　◇　◇




　一方その頃、フウガ陣営でもまた軍議が行われていた。

　上座には【大虎王】フウガ・ハーンが座り、両脇に妻である【虎の伴侶】ムツミ・ハーンと参謀である【虎の知謀】ハシム・チマが控えている。

　フウガの前から伸びている豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんの両脇に置かれた左右の席には、知勇兼備の将【虎の剣】シュウキン・タン、戦闘狂の【虎の戦せん斧ぷ】ナタ・チマ、老将である【虎の盾】ガイフク・キイン、弓兵隊長【虎の弩いしゆみ】カセン・シュリ、派手好きな伊だ達て男おとこ【虎の旗】ガテン・バールといった猛将・知将たちが揃っていた。
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　その向こうにはルナリア正教皇国より派遣された【虎の聖女】アン、新参筆頭のロンバルト・レムスとその妻ヨミも居て、まさにフウガ軍の錚々たる配下が揃っていた。

　居ないのは、いまは傭よう兵へい国家ゼムで国王代理を任されている【虎の槌つち】モウメイ・リョクくらいだろうか。次なる狙いを帝国に定めたフウガたちは、ハシムから帝国打倒のための戦略を説明されているところだった。

「我らに求められるのは速戦即決」

　中央に置かれた大陸の地図を指示棒で指し示しながらハシムは言った。

「同盟国も含めれば、我々の総兵数は帝国の倍近くはあるでしょう。しかし国力ではまだ帝国のほうが上回っております。持久戦に持ち込まれると少々厳しいです」

「兵へい站たんが維持できないということですか？」

　シュウキンがそう尋ねるとハシムは首を横に振った。

「それはさほど気にしなくても大丈夫です。幸いにして我らの軍は他国よりも高い移動力を有しています。フリードニア王国では食料難の折、交通網を整備することで食料を不足している地域に輸送し乗り切ったと聞きます。我らも同じ事をすればいい。我が軍には騎獣も多い故、陸上輸送の手段には困らないでしょう。いまの国力でも数年程度なら戦争を継続可能です。また帝国内は王国の政策を模倣したのか交通網が整備されています。これもまた我らにとっては追い風となるでしょう」

「他国であっても良いところは取り入れる……マリア殿の懐の深さがわかりますね」

　ムツミがそう感嘆の声を漏らすと、フウガは「そうだな」と笑った。

「それに加えて王国と帝国とは思っているより強い結びつきがあるみたいだ。……そういや、ソーマからも『マリアを甘く見るな』って言われたっけな」

「御意。故に我らも万全を期さねばなりません」

　ハシムがそう言って拝礼すると、この中で最年少の武将カセンが手を上げた。

「ハシム殿。兵站の心配がないならなぜ速戦即決を望まれるのですか？」

「至極単純なこと。我らにとって大事な〝勢い〟が失われる危険性があるからです」

　指示棒で左手をパシンと叩たたきながらハシムは言った。

「フウガ様はここまで常勝不敗でこの国を大きくしてきました。我らを支持する人々もフウガ様が負けるとは露程も思っていません。我ら将兵も同じですね？」

「それは、もちろん」

　カセンが頷くと、ハシムもまた頷いた。

「いまはフウガ様が戦うと言えば国民たちは勝利を疑わず、一度フウガ様が出陣すれば敵は怖おじ気けづくという空気があります。しかし、もし帝国相手に苦戦する様子を見せてしまえば、その空気が失われてしまうかもしれません。一度実力を疑われてしまえばこれまでのような順調な拡張は行えないでしょう」

「つまり戦うと決めた以上、勝ちきらなきゃそこで終わりってわけだ」

　フウガの言葉にハシムは「御意」と頷いた。

「帝国全土を完全に支配下に置く必要はありませんが、帝国を屈服させるところまで一気に持っていく必要があります。女皇マリアとその妹ジャンヌを討ち、ユーフォリア家を滅ぼすか、帝都ヴァロアを陥落させるか……あるいはマリアを降伏させて、世の人々に女皇マリアの権威の失墜と、フウガ様の勝利を印象づけるのです」

「ふむ……ユーフォリア家を滅ぼすと言うが、王国にもなんとかっていう妹が居ただろう？　そいつは放置で良いのか？」

「三女のトリル姫ですね。彼女の帝国での評判は悪いです。マリアにも御せなかったために王国に放逐されたのだと話題になっています。もし仮に、後になってソーマ王が担ぎ出そうとしても誰も従わないでしょう」

　なんでもないことのように言うハシム。するとシュウキンが眉をひそめた。

「……王国と帝国には魔虫症を沈静化させる際に協力してもらった恩義があるでしょう。それなのに……滅ぼすというのは……」

「ふむ。シュウキン殿は気が進みませんか？」

「助けてもらった身ゆえ、な」

　苦しげな表情をするシュウキンに、ハシムは冷めた目で言った。

「我らが優先すべきはフウガ様の偉業。違いますかな？」

「……わかっている。そのときには心を鬼にして戦うつもりだ」

「乗り気じゃないなら俺に任せてくれても良いんだぜ？　帝国のヤツらなんか俺が蹴散らしてくれよう！」

　戦闘狂のナタが豪快に笑って言った。

（これぐらい単純なほうが駒としては使いやすいのだがな）

　ハシムは内心ではそう思ったが口には出さず、地図を指し示した。

「求められるは速さ。その上で我らの領地から帝都ヴァロアを強襲するルートは二つ。帝国の元属国であった旧メルトニア王国領とフラクト連邦を通って北東側からヴァロアを目指すルートと、同盟国であるルナリア正教皇国とモウメイ殿が治めているゼムから真まっ直すぐ西へと向かって進むルートです」

「聖王フウガ様の御み心こころのままに」

　ルナリア正教の名前が出ると聖女アンが手を前で組んで頭を下げた。

　アンはルナリア正教皇国の人間だったが、仕える為政者に従順であれという教えのままに、フウガのすることに異を唱えることなどなかった。

　するとそのルートを見ていたロンバルトが首を傾かしげた。

「距離で言うなら、緩衝地帯だった場所から南に攻め込んだほうが近いのでは？」

　ロンバルトの指摘にハシムは首を横に振った。

「あまり海岸線から近いルートはとりたくありません。海洋同盟が干渉してこないともかぎらないので」

「なるほど……」

　現状、海軍戦力でフリードニア王国・トルギス共和国・九く頭ず龍りゆう諸島王国で構成される海洋同盟に匹敵する国は存在しない。いくら飛ぶ鳥を落とす勢いのフウガ軍といえど、海戦となれば王国一国にさえ敵かなわないだろう。

　だからこそハシムは海軍の干渉を受けない内陸からのルートを選んだのだった。

「ソーマには動くなと言って、ユリガもくれてやったんだがなぁ……」

　フウガがやれやれと言った感じに肩をすくめた。ムツミが眉をひそめた。

「王国が帝国の味方をするということですか？」

「思ったより王国と帝国の結びつきは強いみたいだしな。マリアたちを保護して逃がす……くらいのことは考えているかもしれん。ユリガもこれからはソーマの妃きさきとして動くだろうから掣せい肘ちゆうは期待できない。もっとも、それを許さないための強襲なんだろう？」

　フウガがハシムに話を振ると、彼は頷いた。

「御意。もっとも逃がしたところで、帝国民にはマリアは民を見捨てて逃げたのだと喧けん伝でんするだけですがね。その喧伝の仕方次第では、ソーマ王が混乱に乗じてマリアを拐かどわかしたのだということにもできましょう。帝国民の対王国への感情を悪化させられれば、マリアが王国の力を借りて復帰することを阻むこともできましょう」

「えげつないな」

　フウガは感心半分呆あきれ半分に言うと、地図を眺めた。

「速戦即決を望むなら兵力の分散は下策だろう。経路はどちらかに絞るのか？」

「いいえ、二つ同時に攻めます。その上で事前に帝国側にこの二つのルートで攻めることを察知させます。帝国側も防衛の戦力を分散しなければならないでしょう」

「ほう……」

「ただし我らは片方は素振りを見せるだけにし、もう片方に戦力を集中させます。主攻と助攻を分けるわけです。分散した相手の戦力を、こちらの主攻で一気に突き破るのです。逆に助攻側は本気では攻め込まないとはいえ、帝国にはこちらが主攻であると思わせるように振る舞わなければなりません」

「ふむ。なら北側と東側、どちらを主攻とする？」

「こちらです」

　ハシムは東側、正教皇国とゼムから攻め込むルートを指差した。

「二つのルートで攻め込むことを察知させれば、帝国もどちらかが主攻であると考えるでしょう。そうなれば当然考えるのが同盟国家であるゼムと正教皇国との連携がどの程度とれるかです。まだ盟を結んで日の浅い国なので疑って当然です。よって帝国は『本拠地に近い北側から大虎王国の本隊が攻め込み、東側からはゼムと正教皇国の兵を使って攻め込む素振りをさせる』と予想するはず」

「なるほどな。だから裏を搔かくわけか」

　フウガが腕組みをしながら唸うなった。ハシムは大仰に拝礼した。

「御意。仮に帝国側がこちらが主攻であると読んだとしても、北側にも戦力を割かねばならないでしょう。北で大虎王国と国境を接している心的圧力は相当なものですから。それを我らの主力と正教皇国とゼムの兵を加えた大軍で打ち破ればよろしいかと」

「……わかった」

　フウガは立ち上がり腰に差していた剣を抜くと逆手に持ち、地図の上にある帝都ヴァロア目がけて振り下ろした。剣はヴァロアを机ごと貫通していた。

「ハシムの策で行く。各々、戦に備えよ！」

「「「　はっ！　」」」

　ガタガタッと椅子を蹴って立ち上がった配下たちは揃そろって拝礼した。




　◇　◇　◇




　フウガが帝国への侵攻の準備を進めている頃。

　帝国でもその動きは察知していた。帝国軍を統括するジャンヌは対応を尋ねるべく、姉である女皇マリアの部屋を訪れていた。テーブルの上に置かれた大陸の地図を挟んで、マリアと向かい合ったジャンヌは軍人としての顔で言った。

「大虎王国は二方向から我が国に攻め入る準備を進めているようです。一つはフラクト連邦共和国のある北東側から攻め込むルート、もう一つは同盟国であるゼムや正教皇国のある東側から攻め込むルートです。彼の軍は大所帯な上、従えて日の浅い兵も多いので、士気が維持できるよう速戦即決を狙ってくるでしょう。どちらのルートも真っ直ぐにこの帝都ヴァロアを目指して来ると思われます」

「……彼我の戦力差はどれほどですか？」

「フラクト連邦とメルトニアが離脱した我が国の総兵力は二十五万に届かぬくらいでしょうか。対してフウガ軍は同盟国を含めれば四十万を超えるでしょう。戦力比としては二倍に届かないくらいでしょうか」

　ジャンヌの言葉を聞き、マリアは「そう……」と頷うなずいた。

「それなら兵力を完全に二分することはないわね」

「ええ。我が国の二倍以上の戦力差があればともかく、ないにもかかわらず戦力を分散すれば各個撃破される危険があります。ましてや二つの進軍経路の間には険しい星竜連峰がありますので、意思の疎通も図りづらいですから。フウガや参謀のハシムがそのような稚拙な策を採用するとは思えません」

「ええ、そうね……だからこそ、一方は囮おとりで、本命の進軍ルートに戦力を集中させてくると思うわ。そして、本命のルートはこちらでしょう」

　マリアは地図上にあるゼムや正教皇国を指差した。

「本国に近いほうではなく、同盟国側から攻め込む……ということですか？」

「フウガ殿は自身の力を頼みとし、謀略家であるハシム殿は他人をあまり信頼しないでしょう。同盟国が自分の指揮を離れても奮闘するとは思わないはずです。かといって囮を任せるにはゼムの傭よう兵へいたちは精強で、正教皇国の兵も規模が大きすぎます。二国の兵を抜いた戦力だと我が国と大差なくなるでしょう」

「……そうですね。それでもやや向こうのほうが多いですが」

「だったら自分たちの監督下でこき使いたいと思うはずです。そのためには本隊を合流させる必要があります。だからこそ、このルートを選ぶでしょう」

　マリアはそう断言していたが、ジャンヌはまだ判断に迷っていた。

「たしかにそのルートであれば兵数は確保できるでしょう。しかし、足並みが揃わない兵が居ては進軍速度が落ちます。同盟国の軍を囮にし、純粋なフウガ軍のみで北東側から強襲するということも十分に考えられるのではないでしょうか？」

　ジャンヌはそう疑問を呈したが、マリアは静かに首を横に振った。

「フウガ殿もきっと此方こちらはそう考えるだろうと思っているでしょうね。たしかにこの国を滅ぼし、名実ともに大陸一の国家となることをゴールと考えるならばその方針でも良いでしょう。ですがフウガ殿の野望はもっと遠大です。後には魔王領奥地にまで攻め込み、場合によっては海洋同盟とも決戦して大陸を統一することを考えています。つまり」

「我が国相手に兵を損耗したくないということですか。……舐なめられてますな」

　ジャンヌが忌々しそうに言った。

　マリアはその言葉には応えず、用意していた駒をゼムとの国境近くに配置した。

「だからジャンヌとギュンター殿は帝国軍の大半を率いて東に向かい、ゼムや正教皇国側から来るフウガ軍の本隊をなんとしてでも食い止めてください」

「はっ。承知しました」

　ジャンヌは踵かかとを合わせて直立し、敬礼した。

「しかし、そうなると北東の守りはどうしましょうか？」

「クレーエ殿に私軍を率いて守ってもらいます。それと北部に領地を持つ騎士・貴族の軍も合流させます。囮の軍相手ならそれで十分でしょう」

「北部の……ですか」

　マリアの言葉にジャンヌは迷うような顔を見せた。

「ジャンヌ？」

「あ、いえ……クレーエ殿は変人ですが、姉上への忠誠心というか、信仰は常軌を逸しているので問題ないでしょう。ただ……北にはルミエールなどの領地もあります」

　帝国の内政官のトップである若き才女ルミエール。

　彼女は内政の方針を巡ってマリアに何度も苦言を呈していた。

　そしてフウガ軍によって帝国と大虎王国の間にあった緩衝地域をすべて掌握されてしまうと、ルミエールは「帝国もこの緩衝地域をとるべし」という進言を聞き入れてもらえなかったことに憤慨し、自身の領地に逼ひつ塞そくしていた。

「ルミエールだけではありません。帝国北部の地域には、姉上の急な奴隷解放に困惑し、反発していた騎士・貴族階級の領地が多いです」

　ジャンヌの言葉に、マリアは悲しげに頷いた。

「そうね……だからこそ自領を守らせることに専念させたほうがいいでしょう。前線でフウガ軍に内通される、なんてことになったら大変だもの。もっとも繫つなぎ止めておけない私にも責任があるんだけどね」

「姉上……」

　ジャンヌは思わず軍人としてではなく、家族として呼び掛けてしまった。

　そんなジャンヌにマリアは微笑ほほえみかけながら立ち上がると、窓辺に向かった。

「ねぇジャンヌ？　兵士たちは大虎王国と戦うことをどう思っているかしら？」

「皆、意気込んでいます！　この国のために、姉上のために戦えると！　騎士・貴族階級には姉上の消極策を批判する者もいますが、身分が下の者ほどわかっています！　自分たちの家族を守ってきたのは間違いなく姉上の治政だと！」

　ジャンヌは本心からそう言ったが、マリアの表情は変わらなかった。

「それじゃあ……市井の民たちはどうでしょうか？」

「それこそ、姉上を敬愛しています！　私は……あまり誉ほめられたことではないと思っていましたが、放送を通し、歌って踊った姉上は国民たちから愛される立派な歌姫ローレライです！　皆、姉上のためならどんな困難でも耐え抜く覚悟です！」

「そうなんですよね」

　マリアは呟つぶやきながら窓ガラスに手を這はわせた。

「民に愛される私という存在が、民を戦に巻き込んでしまう。まるで……私が戦を呼んでしまっているかのようです」

「そんな！　なにをバカなことを！」

「ジャンヌ」

　マリアはジャンヌの傍そばへと歩み寄ると彼女の手を取り、両手で包んだ。

「貴女あなたはなにがあっても生き抜くのです。この戦いで命を投げ出すことなど許しません」

「姉上……っ」

　ジャンヌは歯を食いしばりながらその手を離した。

「姉上は私が守ります！　必ず、姉上もこの国も守り抜いてみせます！」

　そしてジャンヌは敬礼すると「失礼します」と言って部屋を出て行った。

　残されたマリアはトボトボとベッドまで歩くと、倒れ込むように横になった。

　横向きになり、シーツを握りしめると、口から小さく言葉が零こぼれた。

「ソーマ殿……やはり、私は……」
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　―――フウガの居城・ハーン城の一室。




　夜。薄暗い部屋でハシムは机に広げた地図の上にピンを刺していった。

　一つ、また一つと刺されるピンは帝国に広く分散されていて、一見しただけではなにを示しているのかはわからなかった。すると……。

「……行け」

　ハシムが短くそう言うと、物陰に立っていた人物が音も立てずに居なくなった。

　いま去って行った人物はチマ家の抱える密偵であり、ハシムの謀略を支える影の者だった。ハシムがふぅと一息吐ついていると、

「……お兄様」

　後ろから躊躇ためらいがちに声を掛けられた。

「……ムツミか」

　ハシムが振り返ると彼の妹であり、主君の妃きさきであるムツミが立っていた。

「いや、王妃様と呼ぶべきか？」

「はぁ……好きに呼んでください」

　ムツミは肩をすくめると、ハシムの近くにあった椅子に腰を下ろした。

「グラン・ケイオス帝国攻略の策は順調なのですか？」

「ああ。問題ない」

　ハシムは地図に触れながら冷たく笑った。

「ククク……フウガ様には感謝している。チマ公国に居た頃では到底描けなかったであろう戦略を描くことができるのだからな。動かせる人も物資も同盟国も段違いだ。戦略家としてこれほど心躍ることはないよ」

「満足そうで何よりですが……そのために父上を見限ったと？」

「フッ、当然」

　ムツミの問いかけをハシムは一笑に付した。

「父上がもう少し若ければ採ったであろう選択を、私が代わりに選んだまでのことだ。チマ家はこの政略と外交の手段で家を繫ぎ、名を上げてきたのだからな。父上も……最後は私に夢を託して逝ったのだろうしな」

「……父上はそれで満足なのでしょうけどね」

　二人の父マシュー・チマは死の間際に、ハシムに東方諸国連合内に居る有能な人材を記した書状を託すあたり、彼の能力を認め、満足して逝ったのだろう。

　しかし、そのためにサミなどが犠牲になるのは違うのではないか……と、ムツミは思ったが言葉にはしなかった。ムツミの愛するフウガもその犠牲の恩恵を受けているため、口にする資格などないと思ったからだ。

　ムツミは気を取り直すように頭を振った。

「かなりの密偵を使っているのでしょう？　工作はうまくいっているのですか？」

「万事滞りなく進んでいる。最初の一手で主導権を手に入れてみせよう」

　不敵に笑うハシムにムツミは真面目な顔で言った。

「頼りにしています。お兄様」




　◇　◇　◇




　ソーマが王位を譲られてから起こした軍事行動は大きく三つある。

　一つ目は謀反したゲオルグ・カーマインとカストール・バルガス、そしてアミドニア公国との一連の戦争。前者と後者ではまったく別の戦いではあったが、連続性があったため世間からは一つの軍事行動として認識されている。

　二つ目は東方諸国連合を魔ま浪なみが襲ったときの援軍派遣。

　三つ目は九く頭ず龍りゆう諸島連合（当時）への艦隊派遣と怪獣オオヤミズチの討伐。

　これらソーマが起こした三つの軍事行動。

　その中で力を発揮したのは宝珠を用いた放送の存在だった。

　一つ目のアミドニアとの戦争では、ソーマは放送を使ってゲオルグたちの反乱の鎮圧を宣言して国内の動揺を抑え込み、同時にガイウス八世に宣戦して彼を迎え撃つため準備万端整えられた戦場へと引きずり出した。

　これによって王国軍は公国軍を数で押し潰すことに成功した。

　また三つ目の九頭龍諸島連合への艦隊派遣では、ソーマは放送を用いて海上で九頭龍王シャナとの交渉の様子を両国の全将兵に見せた。

　そして〝折好く〟出現したオオヤミズチを前に二国は共闘を選択し、協力して見事あの巨大不明生物の討伐に成功したのだった。放送での交渉がなければ意思疎通は遅れ、両国の兵士たちは連携が取れなかっただろうと言われている。

　このようにソーマの戦いには放送が大きな役割を果たしていた。

　この風聞が諸国に伝わると、諸国の中でもその宣伝力の大きさに注目して研究する者が現れる。マリアが歌姫ローレライとして活動していたこともその一環と言えるだろう。

　そしてそれは帝国、共和国、諸島王国といったフリードニア王国と親しい国の為政者たちだけではない。

　大虎王国の参謀ハシム・チマもまたソーマの放送の活用法をよく研究していた。




　―――大陸暦一五五二年八月一日。




『グラン・ケイオス帝国の民たちよ』

　帝国領内の大中の都市や大きめの街。

　その噴水広場に突如として映し出されたフウガがそう切り出した。

　よく晴れたこの日。帝国に住まう人々は街の中で、大都市の中で、漁港で、山間で、軍事基地で、そしてヴァロア城の中でフウガの声を聴くことになった。

『我が名はハーン大虎王国の王、フウガ・ハーン』

　ハシムが打った第一の手は『放送ジャック』だった。

　宝珠を用いた放送は魔力の波長のようなものを合わせることによって、どの宝珠からでも各地の受信装置・簡易受信機に景色を映し出すことができる。

　つまり帝国内の放送の波長を知る人物を内通者にできれば、大虎王国が所持する宝珠からでも帝国内全土に映像を届けることができるのだ。

　あの夜に、ハシムが地図上でピンを刺していた場所は受信装置のある場所であり、彼の工作活動のリソースの多くはこの一手のために割かれていた。

『帝国の民よ。我らは全人類を魔王領の脅威から解放するために立った』

　映像のフウガは帝国民に対して呼び掛けた。

『私が東方諸国連合を統一し、魔王領解放の戦いに身を投じて数年。その半分以上を解放していることは諸君らも知っていることだろう。

　すでに大虎王国の領土は北の地で大きく広がり、魔王領からやってくる魔物たちから人類国家を防衛する防波堤の役割を一手に担っている。

　しかしだ！　その間、人類国家は協力して魔王領からの脅威に対抗しようと訴えていた『人類宣言』の盟主たるマリアはなにをしていた！

　防備を強化すると言えば聞こえは良い。

　その実、魔王領を解放しようとは一切してこなかったではないか！

　十分な備えもなく、難民たちのような立場の弱い者たちを抱え、ただ熱情だけしか持っていなかった我らでも、数年のうちに魔王領を大きく切り取ることができたのだ！

　人類国家の中で最大の国力と、最強の軍事力を持っていた帝国に、同じ事ができないはずがない！　それなのに、マリアはなにもしなかった！』

　フウガは拳を掲げながらそう力説した。

　ソーマが聴いていたら『物は言いようだな』と苦い顔をしただろう。

　解放するだけならばできただろう。

　しかし解放した地を維持するのは難しく、またその維持のための負担をそれ以外の地域に求めれば不満が溜たまる一方だ。フウガ軍のように『最初から持たざる者』の集合体であれば、国民たちにとって貧困は日常であり苦を苦とは思わないだろう。

　一方で、マリアの統治によって民の安定した暮らしを維持していた帝国にとって、それら不満を抱えることはリスクが大きく、避けねばならなかったのだ。だからこそマリアはこれ以上酷ひどくならないよう各国と連携して防備を強化することを選んだのだ。

　しかしフウガはそれが理解できない者たちを焚たきつけようとしていた。

『難民を受け入れても、彼らの故郷を解放しようとはしなかった！

　北の地へと帰りたいと望む者たちの思いを踏みにじってきたのだ！

　これは怠慢である！

　我らは魔王領を完全に解放し、全人類を真の意味で救おうとしているが、このような怠慢な人物が大国の君主として存在しているかぎり、人類は一丸となることはできない！

　北の民はこれまで耐えに耐えてきた！　しかし、それにも限度がある！

　もはやマリアの腰が上がるのを待っていることなどできない！』

　フウガは拳を前に突き出した。

『よって我らはこの怠慢な女皇を引き摺ずり下ろすべく、兵を挙げることにした！

　マリアを退陣させ、帝国には我らの指揮下に入ってもらうための戦だ。

　帝国が従えば海洋同盟も従うだろう。

　海洋同盟の盟主たるソーマには我が妹ユリガを嫁がせている。

　人々の意思が魔王領攻略で固まるならば、時流を読めるソーマは我らに従うことだろう。人類は一丸となって魔王領攻略に乗り出すことができるのだ！　すでに同盟国であるルナリア正教皇国と傭よう兵へい国家ゼムは我らと共に兵を挙げることが決まっている！』

　そう言うとフウガは下がり、代わりにルナリア正教の聖女の格好をしたアンが映し出された。アンは手を前に組みながら静かに口を開いた。

『帝国の女皇マリアは「聖女」を僭せん称しようする者。そして「聖女」を僭称しておきながら、魔王領に対してなにも行動を起こさなかった者。そのような者をルナリア様がお許しになろうはずがありません。ルナリア様の導かれる敬けい虔けんなる方々、どうか正しき道へと戻り、聖王たるフウガ様にお力を貸してください』

　アンが淡々と告げた言葉は、帝国にとって痛い一手だった。

　帝国はまだフリードニア王国のように、正教皇国と自国内の正教徒を切り離すことができていない。そのためアンのこの発言を聴いた帝国内の正教徒たちは、このアンの呼び掛けに応じるかどうか迷い、また正教徒以外の者たちは正教徒がフウガ軍に内通するのではないかと疑わねばならなくなったのだ。

　ハシムはアンを利用し帝国内に太い楔くさびを打ち込んだのだ。

　するとアンに代わって再び映像に映し出されたフウガは言った。

『我らは同盟国と轡くつわを並べ、女皇マリアのいる帝都ヴァロアへと進軍する。帝国の臣民たちよ！　この大事業に協力したいと申し出てくれる者があらば受け入れよう！　拒み逆らう者があれば剣にて応じよう！　抗あらがうか従うかを選択せよ！』

　そしてフウガは高らかに宣言した。

『これより、ハーン大虎王国、ルナリア正教皇国、傭兵国家ゼムの三国は、グラン・ケイオス帝国に対し、宣戦を布告する！』




　◇　◇　◇




　ハーン大虎王国・ルナリア正教皇国・傭兵国家ゼムの連合軍（以降『フウガ軍』と表記）が国境を越え、グラン・ケイオス帝国領内へと侵攻を開始した。

　総兵数は約三十五万という大軍勢だった。

　内訳としては二十万が大虎王国軍であり、八万がゼムの傭兵軍団で、七万が正教皇国の軍勢だった。大軍であるが故にライノサウルス・トレインが行き来可能な街道を堂々と進軍する連合軍だったが、帝国のジャモーナ城塞が立ち塞がった。

「ふむ前面には鉄壁の城塞。そしてはるか後方には川か」

　フウガ軍の先陣に居おり、前線部隊の指揮を任されていた【虎の知謀】ハシムが周囲の地形を見回しながら言った。この城塞の前には大軍が展開可能な開けた地形がある。

　しかし少し離れた位置には川が流れていて、攻め込むためにはこの川を渡らなければならなかった。東側の国家からの侵攻を防ぐべく建設されたジャモーナ城塞は険しい山々を結び、川さえも流れを変えさせて、砦とりでを攻めようとした敵が撤退するのを難しくするよう調整されていた。自然さえも利用したまさに難攻不落の城塞だった。

　この城塞の建設は帝国が国家を拡張させていく際に北への進出を優先し、土地が豊かではないトルギス共和国やゼム、宗教的権威があって取り扱いが面倒な正教皇国のある東への進出には積極的ではなかったことが関係している。

　北へ国家を拡張させていく際に、東の国家から横よこ槍やりを入れられないために建設されたのがこのジャモーナ城塞であり、帝国にとってもっとも防備の堅い場所だった。

　一方で東側からの侵攻はこの城塞に頼り切っているため、ここより後ろではまともな防衛をできる地点はなかった。万が一にもここが突破されることがあれば、敵軍は帝都ヴァロアまで無人の野を行くように進軍できてしまうだろう。

　そんな城塞に入ってフウガ軍を迎え撃とうとしているのは、ジャンヌ率いる帝国軍二十万だった。フウガ軍に比べて寡兵ではあるが、ギュンターをはじめユーフォリア家の姉妹に忠誠を誓う武人たちが揃そろっており、士気は高かった。

　ハシムの放送ジャックによって帝国内は動揺していたものの、この軍団内に関しては揺らぎはなかった。するとハシムと共に先陣を任された【虎の旗】ガテン、【虎の槌つち】モウメイ、【虎の戦せん斧ぷ】ナタら武将たちがいる陣に伝令兵が駆け込んできた。

「伝令！　帝国軍がジャモーナ城塞から出てきた模様！」

「なんだ!?　打って出たってのか!?　おもしれぇ！」

　ナタが勇んで斧おのを担ぎ上げると、伝令兵は慌てて首を横に振った。

「いいえ！　帝国軍は城塞から出てくると陣を整えております！　城塞に籠もるのではなく、野戦にて我らを迎え撃とうと考えている模様！」

「あん？　兵力で劣っているにもかかわらず籠城しないのか？」

　報告を聞いたナタが訝いぶかしげな顔をした。

　フウガ軍の将兵は兵数差で劣る帝国は城塞に籠もるだろうと考えていた。

　この戦いはフウガ軍にとっては攻城戦になるだろうと。しかし大方の予想に反してジャンヌは兵たちを要塞の外に出し、野戦のための陣を敷いていた。

「ハッハッハ！　帝国の者たちは豪儀だな！」

　フウガ軍一の伊だ達て男おとこガテンが愉快そうに笑った。

　そして隣で遠眼鏡を使って敵の様子を見ていたハシムに尋ねた。

「ヤツらはどういうつもりなのかねぇ、指揮官殿」

　ハシムはフウガから最前線での指揮を任されていて、この場に集まった勇将・猛将を監督する立場にある。彼は遠眼鏡を下ろすとフンと鼻を鳴らした。

「これで合点がいった。城塞の前にしてはこの場所は開けすぎている。普通ならば要塞に近づくにつれて隘あい路ろとなっていくようにするものだが、ここは大軍同士がぶつかり合うことが可能なほどの空間がある。そして川は天然の堀とするには遠い」

「と、言いますと？」

「城塞を攻められる前に、まず野戦を行える地形というわけだ。そして攻め手が野戦で敗れて撤退しようというときには、遠くの川が邪魔をする。よくできた地形だ」

「我ら相手なら城壁に籠もるまでもないと？」

　ガテンに問いかけられたハシムは手元の遠眼鏡をポンと叩たたいた。

「なんらおかしなことはあるまい。帝国は本来、我らと同じように他国を侵略し、国家の拡張を続けてきた国だ。先代皇帝やマリアの治世下では守勢に回っていたが、その軍の真価は野戦にこそあると言える」

「なるほど。守りは苦手であると」

「いいや、苦手かどうかまではわからんが野戦に自信があるのはたしかでしょう。それにただ城塞に籠もって守りを固めるよりも、野戦にて一度我らを破り、こちらの士気を挫くじいてからのほうが守りやすいと考えているのやもしれん」

「それほどまでに……やはり侮れませんな」

　ガテンは腕組みをしながら唸うなった。

「それで指揮官殿。どう攻めるのです？」

　尋ねられたハシムはニヤリと笑った。

「まずは真っ向勝負。一当てしましょう」

「ほう。先駆けは私にさせていただけるのでしょうな？」

　目立ちたがり屋の伊達男であるガテンはそう言ったが、ハシムは首を横に振った。

「それはできぬ相談だ。帝国を侮っていない貴殿を行かせるなど愚かなこと。むしろ敵を侮る我らの将兵に、帝国軍がどういうものであるかを学ばせなければならん」

「……敢あえて痛い目を見させると？」

「そのとおり。連戦連勝の我らには驕おごりが生まれている。フウガ様の軍勢は無敵である、こちらは相手の倍に近い兵がいる、斜陽の帝国など恐るるに足らぬ、とな」

「指揮官殿の見立てではそうではないと」

「それを学ぶための一当てだ。食い破れるに越したことはないがな……モウメイ殿」

　ハシムはフウガに代わってゼム兵を率いているモウメイを呼んだ。

　筋骨隆々の大柄で、巨大なソウゲンヤクに乗り、大槌を振り回す姿は完全にパワー全振りの猛将だが、ゼム王の代理を任せられるくらいにはちゃんと学を修めている、フウガ軍の中ではもっとも見た目と中身が一致していない優れた将だった。

　そんなのっそりと歩み出たモウメイに、ハシムは告げた。

「先陣はゼムの傭兵たちに任せたい。ただし貴殿は前に出すぎないように」

「……傭兵たちに帝国兵の恐ろしさを教えるのですな」

　モウメイは即座にハシムの意図を理解した。

「そのとおり。我が軍の中でもっとも帝国兵を侮っているのはゼムの傭兵たちだ。ヤツらはいまだに、これまでどおり雇われて戦っているという意識が強いのだろう。見栄えの良い帝国兵を金づる程度にしか思っていないだろうからな」

「たしかに、そのとおりでしょうな。委細承知」

　モウメイは一礼するとノシノシとその場から去って行った。

　するとナタも居ても立ってもいられないという風に立ち上がった。

「なあハシム兄貴。俺も行っても構わんだろう？　帝国兵とやりあってみてぇ！」

「……ここにもバカは居たか」

　ハシムは溜ため息いきを吐つくとヒラヒラと手を振った。

「いいだろう。行ってくるがいい」

「おう！　帝国のヤツらなんざ木っ端みじんにしてやるぜ！」

　ハシムからのゴーサインに満面の笑みを浮かべたナタは、大斧を担ぎ上げると上機嫌で去って行った。その背中を見送った後でガテンは尋ねた。

「よろしいのですか？」

「どんな名医もバカは治せん。あいつは一度死ぬような目に遭ったほうがよかろう」

「ハハハ……」

　豪快な笑い声が持ち味のガテンも、これには苦笑するしかなかった。

　そして気を取り直したハシムはすぐさま控えていた伝令に命じた。

「ゼム兵以外の各部隊に通達！　これより眼前の帝国軍との合戦を行う。傭兵たちが帝国軍と接敵したらその支援に回る！　ただしこれは小手調べであるため出過ぎぬよう、気を引き締めてかかるように！」

　こうしてフウガ軍対帝国軍の初戦に火蓋が切られた。







「これより帝国軍に切り込む！　この戦場に集った帝国、大虎王国、正教皇国の兵士たちに、ゼムの傭よう兵へいの底力を見せつけるのだ！」

「「「　おおおおお!!　」」」

【虎の槌】モウメイの号令を受けて、ゼムの傭兵たちは勢いよく帝国軍のほうへと向かって駆け出した。そんな傭兵たちの突撃を援護するように、大虎王国軍と正教皇国軍から弓矢や魔法による遠距離攻撃が帝国軍に向かって放たれる。帝国軍側からも逆に大虎王国軍や正教皇国軍に向かって弓矢や魔法が放たれ、射撃戦となっていた。

「行くぜ野郎どもおおお！」

　一方、ゼムの傭兵たちは射撃戦は味方に任せっきりにして、長柄の武器を構えながら遮二無二帝国軍に向かって突っ込んでいく。矢の雨は片手に付けた小さな盾で防ぎつつ、飛んでくる魔法は当たらないよう祈りながら走る。

　歩兵による突撃。一見すれば無謀で、騎兵による突撃を喰くらえば一瞬で隊列を乱し、散り散りになって敗走するかのように見える。

　しかしゼムの傭兵たちはそんな騎兵の突撃こそを待っていた。

　彼ら傭兵たちにとって騎兵は金づるなのだから。

　傭兵たちはギラギラした目を帝国軍に向けていた。

「見栄えの良いヤツが来てほしいもんだぜ！」

「高い身分のヤツほど身代金がたんまり取れるからな！」

「帝国は豊かだから身代金も沢山取れるだろ！」

「首だけでも取り返したいと大金叩はたいてくれそうだしなぁ！」

「武器や防具も高く売れる！」

「身代金取れなきゃ奴隷として売れる。女騎士なんて捕まえた日にゃあ……ガハハ！」

「マリアの妹のジャンヌだったか！　いい女だし、是非捕まえたいもんだぜ！」

　彼ら傭兵たちにとって戦場は稼ぎの場所だった。

　傭兵として雇われた際の報酬の半分は国に納めなくてはならないが、敵の武器や防具、捕虜などの所謂いわゆる〝ぶんどり品〟は各傭兵の取り分となる。

　職業軍人は平時でも給料は支給されるが、傭兵にとっては新たな戦場へ行かないかぎり次の稼ぎのときは訪れない。だからこそいま居る戦場で平時の分まで稼ごうとするため、攻めは苛烈になり、行いはより凶悪になる。

　マキャベッリは『戦術論』の中で傭兵について語る際に『戦争は盗ぬすっ人とを作り、平和は彼らを絞首刑にする』という諺ことわざを引用している。

　他の生業では生活できない人々や、兵士稼業として雇ってくれるような主人を見み出いだしえないものは（平和の中では）路上の追い剝ぎとなることを余儀なくされる……と。

　だからこそマキャベッリは所属するフィレンツェから独立した都市ピサを攻略する際に、市民軍の設立に尽力したのだろう。

　そんな凶暴な傭兵たちが迫ってくるのを見たジャンヌは冷静な顔で言った。

「ゼム兵の戦い方は熟知している。その弱点もな。……ギュンター殿」

「はっ」

　傍そばに居たギュンターが直立すると、ジャンヌは彼に命じた。

「魔装甲兵団を率いてゼムの傭兵たちを叩き潰してください。ただし相手が逃げ出しても深追いはしないこと。まずは追い払うだけで結構です」

「御意」

　言葉少なく応じたギュンターは兜かぶとを被かぶり、大盾を担ぎ上げると足早に去って行った。それを見送ったジャンヌは視線を戦場のほうへと戻した。

「フウガ軍の贄にえとして選ばれた傭兵たちには、我らの贄にもなってもらおう」

　ゼムの傭兵たちは長ちよう槍そうを持って密集し、相手を取り囲むことで倒していくという、ある意味、機動力を重視したファランクスとでも言うべき戦法を得意としていた。

　対する帝国の魔装甲兵団（以下「魔甲兵」と呼称）は黒塗りのヘビーメイルに身を包み、同じく黒塗りの盾とパイクを構えて密集し、綺き麗れいに隊列を組んで敵に迫るという正当なファランクス（或あるいはプッシュ・オブ・パイク）で敵に迫った。

　奇くしくも長柄の武器同士の戦いとなった。

「あんだけ密集してたんじゃ個別にゃ囲めねぇ！　ばらけさせろ！」

　魔甲兵を見た前線の傭兵がそう叫ぶと、弓矢を持つ者や飛距離のある魔法を使える者たちが前に出てきて、魔甲兵を矢と魔法で攻撃し始めた。

　無数の遠距離攻撃が固まった魔甲兵に降り注ぐ。しかし……。

　ガンッ、キンッ！

「なっ!?」

　攻撃が当たった音はしている。

　しかし魔甲兵はなにごともなかったかのように、ザッザッザとリズム良く歩を進めてきていた。その光景を見て、傭兵たちは敵が何者であるのかを初めて理解した。

「こいつら矢も魔法も効かねぇぞ、オイ！」

「あの黒い鎧よろいは間違いねぇ！　対魔法戦用の重装歩兵隊！」

「帝国の盾……魔甲兵とかいうヤツか」

　魔甲兵は全員が魔法を無力化するほどにガチガチに付与魔術を掛けた黒鎧を着込み、その鉄壁の防御力をもってひたすら前進し、敵を蹂じゆう躙りんする帝国屈指の兵団だった。

　歩みこそ鈍重なものの、遠距離攻撃ではほぼ足を止めるのは不可能だとされている。

　すると魔甲兵の隊列の中心に居たギュンターが槍やりを掲げた。

「……叩き潰せ」

「「「　おおおおおおお!!　」」」

　ギュンターの短い号令に全員が高く掲げたパイクが、呆ぼう然ぜんとして見上げた傭兵たちの頭に鋭く振り下ろされた。

「ぐぎゃ」「ぐべっ」

　それは槍による刺殺ではなく、鉄の塊による殴殺だった。被っていた鉄の兜がひしゃげるほどの一撃を喰らい、多くの傭兵たちが頭から血を流して倒れた。そうして倒れた傭兵たちの死体を踏み潰し、あるいは蹴り飛ばしながら魔甲兵は前進する。

「ばらけてたらやられるぞ！　こっちも集まって押し返せ！」

　多少は戦況を読める傭兵がそう叫ぶと、傭兵たちは密集して相手と同じように槍やり衾ぶすまを組んでぶつかった。脳筋が多いゼム兵は突発的な事態が起こった際、真っ先に提案した人物の意見に即座に従うことができる。

　自分で考えることを放棄しているということでもあるが、彼らにとっては効率よく動くための方法であるとも言えた。実際に傭兵たちが集まって槍衾を組むことで、魔甲兵の前進を辛うじて阻むことができた。

　しかしそうして傭兵たちが密集した場所に、

　ボンッ……ドゴンッ！

　突如、黒い塊が降ってきた。

　その塊は着地点に密集していた傭兵たちを粉々にしつつ、地面にめり込んだ。

　難を逃れた傭兵たちができたばかりの穴を覗のぞき込むと、そこにあったのは大砲の弾だった。そのことを理解した途端、ズシンズシンと足下が振動していることを感じた。

　傭兵たちが見上げると、魔甲兵の後方に大砲を背に積んだライノサウルスが数頭ノシノシと歩いてきていた。

　帝国の兵科『カノン・ライノサウルス』だった。

　扱いとしては自走砲とほぼ同じだ。

　歩兵に随伴して大砲による援護射撃を行うという兵科だった。傭兵たちは知らないだろうがソーマたちがアミドニア公国のヴァンを占領していた際、ヴァンを囲んだ魔甲兵とカノン・ライノサウルスを見て、ソーマもハクヤも舌を巻いたという。そんなカノン・ライノサウルスをジャンヌは魔甲兵の支援のために差し向けたのだった。

　魔甲兵の圧迫を受け止めている最中に、頭上からは砲弾が降ってくるともなれば堪たまったものではなかった。傭兵たちは浮き足だち、敗走寸前になっていた。そのときだ。

「どけどけどけえええ！」

　傭兵たちの間を縫って、いきなり大男が前に出てきた。

　そして手にしていた大おお斧おのをブンブンと振り回すと、魔甲兵に向かって叩たたき付けた。

「どっせええええい！」

　力任せに斧を叩き付けた。言葉にすればそれだけのことだ。

　しかしその一撃によって今まで傷一つ付かなかった魔甲兵が血を流し、後ろに吹っ飛んで後列の何人かを巻き添えにしながら倒れた。

「なんだ。かてぇだけじゃねぇか」

　斧を担いで睨にらむのは【虎の戦せん斧ぷ】ナタだった。

　魔甲兵たちがナタを討とうとパイクを繰り出すが、ナタはそれを力任せに斧で弾はじき飛ばし、更なる一撃でまた数人の魔甲兵を吹き飛ばした。

「堅さ頼りか？　そんなんじゃ俺は止められねぇぜ！」

　ナタが斧を振り下ろせば、魔甲兵は両断はされないものの鎧が変形するほど一撃を受ける。その無惨な様は中身が絶命していることを理解するのに十分だった。

　魔甲兵は隊列を組んで進むため、一人を相手にするのが難しく、また支援するカノン・ライノサウルスも一人を狙い撃ちにはできなかった。

　全体的に見れば魔甲兵はゼムの傭兵隊を押し込んではいたが、ナタの周囲だけは隊列に奇妙なくぼみのようなものができていた。ナタはようやく訪れた大暴れできる機会に歓喜し、大斧を振り回しながら吼ほえた。

「次の相手はどいつだ！」

「……させん」

　ガキンッ、とナタの大斧の一撃をギュンターが盾の丸みを活いかして弾いた。

　あらぬ方向に流れたナタの一撃が、その先に居た傭兵たちを襲った。

「ぐぎゃ！」

「くそっ……てめぇ、何者だ！」

「……ギュンター。ユーフォリア姉妹を守る盾だ」

　ナタの問いかけにギュンターはそう答えると、パイク槍を捨てて剣に持ち替えた。

　そんなギュンターをナタは獲物を狩る肉食動物の目で見つめた。

「名のある将ってことだな。おもしれぇ！　相手してもらおうか！」

「……下郎が」

　ナタの大斧とギュンターの盾が衝突音を響かせながらぶつかり合う。

　ギュンターは盾を駆使してナタの重い一撃を受け流しながら、隙を見て剣で攻撃する。ナタはその剣を回避しながら斧を繰り出し続ける。

　何度もぶつかったことによりギュンターの盾が徐々にひしゃげていったことからも、二人の膂りよ力りよくの凄すさまじさが感じられるだろう。すると、

「ギュンター殿！」

「ぬっ!?」

　ギュンターの後ろから現れた人物が、ギュンターの肩を踏んで跳び上がると、一息にナタの頭上を通過して後方へと回り込んだ。

「なにっ!?」

　ナタが振り返り斧を振るよりも早く、その人物はナタに至近距離まで近づくと、手の平をその筋肉で覆われた胴体に当てた。そして、

「はあああ！」

　気合いと共にその手から雷の魔法が放たれた。全身を襲った刺すような痛みに、ナタは「うおっ!?」とよろめきながらも、その人物を切り伏せようとした。

　そこへギュンターがボロボロになった盾を構えて突進し、巨漢のナタを大きく弾き飛ばした。突如現れた人物を背後に庇かばうように前に出たギュンターは言った。

「……ジャンヌ様。なぜ出てこられた」

「このような序盤で貴殿に万が一のことがあったら困るからです！」

　割って入ってきた人物は、帝国軍の総大将であるジャンヌ・ユーフォリアだった。

　ジャンヌは初戦は双方共に力量を探るための小競り合い程度のものになるだろうと見ていたが、そんな戦局などお構いなしのナタの乱入によりギュンターが苦戦しているのを見て、万が一にも討たれてはマズいと思い参戦したのだった。ギュンターは内心ではジャンヌの無茶に怒りを覚えたが、それを胸の中に抑え込みながら言った。

「……帰ったらマリア様に叱っていただきます」

「いつもとは立場が逆ですね。それも悪くないでしょう」

　ジャンヌは笑っていたが、その目はナタから離さなかった。

　ナタはジャンヌによる至近距離からの雷撃と、ギュンターの強烈なタックルを喰くらってうまく身体からだを動かせないほどのダメージを受けていた。

　もしかしたらあばらの一本くらい折れているかもしれない。

「ちくしょうめ！」

　しかし戦意は衰えておらず、まだ戦おうとしていた。

「……頃合いか」

　一方、その状況を後方から眺めていたモウメイは、十分に傭よう兵へいたちの脳裏に帝国軍の恐ろしさを刻み込むことができただろうと判断した。そして大おお槌つちを掲げると、

「これまでだ！　総員撤退せよ！　ナタ殿の回収も忘れるな！」

　と、撤退の指示を出した。その撤退の指示を聞き、傭兵たちは我先にと逃げ出した。

　中には撤退が遅れ、魔甲兵に背中から突き殺される傭兵たちもいたが、算を乱しての逃走はかえって足の遅い魔甲兵には追撃されにくかった。モウメイ、ナタと傭兵たちが撤退していくと、援護していた大虎王国軍や正教皇国軍も引き下がった。

　それを見届けてから、ジャンヌとギュンターも兵を退ひいて城塞の中へと入った。

　初戦の軍配は一ひと先まず、帝国軍にあがったと見て良いだろう。







　それからフウガ軍と帝国軍は一進一退の攻防を繰り広げることになる。

　意い気き軒けん昂こうだったゼムの傭兵たちも初戦の敗北から慎重になり、以後はモウメイ（を通したハシム）の指揮に従うようになった。

　勝ち戦においては儲もうけを大きくしようと勇み、戦果を拡大させる傭兵たちだが、相手が強敵だとわかれば自分の命を大事に考えるようになる。金は欲しい。だけど命は懸けたくない。そんな人としての本能に忠実なのが傭兵という人種だった。

　戦闘狂のナタも初日に負った傷が重く後方に下げられているので、先陣切って蛮勇を振るおうとする者は居なくなった。攻めても無理な攻めはせず、守り手は堅実に守る。そうした正攻法の戦いが増える中で、力を発揮したのは正教皇国の軍勢だった。

「これは聖王フウガ様による聖戦。聖女を僭せん称しようするマリアの手先を倒し、勝利をルナリア様に捧ささげるのです」

　ルナリア正教の聖女アンは正教皇国軍の兵士たちに語って聞かせた。

　大きくはないがよく通る声。

　表情は動かず、声に感情の起伏は感じられず、まるで人形が喋しやべっているかのような雰囲気だったが、それは見方を変えれば浮世離れした雰囲気であるとも言える。

　ルナリア正教の信徒たちからすれば、彼女の言葉はまさに天の啓示だった。

「おう！　勝利を聖王様に！　聖女様に！」

「我らにはルナリア様の加護がある！　なにを恐れることがあろうか！」

「たとえ死したとて、ルナリア様の御み許もとに召されるのみぞ！」

　正教皇国の兵たちには正規軍の他に志願兵も多く含まれていた。

　言ってしまえば装備もろくに揃そろっていない民兵なのだが、彼らは信仰に生き、信仰のために死ねるなら本望だと思っている者たちだ。

　そんな覚悟を決めた者たちが帝国軍に襲いかかった。

「来るぞ、防げ」

　そんな者たちをギュンターが魔甲兵に命じて迎え撃たせた。

　帝国の魔甲兵の強さと恐ろしさは、初日の戦いでフウガ軍に嫌というほど刻み込まれていた。しかし正教皇国の兵士たちはなんの躊ちゆう躇ちよもなく突っ込んでいく。

「悪あしき帝国の者どもに神の裁きを！」

「ルナリア様のために！　聖女様のために！」

　そのようなことを叫びながら、装備の質も傭兵たちにさえ劣るような者たちが、遮二無二突っ込んでいってはパイクに突き殺されていった。彼らにとってはここで死んだとしても、ルナリア様の居る楽園に行けると思っている。

　ルナリア正教の教義の柱となっているのは『弱者救済』と『相互扶助』だ。

　弱い人が居れば守り、互いに支え合いましょう。

　それだけのわかりやすいものだった。

　しかし教義を恣意的に解釈した宗教指導者たちによって、聖戦という構図が作り出されてしまい、信徒たちはそれを信じ戦うようになった。

　信徒たちは厚すぎる信仰心のせいで死を恐れない。

　だからこそ相手がどのような存在であっても構わず突っ込んでいける。

　さながら戦国時代にあまたの名将たちを苦しめた一いつ向こう一いつ揆き衆のように。

　もちろん被害は正教皇国軍のほうが甚大だ。

　状況を見れば一方的な虐殺か、集団自決のようにも見えた。

　しかし死を恐れず、仲間の屍しかばねを乗り越えて襲いかかってくる正教皇国の兵に対たい峙じしていて、精鋭である魔甲兵も精神を疲弊させられ押さえ込まれていた。

　戦局としては膠こう着ちやく状態だった。攻め手が攻め切れもしないが、守り手が跳ね返し切れもしない。そんな消耗戦の様相を呈してきた。

「………」

　そんな戦いを聖女アンは、正教皇国軍の本陣から真まっ直すぐに見つめていた。

　自身が焚たきつけた兵たちが、戦い、血を流し、斃たおれる様を。

　アンは聖女としての、道具としての役割に忠実であっただけだ。しかしこうしてただ立ち尽くしていると、彼女の耳の中に蘇よみがえる言葉があった。

『貴女あなたは、理解しているのですか？　自分自身の運命を』

　それは正教皇国を出奔した元聖女メアリの言葉だった。

　思い出すのは本国でのわずかな邂かい逅こうの時間、アンを痛ましそうに見つめるあの瞳。

　悲しみ。躊躇ためらい。憐れん憫びん。

　そういった感情がごちゃ混ぜに入り交じったかのようなあの眼まな差ざし。

　メアリがなぜそのような目で自分を見つめていたのか、アンにはわからなかった。

　自分は聖女に選ばれた。だから聖女としての役割を果たすだけ。

　いまもアンは人に求められるままに、聖女としての態度で振る舞っている。

　信徒たちはアンが声を掛ければ喜び、死への恐怖を捨てることができ、戦場へと向かっていくことができる。自分は役に立っている。ここに存在の理由が得られる。

　孤児で社会に居場所がなかったアンにとって、これほど喜ばしいことはないはず。

　それなのになぜメアリはあんな目をしていたのか。

『広い世界を知れば……王国でなら聖女以外の生き方も見つけられるでしょう』

　そう言ってメアリはアンに手を差し伸べた。

　しかしアンにはその提案に価値があるとは思えなかった。その後、メアリは他の多くの聖女候補の少女たちと一緒に正教皇国を去った。正教皇国は彼女たちを破門としたが、フリードニア王国のルナリア正教会が彼女たちを保護しているという。あのとき、もしアンがメアリの手を取っていたら、いまとなにかが変わったのだろうか。

　兵士を戦場に送り出した後は持て余す時間の中で、アンはそんなことを考えた。考えはしたが……答えは出そうにないのですぐに考えるのをやめた。

　すると胸から血を流し、顔から生気が失われつつある兵士が担架で運ばれて来た。

　おそらくあの戦場で深手を負ったのだろう。

「………」

「っ！　聖女様！」「お下がりください！」

　アンは止める護衛の言葉を聞かず、その負傷兵のもとへと近づいていった。

　苦しそうに呻うめいていた負傷兵だったが、アンの顔を見ると喜びを露あらわにした。

「おお……聖女様……お見苦しい姿をお見せして……」

「見苦しくなどありません。貴方あなたはルナリア様の信徒として立派に戦いました」

「ありがたいお言葉……これで私は、ルナリア様のもとに行けるでしょうか……」

　傷口を押さえていたためか、血にまみれた右手をアンに向かって差し出した。

　護衛兵はアンとの間に割って入ろうとしたが、アンはそれを押しとどめると躊躇ためらうことなくその男の手を取った。純白の衣の袖が紅あかく染まるのも厭いとわずに。

「はい。貴方の行いは、ルナリア様がしっかりと見ていらっしゃいます」

　アンは穏やかな口調でそう答えた。

　男はそれだけで満ち足りた様子で、それ以上はなにも言わずに微笑ほほえんだ。アンが取った手を男の胸にゆっくりと下ろすと、その男は彼女の前から運び出されていった。

　アンは血に染まった袖をギュッと握った。男はとても穏やかな顔をしていた。

　聖女として、彼を死地に追いやった。

　聖女として、彼に救いを与えることができた。

　そのどちらもが聖女としてのアンの仕事だった。

（………）

　しかし、アンの心には後悔も喜びもなかった。

　ただ与えられた役割を果たしただけにすぎない。

「……アン様。お召し替えをなさいますか？」

　立ち尽くすアンを見かねて護衛が尋ねた。

「信仰に斃れた気高き魂の血です。なんの汚れがありましょうか」

　アンはそう言って再び戦場を見つめるのだった。

　ソーマは国王としての肩書きに、マリアは聖女としての肩書きに苦しんだが、それでも人としての思考は捨てなかった。たとえ責任の重さに押し潰されそうになっても、人として人を愛するために、役割に身を落とさないよう瀬戸際で踏ん張ったのだ。

　逆にアンは聖女という役割に徹して心を閉じ、心を守ることを選択した。

　たとえ手が血に染まっても、聖女であることをやめないために。







　何日目かの戦闘が終わった夜。

「いやはや、さすが帝国ともなると手て強ごわいですなぁ」

　カラカラと笑いながらガテンが言った。

　篝かがり火びの焚かれた天幕の中で、この周囲の地形を再現した戦場の模型を囲みながら、ハシム、ガテン、モウメイ、カセンの前線を預かる四将は軍議を行っていた。

「守りは堅く、士気は旺盛。フウガ様の威光に臆する者も怯ひるむ者もなし。これまで戦ってきた相手の中で、間違いなく一番の難敵ですな」

「笑い事ではないでしょう？　ガテン殿」

　愉快そうに笑うガテンを、真面目な【虎の弩いしゆみ】カセン・シュリが窘たしなめた。

「用兵も的確です。砦とりでの裏を取ろうと別働隊を動かしても、それを見越した配置で迎え撃たれます。味方の損害を抑えつつ、こちらの戦力は着実に削ってくる。女皇の妹という血によって軍のトップに立っていると思っていましたが、敵の大将ジャンヌは並々ならぬ将器の持ち主のようです」

　その別働隊を率いていたカセンが悔しそうな顔で言った。

　ジャモーナ城塞は天険の地に建てられていて、正面からの攻撃に対しては恐ろしく堅けん牢ろうだが、天然の山々を利用しているためいくつか裏に抜けることができそうな隘あい路ろが存在していた。その隘路を使い、カセン率いる別働隊が砦内部を急襲しようとしたが、それを予期していたかのように兵が伏せられており、カセンたちは退却を余儀なくされた。

　そのときの感覚からカセンはジャンヌの思惑を察していた。

「おそらく隘路の一本一本まで熟知しているからこそ、あえて抜け道を残しているのでしょう。正面から総攻撃されるよりも、本体から離れた少数部隊のほうが損害を与えやすいと考えて」

「……その上、ナタの一騎打ちに割って入る胆力もある。知勇兼備の名将だ」

　モウメイが言葉少なくジャンヌを讃たたえた。ガテンがやれやれと肩をすくめた。

「うちだとシュウキン殿に似た将ってことですかね。後方からシュウキン殿に来てもらいますか？」

　シュウキンは今回の戦いでは後方の部隊に位置し、輜し重ちようや補給線を守っていた。

　彼は魔虫症から救ってもらったことで王国や帝国には恩義があり、この帝国との戦いではその刃が鈍ることが懸念され、後方へと回されていたのだ。

　これは躊躇いがある者に前線は任せられないというハシムの判断と、躊躇いのせいでシュウキンが不覚を取ることがないようにというフウガの恩情を反映した配置だった。

　しかしその消極的な配置が功を奏した形となった。ハシムは首を横に振った。

「帝国は抜け目がない。後方を疎おろそかにすれば、立ち所に狙われるだろう。補給線を断たれ、糧食を失えばこの大軍を維持することは難しい。シュウキン殿のような名将に守っていただく必要がある」

「つまり、前線は我らでなんとかしろってことですな」

　ガテンが肩をすくめて言った。するとハシムはニヤリと笑った。

「なに、それももう少しのことです」

「報告！」

　そのとき、一人の伝令兵がやってきてそう声を上げた。

　伝令兵は一礼をしてからハシムの傍そばに寄ると、なにやら耳打ちをした。その報告を聞いたハシムの口角はさらに上がり、まるで新月間近の月のような形になっていた。

　その狂気さえ感じる笑みを見た三人の武将の背筋に冷たいものが流れた。

　ハシムは立ち上がると、武将三人に向かって言った。

「準備は整った。最後の仕上げと参りましょう」

　明日の朝に昇る太陽を、帝国の落日とするために。







　翌朝。

　ジャモーナの城壁の上にジャンヌとギュンターが立ち、帝国軍の陣地を眺めていた。

「いまのところ……押し返すことはできています」

　ジャンヌは隣に立つギュンターに話しかけた。

「攻撃は苛烈ですが、このまま跳ね返し続ければ先に息切れするのはあちらです。なんとしてでも粘って食い下がり、彼らの士気が下がるのを待つしかありません」

「……我々が勝つ道はそれしかありませんからな」

　ギュンターは重々しくそう言った。マリアは人類の共闘を掲げているため大虎王国に攻め込む意思を持っていない。そのためどうしても守勢に回ってしまうのだ。

　一方で最強の国家であったことから、援軍を頼めそうな同盟国もない。魔王領に対しては秘密同盟を結んだフリードニア王国でさえも、大虎王国相手には動きづらいだろう。

　そんな中で帝国が勝利し戦果を上げられるとすれば、粘りに粘って相手の根気負けを誘い、相手が撤退していくところを追撃して大打撃を与えるくらいしかなかった。

　するとジャンヌは腕組みをしながら顎に手をやった。

「気になるのは、いまだフウガを見た者が居ないということです。前線に出て自らも戦う事を好む、荒々しい男だと聞いていたのですが……」

「総大将が前に出るのは連合軍であるフウガ軍にとってマズいのでは？」

　たしかに大虎王国の兵たちだけなら慣れているかもしれないが、あの軍にはゼムの傭よう兵へいたちや正教皇国の兵も交ざっている。

　もしフウガが前線に出て、討たれないまでも初日のナタのように負傷するようなことがあれば、軍の士気に大きな影響を与えることだろう。仮にジャンヌが相手方の参謀だったとしたら、絶対に前には出るなと釘くぎを刺すはずだ。

　しかし、ジャンヌはどうにも気になっていた。

「フウガ軍は北にも陽動の部隊を派遣していましたよね？　もしやその中にフウガがいるのではないかとも疑っているのですが……」

「……あの苛烈な攻めを見るに、主力はこの場に揃そろっているようですが？」

「そうですね。主力は間違いなくこちらでしょう」

　仮にフウガが陽動の部隊に交ざっていたとして、兵力で圧倒的に劣っている軍を率いても大した戦果は上げられないだろう。それこそクレーエだけでも十分に対処が可能なはずだ。しかしジャンヌは湧いた不安を払拭できなかった。

　そしてその不安は的中することになる。

　その日。太陽が昇りきってもフウガ軍は城塞を攻めなかった。

　どうしたのだろうかとジャンヌが警戒して見ていると、正午を過ぎた頃に、フウガ陣地の真上に巨大な水球が作られていくのが見えた。

　ジャンヌは全軍に警戒するよう命じつつ、その水球を睨にらんだ。

（おそらく、また放送を使う気だ）

　この戦いが始まる前にハシムは放送を通じて帝国国内を動揺させるという手段をとっており、おそらく同様のプロパガンダを行うつもりなのだろうとジャンヌは推察した。

（しかし、いまさらなにを放送しようというのだ……）

　国内の動揺を誘う手段は、一度使ってしまえば二度目は効果が薄くなる。

　すでに知っている情報を再度伝えたところで、視聴者は「またか」と思うだけなのだから、一度目ほどの動揺は誘えないはずだ。

（まさか、まだなにか仕掛けがあるのか？）

　ジャンヌがそう思ったそのときだった。

「っ!?」

　その水球に映し出された景色を見て、ジャンヌをはじめ、ジャモーナ城塞の全将兵が息を吞のむこととなった。衝撃的な映像だったが阿あ鼻び叫きよう喚かんは起こらなかった。

　それだけ映し出されていた景色が到底信じられるものではなかったからだ。

「バカな！　フウガ軍の主力はここに居るのだぞ！」

　ジャンヌは城壁の縁に拳を打ち付けながら言った。

　ギュンターも目を見開いている。水球に映し出されていたのは……。




　―――大軍に包囲された帝都ヴァロアの姿だった。
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　―――帝都が包囲される数週間前。




「ああ、なぜなのです陛下！」

　帝国空軍戦力の主力『グリフォン部隊』の隊長クレーエ・ラヴァルは悲嘆していた。

　フウガ軍による侵攻が間近に迫っていたこのとき、マリアを聖女と崇あがめるクレーエは、ようやく主君のために侵略者と戦えると喜び勇んでいた。

　しかし、そのマリアから命じられたのは、旧属国のメルトニア王国・フラクト連邦を通って北東から侵攻してくるフウガ軍を、帝国北部地域の騎士・貴族軍をまとめて迎撃せよということだった。

　マリアたちはフウガ軍の主戦力はルナリア正教皇国・傭兵国家ゼム側から侵攻してくると読んでおり、この北東のフウガ軍は陽動部隊だと考えていた。つまりクレーエたちは決戦の舞台から外された。このことをクレーエは裏切られたと感じていた。

「ああ陛下！　なぜ、貴女あなたのために戦わせてくれないのです！　ギュンター将軍やグリフォン部隊の半数は決戦に参加しているというのに、なぜ私にはその栄誉を与えてくれないのですか！　貴女のためにならこの命、捧ささげることに躊躇ためらいなどないというのに！」

　涙さえ流しながら何度も何度も机に拳を打ち付けるクレーエ。

　あまりに強く打ち付けすぎたせいで、指の付け根あたりから血が流れていた。

　すると、そんなクレーエの後ろに静かに近づく者があった。

「っ……何者だ！」

　クレーエは目にもとまらぬ速さでレイピアを抜き、背後の人物に突きつけた。

　喉元に切っ先を突きつけられた相手は、落ち着いた様子で両手を挙げた。

「私です。クレーエ殿」

「……ルミエール殿か。申し訳ない」

　クレーエはその人物の姿を確認するとレイピアを鞘さやに収めた。

　立っていたのは帝国の文官のトップにいる才女ルミエールだった。

　彼女は北部に領地を持ち、また元武官であったので私兵を率いてクレーエの軍に加わっていた。ルミエールは首を横に振った。

「いえ、静かに近づいた私が悪いのです。なにやら思い詰めている様子でしたので、驚かせて肩の力を抜いてもらおうと思ったのですが……」

「……お気遣い、感謝いたします」

　礼を言って顔を背けるクレーエ。そんなクレーエにルミエールは囁ささやいた。

「貴方あなたの気持ちはわかりますよ、クレーエ殿。恐れているのですよね？」

「っ!?　なにを言われるか、ルミエール殿！」

　クレーエは心外だと声を張り上げた。

「私は聖女マリア様の剣！　どのような相手であろうと、敵が幾万いようと恐れません！　必ずや打ち破り、勝利をマリア様に捧げる所存！」

「それですよ」

　しかしルミエールは静かな声で告げた。

「たしかに敵ならば、貴方は恐れないでしょう。しかし貴方が恐れているのはもっと別のことです。貴方のその矜きよう持じの根幹に関わること。つまり……」

　ルミエールはクレーエに人差し指を突きつけた。

「マリア陛下がただの人となることです」

「なっ!?」

　クレーエは言葉を失った。

　その意味を頭の中で咀そ嚼しやくし、なにか言い返そうとして……結局なんの言葉も出てこなかった。そんなクレーエを見つめながらルミエールは言葉を続けた。

「たしかに貴方はマリア陛下への忠誠厚き騎士。陛下のためならばどのような敵にも恐れず立ち向かい、命さえも投げ出す覚悟があることでしょう。しかし、それは陛下が聖女として人々から尊敬される存在であり、自分はその聖女を守護する騎士であるという矜持や自負があってのこと。すなわち、自分が輝くために、陛下にも輝いていてもらわなければならないということです」

「………」

「もし、陛下が輝きを失うようなことがあれば、貴方は戦う意味や意義を見失うことになる。そのことを、貴方は恐れているのです。聖女の騎士でなくなることを恐れている。違いますか？」

「ルミエール殿。貴女は……」

　なぜそのようなことを言うのか、とクレーエは戸惑っていた。

　ルミエールの指摘は自分の最近の葛藤の芯を貫いているように思えた。彼女の指摘どおりならばこれまで自分が苦悩してきた気持ちに説明が付く。

　しかし彼女はなぜ、それをこのタイミングで指摘したのだろうか。

　そう思って見つめていると、ルミエールは遠くを見るような目になった。

「私にも、覚えがあるのです。クレーエ殿」

「ルミエール殿？」

「私はもとは武官志望でした。子供の頃は我が友ジャンヌと共に、武にてジャンヌの姉君を支えるのだと語り合っていました。しかし、訓練中の事故が原因で私はその道が断たれ、文官への転身を余儀なくされました。それでも良かった。陛下に『頼りにしています』と微笑ほほえみかけられれば、たとえジャンヌとは違う道に行こうと、陛下のために尽くそうと頑張ってきたのです。そして私は文官のトップに立った」

　そこまで言って、熱くなりすぎたと感じたルミエールは首を横に振った。

「ですが、最近の陛下は何事においても消極的です。魔王領への行動は防戦一方で、フウガ・ハーンがその地域を解放して名声を得ていても、なにもしようとしない。海洋同盟が着実に力を付けてきても、脅威に感じるどころか、災害時には援助さえ要請している。陛下は人々を導く聖女ではなかったのですか。私は、文官としてでも、仕えるべき主君のために働いているという実感が欲しかったのです」

　そこまで言ってルミエールは真まっ直すぐにクレーエの目を見つめた。

「貴方はどうなのですか？　クレーエ殿」

「どう……というのは？」

「陛下がこのままただの人の身に落ちるのを我慢できますか？　たとえここでフウガ軍をはね除のけたとしても、陛下はきっと大虎王国へこちらから攻め込むようなことはしないでしょう。決着を付けるよりも、事態を大きくしないよう協調路線への転換を要求するだけです。いまとなにも変わらない」

「………」

「それを貴方は許せるのですか？　陛下の輝きは失われていくというのに」

「それは……」

「クレーエ殿、こうは思いませんか？　陛下が人の身に落ちようとしているのなら……いっそ聖女として終わらせてあげるのが、聖女の騎士たるものの務めなのではと」

　ルミエールの言葉に、クレーエは背筋がゾクッとした。

　しかし、それは畏れだけでなく、若干の高揚感も有していた。

　自分がマリアを聖女のまま終わらせる。

　輝いていてほしいと願っていた主君に、輝いたまま終わってもらう。

　クレーエの拗こじらせすぎて歪ゆがんでいる忠誠心はそこに甘美な響きを感じていた。

　クレーエは聖女マリアのためならば命さえ惜しくないと思っていた。

　それはどのような泥や汚名を被っても構わないという覚悟でもある。つまりマリアを聖女として輝かせるためならば、自分はどのような悪人にでもなるという覚悟だ。

　聖女マリアを愛した人たちに恨まれ、蔑まれても構わない。

　人々の心に聖女マリアという存在が美しい伝説として残るのならば、自分はどこで殺され、墓は暴かれ、骨は野ざらしにされて獣の餌とされようと本望だと言えるだろう。

（これが！　私の使命か！）

　クレーエは天啓を得たような心地だった。

　クレーエの瞳が怪しく輝きだしたのを見て、ルミエールは語りかけた。

「北部地域はユーフォリア家に不満を持つ者が多い。私と貴方とで説得すれば、フウガ軍に鞍くら替がえさせるのも用意でしょう。我らはそれらの軍を率いてフウガ軍に合流し、帝都を包囲するのです。もし、そのような事態になっても陛下に聖女としての役割に目覚めていただけないのであれば……」

「……我らで、幕を引いて差し上げるのですね」

　クレーエは厳かな顔で言った。常人からは常軌を逸しているように見えるだろう。

　これで忠義が些いささかも失われていないというのはおかしいと思うかもしれないが、実際にクレーエはすべてマリアのために決断していた。マリアのためにマリアを討つ。

　これがいまの彼の中ではまったく矛盾していないのだ。

（……うまくいった）

　そんな彼の姿を見て、ルミエールは安あん堵どした。

　彼女はクレーエに比べればまだ冷静だった。

　クレーエに語った言葉に噓うそはないが、いまの消極策ばかりの帝国ではなく、活発な大国でその手腕を振るいたいとルミエールは願っていたのだ。

　武官としての道を失った彼女にとって、いまを輝けるものとしなければ、自分の人生が不運だったの一言で終わってしまうという恐怖があったのだ。

　だからこそハシムから調略を受けたとき、彼女は二つ返事で飛びついたのだ。

　自分の生を意味があるものとするために。

（ジャンヌには悪いけど……私は、私の道を行くわ）

　たとえ友と永遠に決別することになったとしても。
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　こうして二人は動き出した。

　北東から来るフウガ軍を迎え撃つための軍を、思惑に乗った者たちだけにする。

　帝国北部地域は災害時のマリアの対応に不満を持っていたり、もともとユーフォリア家を快く思っていない騎士・貴族が多く、大半は二人の思惑に呼応した。中には調略に靡なびかない家もあったが、それらの家は無視し、兵力としても組み込まなかった。

　そして二人に同心した者たちだけで構成された帝国軍は、北東から来たフウガ軍を阻むどころか合流して、帝都ヴァロアへの道案内まで買って出たのだった。

　これが帝都ヴァロアが包囲されるまでの経緯だった。
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【落花流水】①去り行く春の風ふ情ぜいのこと。花は散り、水は流れ去るという意から。転じて、衰えて落ちぶれること。（学研教育出版　四字熟語辞典）




　いま時代の激流の中で、一つの花が散ろうとしていた。

　帝都ヴァロアはフウガ軍の別働隊と、ルミエールに率いられた反ユーフォリア家の北部諸侯軍の混成軍凡およそ二万五千に包囲されていた。対する帝都の守備兵は精々が三千程度であり、守り抜くことが不可能なのは誰の目にも明らかだった。

　大虎王国軍別働隊を迎え撃つはずだったクレーエが寝返り、大虎王国軍を素通りさせてしまった時点で勝敗は決していた。

　そんな帝都を囲む大虎王国軍の中にはフウガとムツミ、そして護衛として連れてきた【虎の盾】老将ガイフクの姿もあった。

　主要な配下と精鋭たちはジャモーナ城塞を攻める本隊に預けていたが、彼らはこの戦の勝敗を決するのはこちらだとわかっていたので、最初から交ざっていたのだ。

「まさかこんなに早く帝都に迫れるとはな……」

「ガッハッハ！　そうですな！」

　フウガが感心半分拍子抜け半分といった顔で言うと、ガイフクも大いに頷うなずいた。

「まさか東方諸国連合の一角にあった草原地帯だけの国だった我らが、大陸最強の国家と目される帝国の喉元に剣を突きつけるときがこようとは。いやはや、長生きはするもんですなぁ。亡き先代ライガ様にもこの光景を見せて差し上げたかった」

「……そうだな。まあ、俺としては少々物足りなかったが」

　フウガとしては帝都を守らんと道を阻む帝国兵を蹴散らし、鋭い刃となって帝国の喉元に迫るという戦いを想定していたのだろう。

　しかし蓋を開けてみればほぼ素通りで、さほど行軍速度を上げる必要もないままここまで来てしまった。そんなフウガの様子にムツミは苦笑しながら言った。

「ルミエール殿を見つけ出した兄上の手腕によるものでしょうね。兄上は狙いをルミエール殿一人に絞って調略し、策を練っていたようですから」

「そうだな……」

　ムツミの言葉にフウガは腕組みをしながら唸うなった。

「反ユーフォリア家の諸侯をまとめ上げる政治力もさることながら、帝国内で文官たちのトップに君臨していたという実力も申し分ない。大国を経営してきたという経験もあるし、アイツの子飼いの部下たちは有能な官僚が揃そろっているという。官僚が不足している俺たちにとっては待ち望んでいた人材だ」

　そう言うとフウガはやれやれといった感じに肩をすくめた。

「ルミエール一人を得たことで今回の遠征目的は十二分に果たされていると言える。帝都ヴァロアを陥落させたとしても、成果としてみればオマケに等しいだろう」

「フフフ、そこは『俺は帝都ヴァロアを得るより、ルミエール一人を得たことのほうが喜ばしい』とでも言っておけばフウガ様の名言として残るんじゃないですか？」

「ハハハ！　いいな！　記録官に残すように言っておくか！」

　フウガが愉快そうに笑ったそのときだった。

「もったいないお言葉です」

　件くだんのルミエールがクレーエを伴ってやってきた。

　二人はフウガの前で膝を突き、頭を下げると、代表してルミエールが口を開いた。

「旗下に加えていただいたこと、また北部諸侯の説得を任せていただいたこと、感謝いたします。これよりは、身命を賭してフウガ様の覇業をお支えいたします」

「ふむ。良い覚悟だが、マリアへの思い入れはないのか？」

　フウガがそう尋ねると、ルミエールは顔を上げて真っ直ぐにその目を見返した。

「良き主君であったとは思いますが……考えが合いませんでした。その気にさえなれば大陸を覆い尽くすだけの器を持ちながら、彼女は消極的であり続けました。魔王領への積極的な関与を何度も進言しましたが、却下され、無為な時間を過ごすことになりました。私は、そんな時間の中で、魔王領という脅威のない世界を望む人々の熱が、自分自身の熱が失われるのが耐えられません。だからこそ、フウガ様に賭けることにしたのです」

「……なるほどな」

　ルミエールの言葉と瞳には確かな熱が籠もっていた。

　マリアとて魔王領をどうにかできるならしたいと思っていたことだろう。ただし問題解決に向けての『時間』に大きな齟そ齬ごがあった。

　マリアは国が崩壊する危険さえある魔王領の問題にはじっくりと取り組み、たとえ世代を超えることになろうとも、被害を抑えつつ時間を掛けて解決していくべきだと考えていた。たとえ自分たちの治政ではなんとかできなくても、次の世代、次の次の世代にはなんとかできるよう下地を作っていくべきだと。

　一方でルミエールなどはいますぐ解決するよう努力すべきだと考えていた。

　難民たちのように目の前に苦しんでいる人が居るなら、どうなるかわからない脅威がすぐ北に存在しているならば、いますぐにでも問題解決に乗り出さなくてはならない。

　たとえ強引な手段を使い、国に無理を生じさせることになってでも、自分たちの手でなんとかしたいと。偉業を成し遂げたいという名誉欲もあるが、それは人なら誰しもが多かれ少なかれ持っているものであり、否定するべきものではないだろう。

　その考え方の違いが決定的な溝を生んでしまったのだろう。

　そのどちらが正しいかなど現時点ではわかるはずがない。

　いや、後世になってもわからないだろう。

　所詮は『もし』の世界であり、どちらからでも正解にたどり着けるかもしれないし、どちらもたどり着けないかも知れない。あとはその人物の性に合っているかどうかだ。

　そしてフウガ軍が性に合っているのは後者の考え方だった。

　フウガはフッと口角を上げた。

「お前には『裏切りは許さん』と脅す必要もなさそうだ。お前がその熱情を持ち続け、俺たちが熱く居られるうちは、お前の心が離れることはなさそうだしな」

「御意」

「ハッハッハ！　お前みたいなヤツは嫌いじゃない。実に我が軍うち向きだ」

　フウガはそう言って笑い飛ばすと、今度はクレーエに尋ねた。

「それで、そっちの将軍も俺に仕えるってことでいいのかい？」

「私は、人の身に落ちたマリア様を見たくないのです。ならばせめて、人々に美しい記憶として残っているうちに、我が手で摘み取りたいと」

「……暗い目だな」

　フウガはクレーエの瞳から、思い詰めて闇に落ちた情念の塊を感じた。

　それはそれで強い意思の表れでもある。

　それゆえにクレーエがフウガを裏切ることはないだろう。もっとも、マリアが死ねばその情念は行き場を失い、廃人同然の抜け殻のようになるかもしれないが……。

　フウガは二人に頷いた。

「わかった。二人とも、これから俺のために働いてくれ」

「「　はっ　」」

「それでルミエール。ここからのことはお前に訊きくようにハシムから言われている」

「はい。ハシム殿と話し合い、次の一手は用意してございます」

　そう言ってルミエールが手を上げると、放送用の宝珠が運び込まれてきた。

「宝珠か」

「御意。まずは帝都ヴァロアが包囲されているこの光景を、先に宣伝戦略を行ったのと同じ方法で帝国全土に放送します。無論、本隊が交戦中のジャモーナ城塞にもです。ハシム殿が水系統魔導師を集め見せつけるよう準備を進めてあります。城塞を守備するジャンヌたちの士気を大いに低下させることでしょう」

　ルミエールは立ち上がると、手をヴァロア城に伸ばした。

「そしてマリアに対して投降を促します。応じれば勝ち、応じなければ攻め滅ぼします。その光景を見たジャンヌが帝都へ引き返そうとするならば、ハシム殿率いる本隊がその背を襲うでしょう」

「何重にも罠わなを張り巡らせた策。さすがですね……」

　ムツミがそう感嘆すると、フウガも頷いた。

「ソーマにハクヤとユリウスが居るなら、俺にはハシムとルミエールが居るってことか」

「フフフ。それも名言として残りそうですね」

　ムツミは悪戯いたずらっぽく笑ったのだった。
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　かくしてジャモーナ城塞にも帝都が包囲される様子が映し出されたのだった。

　その光景を見て、ジャンヌは取り乱していた。

　城壁の縁に何度も拳を打ち付け、これは現実なのだろうかと思考を放棄したくなる思いを振り払い、とにかくなにかしなくてはと頭を振っていた。

「くそっ！　すぐに、姉上を助けに行かなくてはっ」

「落ち着かれよ！」

　ギュンターが一喝し、周囲の兵士たちごとジャンヌの動きを止めた。

　普段から寡黙な将が発した大音声に、その場に居た全員が注目していた。

　するとギュンターはガッシリとジャンヌの両肩を摑つかんだ。

「貴女あなたが正気でなくなれば、この軍は立ち所に瓦解するのだ！　この城塞を放棄して帝都に戻ろうにも、目の前の敵軍はそれを許さないでしょう！　我らは背後を襲われるであろうし、もし陥落前にたどり着けたとしても満まん身しん創そう痍いな状態ではどのみち帝都を救うことなど不可能です！」

「っ……」

　肩に感じるギュンターの握力で、ジャンヌはわずかに冷静さを取り戻した。

「しかし、このままでは姉上が……どうすれば……」

「……そうですな」

　ジャンヌが少し落ち着いたのを見て、すぐに走り出していくことはないだろうと思ったギュンターは肩に置いた手を離した。そして映像の帝都を見ながら言った。

「帝都を救うのは不可能でしょう。どうあがいても間に合いません。せめてマリア陛下が脱出してこちらに来てくださるならば、打つ手もあるのですが……」

「姉上がっ！　帝都の民を見捨てられるわけがない……」

　ジャンヌは額に手を当てながら項うな垂だれた。

　あの聖女と言われるほど優しいマリアが、包囲され、いままさに戦火に焼かれるかもしれない帝都の人々を見捨てるなどとは、ジャンヌには考えられなかった。

　むしろ民を巻き込むくらいならと、自分の命など簡単に差し出してしまうだろう。

　マリアとはそういう女性なのだ。

　すると兵士たちがにわかに騒ぎ出した。

　ジャンヌたちが顔を上げると、映像にフウガの姿が映し出されていた。

『帝国の女皇マリアに告げる！』

　映像に現れたフウガがそう切り出した。

『すでに帝都は包囲されている。帝国軍の大半はジャモーナ城塞の守備に就いており、とって返したとしても間に合わないだろう。このまま俺が手を前へと振り下ろせば、我が軍の兵士たちが帝都へと攻めかかり、歴史ある街やそこに住まう人々も悉ことごとくが灰かい燼じんに帰することだろう。それはマリア、貴殿の望むところではあるまい！　潔く城門を開き、投降せよ！　さすればこのフウガ・ハーンの名において、手に武器を持たぬ民に手出しはさせぬと約束しよう！』

　それはフウガ・ハーンからの最後通つう牒ちようだった。

『事ここに至ってなにが正義で、なにが悪かなど議論する時間など不要だ。互いに譲れぬ思いがあるから起こった戦だ。いまを守ろうとする貴殿と、明日を勝ち取ろうとする我らがぶつかり、我らがいま勝利を得ようとしているということだ。我が軍には貴殿の政策と相あい容いれなかった臣民が多数参加してくれている。つまり、今、ここに俺たちが居るこの状況こそが、人々が突きつけた答えなのだ！　我らを支持すると！』

　フウガがそう言った瞬間、城塞前の大虎王国軍が大歓声を上げた。

　自分たちの勝利を信じて疑わず、フウガの言葉に喜んでいるのだろう。

　一方で城塞の帝国軍は打ちのめされたように静まりかえっていた。どうあがいてもここからの挽ばん回かいは不可能だろうと、諦めの気持ちが湧き上がっていたからだ。

『賢明なる判断を期待する』

　フウガがそう言って最後通牒を締めようとしたそのときだった。

　フウガが映像から消えたあとの景色が乱れ、一人の女性の姿が映し出された。それは城のバルコニーのような高い場所に立つドレス姿の美しい女性だった。

「姉上っ」

　ジャンヌが思わず口に出したように、女皇マリア・ユーフォリアだった。

『まずはこれを観みているであろうジャンヌ将軍……それにジャモーナ城塞に詰める帝国軍に命じます。私の声がよく聞こえるよう、水球を出してください』

　映像のマリアが口を開き、真っ先にそう言った。

　その言葉に我に返ったジャンヌは即座に命じた。

「すぐに水系統魔導士に水球の準備をさせよ！」

「「「　はっ　」」」

　おそらくフウガ陣営によって水球を消されたときのための対策なのだろう。

　これから姉上は大事なことを話す……そう直感したジャンヌの命令により兵士たちは慌ただしく動き出し、すぐにジャモーナ城塞の城壁の上にも水球が作られた。

　フウガ軍が作り出した水球と、帝国軍が作り出した水球のどちらにもマリアが映っている。しばらく間を取ってから、映像のマリアは口を開いた。

『大虎王国は放送を通じて帝国全土に先程の降伏勧告を伝えました。ならばこの放送も帝国全土に届いているはずです。帝国の人々も、大虎王国の人々も、しばし、私の言葉に耳を傾けてください』

　マリアは真まっ直すぐに視線を向けながら語り出した。

『たしかに私は魔王領への関与には消極的でした。それは十年以上前の人類連合軍の大敗があったからです。あのときの連合軍を率いていたのは先代皇帝であったお父様でしたが、人々は皆、これだけの兵力があればどんな敵が相手であろうとも粉砕できると高をくくっていました。その結果として連合軍は壊滅し、著しく戦力が低下した人類は、南下してきた魔物たちの攻勢を抑えられず、多くの国が滅ぼされ、難民を生みました』

　マリアが語っていたのはこれまでのことだった。

　静かに、滔とう々とうと語るマリアの言葉に、帝国軍はもちろん、大虎王国軍も茶々を入れずに聞き入っていた。そしてマリアは胸の前で手を組むと、祈るような姿で語り続けた。

『勢いがあるうちは自分たちはなんでもできるように思ってしまいます。

　時流に乗れば、向かうところ敵なしだと思ってしまいます。

　強国であるならば尚なおのことです。しかし、そこに落とし穴があるのです。自分たちの勢いがどこまで続くのか誰にもわかりません。自分たちの追い風となっている時流が、いつ変転するかは人の身にはわかりません。それこそ、神様でもなければ。

　それでも大丈夫だと高をくくり進めば、いずれ足を掬すくわれることになります。

　それこそかつての連合軍のように。

　だからこそ、私は魔王領に積極的に攻めていかず、魔王領からの脅威に一致団結できるよう「人類宣言」という枠組みを組織し、もうこれ以上、滅ぼされる国がないよう、もうこれ以上、難民が出ないように取り組んできました。

　たしかにこの方法では問題の根本的な解決には至りません。それを私の怠慢と指摘されればそのとおりなのかもしれません』

「違う！」

　ジャンヌは思わず叫んでいた。

「姉上は常に現状を変えようとしていた！　できるだけ穏やかに、各国と協力して、着実に、一歩ずつ、解決の道を見み出いだそうとしていた！　怠慢などでは断じてない！」

　フリードニア王国の宰相ハクヤと放送会談を行い、王国との外交を担い、これまでソーマとマリアが協力して進めてきた事業をすべて知っているジャンヌは悔しかった。

　それを理解しない者にマリアが怠慢だと言われる現状が。

　そう言われても仕方ないとマリアが割り切ってしまっていることが。

　そんなジャンヌの思いには応えず、マリアは語り続けた。

『我が国で内政を司つかさどり、支えてくれたルミエール。グリフォン部隊の指揮官だったクレーエ。その他、帝国北部地域の騎士・貴族たちがこぞって大虎王国軍に恭順しているということは、ここからの景色でわかります』

　マリアの言葉に帝国軍がざわめいた。

「そんな、ルミエールが……」

「クレーエ殿っ、よもや貴公が……」

　それはジャンヌもギュンターも同じだった。

　ジャンヌは野心はたしかにあったが友人だと思っていたルミエールの離反に、ギュンターは狂信的なまでにマリアを敬愛していたクレーエの離反に驚きを隠せなかった。

　ただそれと同時に理解した。二人をはじめとする北部地域の騎士・貴族がこぞってフウガ軍についたため、あのように帝都が完全に包囲されることになったのだと。

　そしてそれは帝国各地でこの放送を観ている民たちも同じだった。

「マリア様！　うう……」

「ああ……そんな……噓うそでしょ」

「誰か、誰か助けられる人はいないのか！」

　放送を観ていた民たちは慟どう哭こくしていた。

　騎士・貴族階級にはユーフォリア家を疎ましく思う者たちもいたが、マリアは民衆からは絶大な人気があった。民たちはこの状況に困惑し、狼ろう狽ばいし、なんとかマリアを救えないかと思ったが、武力のない彼らには為なす術すべもなく、ただただ涙を流すしかなかった。

　そんな中でもマリアは毅き然ぜんとした様子で語る。

『貴方あなたたちが魔王領に断固たる措置を求めても、私は首を縦に振りませんでした。広大な領土を持つ帝国といえど、なんでもかんでも抱え込めるほどの力はありません。無理して限界まで頑張ろうとすれば余力がなくなり、不意になにかが起きた際に身動きが取れなくなってしまいます。先の北部地域で起きた地震や噴火のように、予期せぬ事はいつでも起こるものです。私は、それが怖かった。

　本当に支援が必要な人に、手を差し伸べることができないことが。

　だからたとえ可能であったとしても無理に魔王領に進出しませんでした。

　そのことがいま帝都を囲む者たちを失望させ、繫つなぎ止めておくことができなかったとしたら、それは私の不徳なのでしょう。或あるいはもう、私という存在は必要ないのだという天の意思なのかも知れません』

「っ！　姉上、なにを!?」

　ジャンヌが見つめる先で、映像のマリアは手近にあった椅子を手すりの近くにまで運ぶと、それを踏み台にして、なんと手すりの上に立ったのだった。もはやジャンヌは言葉すら出せなかった。わずかに身体からだを傾ければマリアは真っ逆さまに落下するだろう。

　風を受けてはためくドレスのスカートが、その不安定さを物語っていた。







「これはまずいか……」

　その光景をジャモーナ城塞前のフウガ軍陣営で見ていたハシムが思わず呟つぶやいた。

「いかがされたハシム殿？」

　その呟きを耳にしたガテンが尋ねると、ハシムは険しい顔で言った。

「ガテン殿、それに他の方々も。いますぐ全軍に戦闘準備をさせてください」

「なぜです？　帝都はいまにも陥落しそうですが？」

「マリアは死ぬつもりかもしれません」

　ハシムは手すりに立つマリアを睨にらみながら言った。

「いま、この場でマリアが命を絶てば、ジャモーナ城塞の帝国軍は修羅になるおそれがあります。仇かたき討うちと称して襲いかかり、殉死覚悟で突貫してくる。……まともに受ければ相当な被害が出るでしょう」

　ハシムの予測では、帝都を包囲されたマリアは必ず降伏すると思っていた。

　帝都が燃やされ民が蹂じゆう躙りんされることにお優しいマリアは耐えられないだろう、きっと民のためならばと自分の命を差し出すはずと、彼女の優しさまで計算していたのだ。

　しかし、放送を通して全国民が観ている前で命を絶たれると話は変わってくる。

　放送を観ていたマリアの支持者たちすべてが修羅となるおそれがある。

　ジャモーナ城塞にいる帝国軍はもちろん、民の一人一人にいたるまで、フウガのことを憎むだろう。反乱は頻発し、戦後の統治はとても難しいものになるだろう。

（嫌がらせとしては最も効果的だ。マリア・ユーフォリア）

『もう……帝国の女皇という立場も必要ないのかもしれません。この肩書きが、私という存在自体が、このような戦を呼んでしまうのならば、私は……この身を捨てましょう』

　ハシムが睨む中で、マリアはそう語った。







「誰か！　傍そばに姉上を止める者は居ないのか！」

　マリアは死ぬ気だ。そう悟ったジャンヌは祈るような気持ちで叫んだ。

　誰でもいいから姉上を手すりから下ろしてくれ。そう祈った。

　しかし放送のマリアは穏やかな顔で言った。

『この帝国に住まう人々が傷つかずに済むのなら、私はこの身を捧ささげるつもりです。それはこれまでも、これからも変わりません。それが帝国の女皇としての私のあり方です。どうか皆様が、これからも健やかで居られますように』

　そう言うとマリアはゆっくりと身体を後ろに傾けていった。ジャンヌたちにはその姿が、実際よりもはるかにスローモーションに見えた。傾き、重力に引かれていくマリアの華きや奢しやな身体。それが映像から消えたとき、ジャンヌは絶叫をしていた。

「嫌あああああ!!」
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　身体が落ちていく。耳元で風が唸うなり、体内から引っ張られるような感じがする。

（ああ……存外、気持ち悪いものですね）

　落下しながら、マリアはなぜか冷静にそんなことを考えていた。

　女皇になってから辛つらいことはいくつもあった。

　くたくたになって眠った夜もあった。

　プレッシャーに押し潰されそうになり、過度な称賛と過度な怨えん嗟さを受けて食事を胃が受け付けず、吐いた日もあった。そんなときは、ふと、政務室のバルコニーから飛び降りてしまいたいという衝動に駆られる日もあった。

　もっともこれまでは実行に移すことはなかったが、いざ実行に移してみるとこんなにも気持ちが悪いものだということをマリアは初めて理解した。

　あと数秒もすれば自分の身体は地面に叩たたき付けられ、赤い血を撒まき散らすことになるというのにもかかわらず、マリアはどこか他ひ人と事ごとのように思っていた。

　おそらく、アミドニア戦でソーマが陥った心理状態と似たようなものなのだろう。

　自分の役割を理解してしまい、命の重さを感じられなくなっているのだ。それでも、マリアの持つ命の重さは、地面との距離を着実に縮めていっている。

「もし失敗したとしても……それはそれで……」

　マリアはそう呟き、瞳を閉じた。

「させるかぁ！」

　マリアは身体に横から衝撃を感じ、目を開けると、すぐ近くにフリードニア国王ソーマの顔があった。目が合ったソーマは一瞬安あん堵どの表情を浮かべた後で、一転怒り顔になると、自分のおでこをマリアのおでこにゴチンッとぶつけてきた。

「あイタッ」

　頭突きと形容すべきその一撃に、マリアは涙目になりながら痛む額を押さえた。

　そこでようやく自分がいまソーマに抱きかかえられていて、二人で黒いウネウネした巨大生物に乗っているということに気が付いた。

　この巨大生物はおそらく話に聞いていた龍の妃きさきナデンなのだろう。

　そしてマリアを抱きかかえていることで手が離せなかったから、ソーマは頭突きをしたのだろう。そうマリアは理解した。

「飛び降りるなんて筋書き、聞いてないぞ！」

　そんなマリアにソーマは怒りと呆あきれを混ぜたような顔で言った。

　そんなソーマの顔を見て、マリアはキョトンとしたあと困惑したように言った。

「あっ……その……ごめんなさい」

「……はあ。まあ無事で良かった……ホントに良かった」

　脱力した様子で言うソーマに、マリアはようやく死の恐怖が湧き上がってきた。

　飛び降りるときではなく、落下して死ぬ間際でもなく、死から解放されたあとにその恐怖を感じるというのも変ではあるが。

　マリアはソーマの首に腕を回してギュウと抱きついた。

「こ、怖かった～」

　マリアの口から本音が零こぼれると、ソーマは溜ため息いきを吐ついた。

「当たり前だ……ナデン、上まで運んでくれ」

『あ、えっと、合点承知』

　ソーマはナデンに上昇を指示すると、腕の中のマリアに優しく語りかけた。

「もうアドリブは沢山です。ここからは予定どおり俺が引き継ぎます」

「……はい。お願いします」

　目に涙を溜ため、首筋あたりに顔を埋うずめて言うマリア。

　ソーマは彼女を抱きしめる腕に力を込めた。




【落花流水】②男女の慕い合いのこと。花を男に、水を女にたとえて、水の流れに身をまかせたいと男が願えば、落花を浮かべたいと女も思うようになるという意から。（学研教育出版　四字熟語辞典）
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「そんな……姉上……」

　マリアが飛び降りる姿を目の当たりにしたジャンヌは膝から崩れ落ちた。

　マリアの背後に映っていた景色は、ジャンヌのよく知る政務室から出られるバルコニーのものだった。その場所を、その高さを知っていたジャンヌは姉の死を確信してしまったのだ。一方で、ギュンターはいまだその映像を呆ぼう然ぜんと観みていた。すると、

「っ!?　なんだ!?」

　ギュンターの口からそんな言葉が漏れた。

　その不思議な反応に、ジャンヌは蒼そう白はく気味の顔を上げてギュンターを見た。

「ギュンター殿？」

「いま、映像でなにやら黒く大きなものが通過しました」

「黒いもの？」

　ジャンヌがギュンターが指差す先の水球を見つめる。

　そこにはマリアが居なくなったあとの帝都ヴァロアの空が映っていた。すると、その映像の下のほうから不意に黒くウネウネとした生物が昇ってきた。

　竜ドラゴンのようで竜ドラゴンでないその生物を見て、ジャンヌは目を見開いた。

（知ってる。アレは……だとしたら……）

　ジャンヌの頭が答えを出すよりも早く、その黒い生き物の背から飛び降りた人物が、黒いマントをはためかせながらバルコニーに降り立った。

　その腕の中には落下したはずのマリアが横抱きに抱えられていた。

「姉上っ！」

　ジャンヌは思わず城壁の縁から身を乗り出した。目を凝らして見るが、マリアに外傷のようなものは見当たらなかった。そんなマリアは抱きかかえている人物の首にその細くしなやかな腕を絡ませていた。ジャンヌはそのよく知る人物の名を口にした。

「ソーマ殿」

　映っていたのはフリードニア国王ソーマ・Ａアミドニア・エルフリーデンだった。

　ソーマはマリアを「よいしょ」と抱きかかえ直すと、マリアは落ちないようにソーマの首に巻いた腕にギュッと力を込めた。

　その仕草で、今度こそ映像を観ている者すべてがマリアの生存を理解した。今度は帝国軍側から歓声が上がり、大虎王国軍側が沈黙する番だった。

　そして映像のソーマは抱きかかえたマリアに語りかけた。

『帝国の気高き女皇マリア殿。この時代に貴女あなたが必要ない、などということは絶対にない。その証拠に、我々は貴女の危機を知り、大陸の反対側からはせ参じたのだから』

　やや芝居がかった言い回しだったが、それがかえって観ていた帝国の人々に安堵と歓喜をもたらした。そんな反応など見えていないだろうソーマは、正面を向くと、この映像を観ているすべての者たちに告げるように口を開いた。

『聞け！　グラン・ケイオス帝国ならびにハーン大虎王国の将兵たちよ！　我らフリードニア王国をはじめとする海洋同盟の三国は、大虎王国による、帝国へのこれ以上の侵攻を食い止めるべく武力介入を開始する！』
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「ここで登場か、鈍亀！」

　同時刻。帝都ヴァロアを包囲しているフウガ軍の本陣では、フウガがギラついた目で映像を睨んでいた。その目つきとは裏腹に、その声は弾んでいた。さながら映画がクライマックスに差し掛かり、盛り上がってきたのを喜んでいるという様だった。

　一方で、驚きと怒りを露あらわにしていたのがルミエールだった。

「フリードニア王!?　なぜここに!?　なぜこのタイミングで!?」

　このタイミング……その言葉にフウガは引っかかりを覚えた。

　たしかにソーマの登場はこれ以上ないくらいできすぎたタイミングだった。マリアがバルコニーから飛び降りた瞬間に現れ、その命を救いつつ颯さつ爽そうと登場する。

　この放送はハシムの策のために帝国全土に流れるようにしていた。マリアを敬愛する帝国民たちは彼女を救ってくれたソーマに、いまごろ感謝の涙を流しているだろう。

　しかし、フウガにはそこに微かすかな違和感があった。

　もしこの一連の流れがすべてソーマの筋書き通りだとするなら、彼らしくないのだ。

　ソーマなら助けるつもりがあったとしても、マリアに身投げなどはさせないだろう。ソーマにしてみれば、万が一、受け止めそこなったらと考えたら恐怖でしかない。

　あの慎重な男がマリアにそんな危険なことなどさせるわけがない。

（だとすると、この筋書きを考えたのは別の人物ということになる……）

　黒衣の宰相ハクヤや、最近加わったユリウスならば提案するかもしれない。

　しかし二人はソーマの配下だ。いくら仲間を信頼して仕事を任せることが得意なソーマといえど、このような危険な策はさすがに却下するだろう。

　だとすれば誰が……と、フウガが考えたときだ。

『お前は甘く見すぎじゃないか？　マリア・ユーフォリアを』

　不意にフウガの頭の中に、あの日のソーマの言葉が蘇よみがえった。

（っ!?　そうか！　そういうことか！）

　フウガは地面をダンッと踏みならした。

「やってくれたな！　マリア・ユーフォリア！」

　フウガがそう口にしたとき、彼らが見つめる先のヴァロア城の上空で、フリードニア国軍の飛竜ワイバーン騎兵隊に運ばれ、投下された、竜挺兵ドラトルーパーの落下傘が一斉に花開いた。

　フワリと綿毛のように漂う無数の落下傘は城の中へと舞い降りたのだった。
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「くっ……最悪だな」

　さらに同時刻。ジャモーナ城塞前のフウガ軍本陣の中に居たハシムは苦虫を嚙かみ潰したような顔をしていた。彼は即座にいまの状況を把握できた数少ない人物だった。

　そんなハシムをガテンが怪け訝げんそうな顔で見ていた。

「なにをそんなに険しい顔をしているのです、参謀殿？　見たところ援兵として現れた兵は多くなさそうだし……フウガ様ならソーマと援兵ごと打ち破ってしまわれるのでは？」

「……そんなに単純な話なわけがないだろう」

　ハシムは首を横に振った。

「ソーマはフリードニア王国軍としてだけではなく、海洋同盟として武力介入すると言ったのだ。つまりトルギス共和国と九く頭ず龍りゆう諸島王国もこの戦に本格的に参戦してくるということだ。あそこに現れた兵はたしかに少なく見えるが、それとは比べものにならないほど多くの兵が、それもこの大陸全土で動いているということになる」

「それは……恐怖ですな」

　やっとその意味を理解したガテンが息を吞のんだ。

　ソーマが姿を現した時点で、すでに各地の軍が動き出しているだろうことは想像に難くない。そしてそれは、これから、あの映像のソーマの口から語られるのだろうとハシムは確信していた。大虎王国軍の士気を挫くじくために、自分だったらそうするからだ。

　そしてその予想どおり、映像のソーマは口を開いた。

『今回、ここに現れた私もまた駒の一つに過ぎない。各地の軍の差配は王国に残っている黒衣の宰相ハクヤに一任している。これより、彼から教えられている各地の状況について説明させてもらおう。これを聞いて尚なお、継戦を望むなら、そのときは……』




　―――受けて立つ。




　ソーマはそうハッキリと言い切ったのだった。
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　同時刻。ゼムの南端部にある城壁都市。

「な、なんだあれは！」

　城壁の上から南側を見張っていた傭よう兵へいの一人が声を上げた。

　見ればトルギス共和国との国境となっている山がなにやら蠢うごめいているのだ。

　遠目にも木々が倒されているように見える。雪崩かとも思ったが、まだそこまで雪が降り積もるような季節でもなく、また蠢くものが〝茶色く〟ゆっくりであったことから、これはただ事ではないと兵士は判断した。

　急いで遠眼鏡を用意して確認すると、蠢いていたものは数千頭は居ようかというヌーマス（毛長のマンモスのような生物）の群れだった。

　トルギス共和国で多く飼育されている騎獣である。

「共和国軍だ！　共和国軍が攻めてくるぞ！」

　傭兵が声を上げると、他の傭兵たちが慌ただしく動き始めた。

　現在この城壁都市に詰めているのは八千ほどだ。ここはトルギス共和国からの侵攻を防ぐ一つ目の壁として建設された都市であるし、今現在は保有戦力の八割ほどをフウガ軍に援軍として派遣している状況下でも、それなりの兵が籠もっていた。

　しかし、それでも迫ってくる共和国の軍勢は多く見える。

　ヌーマスを数千頭も引き連れているということは、その近くには数万の共和国軍兵士が随伴していることだろう。この城壁都市をまとめる傭兵隊長は即座に命を下した。

「急ぎ、伝書クイにてフウガ軍に随伴している傭兵王モウメイ殿に連絡！　あのような大軍相手では抵抗も難しく、ゼムの奥深くまで攻め込まれるおそれがある！　急ぎ帰還してもらわねば取り返しがつかないぞ！」

「はっ！」

　命令を出し終えた後、傭兵隊長は共和国軍を睨にらんだ。

「場合によってはこの都市を放棄するよりほかないか。共和国軍は雪中での戦闘は強いが、落とした都市を維持する能力は弱い。補給線を伸ばさせたほうが叩たたきやすく、奪回もしやすかろう」

　そうしてゼムの傭兵たちが慌ただしく動き回っていた頃。

　ドドドドドドド！

　そんな城塞都市を見下ろせる山肌を数千頭のヌーマスたちが地響きを立てながら下っていた。ヌーマス騎兵。ソーマの居た世界で言えば戦象兵にあたる兵科だ。

　騎兵に比べて巨大で突破力がある一方、ライノサウルスよりは小さく小回りが利く。

　寒冷地仕様の生物のため雪も氷も踏み越える踏破力があるが、大陸の北へ行き気温が高くなるほど弱体化するのが欠点だった。

　そんなヌーマス騎兵には雪原の五種族を中心とした獣人族の兵五万が随伴していた。

　これが共和国元首クー・タイセー率いる共和国軍の全容だった。

　そんな共和国軍の先頭を行くヌーマスの上で、クーは声を張り上げた。

「ウッキャッキャ！　さあ、そろそろ音も届く距離だ！　楽隊！　派手に頼むぜ！」

　ジャーン、ジャーン、ジャーン♪

　クーの号令に、先頭集団のヌーマスの上に設置された神み輿こしに乗った楽隊が楽器を搔かき鳴らし始めた。調和などは度外視で、爆音を響かせている。

　ヌーマスの起こす地響きに負けぬよう、なるべく派手に、共和国軍の威容を伝えるように搔き鳴らせというのがクーの指示だった。

「うぅ……五う月る蠅さいです……」

　すると、クーと同じ神輿に乗っていた彼の第二夫人レポリナが自身のウサギ耳を押さえていた。事前にクーから作戦は聞かされていたため耳栓は用意していたのだが、それでも種族としてなまじ耳が良いためこの爆音が辛つらいらしい。

　するとクーはレポリナの頭が自分の胸元に来るように抱き寄せた。

「うわっ……クー様？」

「こうしねぇとオイラの声が聞こえないだろう？」

「あうぅ……」

　抱き寄せられながら耳元で囁ささやかれて、レポリナの顔は真っ赤になっていた。

「……進軍中になにイチャイチャしてるんですか」

　すると、いつの間にやら神輿の端に腰掛けていた配下の将ニケ・チマが、呆あきれたような顔で言った。身体能力の高さで跳び乗ったようだ。

　見られていることに慌てたレポリナは身体からだを起こそうとするが、クーはレポリナを離さず気にした様子もなくウキャキャと笑い飛ばした。

「良いだろ～。お前もそろそろ嫁をもらったらどうだ？」

「はいはいうらやましいかぎりですよ。国に帰れば可愛かわいいタル夫人も居ますし」
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　ニケが気持ちのこもっていない声で言うと、クーは苦笑した。

「よく言うぜ。国じゃお前のほうがモテモテじゃねぇか。選より取どり見み取どりだろ？」

　東方諸国連合で美少年の槍やり使いだともてはやされていたニケだけあって、共和国に来てからは種族を問わずに様々な女性たちから好意の目を向けられていた。

　それを見たクーが思わず嫉妬顔になり、それを妻のタルとレポリナに見み咎とがめられて、タルからは無表情で滾こん々こんと、レポリナからは涙目で延々とお説教を喰くらったという。

　二人の妻たちも王国でしっかりと夫を尻に敷く方法を学んでいたようだった。

　するとニケは肩をすくめた。

「……僕はアプローチをかけられるより、かけるほうが好きです。気立てが良くて凜りんとした人が居れば良いんですけどね……ムツミ姉さんみたいな」

　そんなニケの言いぐさに、今度はクーが呆れる番だった。

「お前みたいなの、兄貴の世界ではシスコンって言うらしいぜ？」

「なんですか、それは？　称号ですか？」

「……いや、いい。それより、こっからのことはわかっているだろうな？」

　クーが共和国元首の顔になって言うと、ニケも真面目な顔にあらためた。

「はい。このまま威圧しつつあの都市に迫るんですよね？　なるべく派手に」

「ああ。ゼムの総兵数は十万ほどだが、そのうちのほとんどがいまはフウガ軍への援兵に出払っている。フリードニアとの国境沿いにも兵を用意しておく必要を考えると、あの都市は防衛拠点とはいえ、詰めてる兵は一万にも満たないだろう」

「だからこそ、容た易やすく踏み潰せるぞと威嚇して、敵を撤退させるのですよね。敵が賢明ならば無駄な抵抗はせずに、防衛線を下げて戦力を集中させると」

「まあな」

　クーはクククと意地悪な笑い方をした。

「兄貴のとこの宰相殿からの指示はあくまでも威嚇行動だ。あそこの敵さんが、本国が襲われているってことを、フウガ軍に援兵に出している傭兵たちに伝えてくれれば、傭兵たちは浮き足立ち、帰国を願うだろう。俺たちの役割はそれで完了だ」

「それじゃあ無理して攻める必要もないのでは？」

「なに言ってんだ。折角なんだから行きがけの駄賃に都市の一つや二つくらいもらってもバチは当たらないぜ」

　クーは子供の頃と変わらない無邪気な笑顔で言った。

「奪った都市にタルも呼んで難攻不落の都市に改造しちまおうぜ。いろいろ案があったんだが共和国内の都市だと反発されるだろうって諦めてたんだ。でも、敵から奪った都市なら自由に造り替えてもそこまで文句は言われないだろうしな。ここら一帯は農業生産力も期待できるし……そうだ！　穿孔機ドリルでこの山にもトンネル掘って共和国と繫つなげちまおう！　そうすれば補給線を維持しやすくなるしな！」

　クーが無邪気な顔はしていても、着々と戦後の統治を考えていることにニケは目を見開いた。どんなに能天気っぽく見えても、目の前にいるクーは一国を背負って立つにふさわしい男であり、自分はこの男に仕えているのだと実感したのだ。

　ニケは槍を握る手に自然と力がこもるのを感じた。

「……まあ、良いんじゃないですか」

　それを顔に出すのはなんだか悔しい気がして、あえて飄ひよう々ひようとした体ていで答えた。

「僕ももうちょっと寒さが厳しくない場所がほしいですし。あの都市などちょうど良いでしょう」

「おう。もし、あの都市の傭兵たちが抵抗してくるようなら、そのときはお前の武勇を頼みにしてるぜ。一緒に城壁を駆け上って蹴散らしてやろうぜ」

「クー様も前線に出る気ですか？　いい加減にしないとまたタル様に怒られますよ？」

「ウッキャッキャ！　タルには内緒にしといてくれや！」

　二人が和やかにそんなことを言い合う一方で、

「もう！　お二人とも、私を放って話し込まないでください！」

　恥ずかしい格好のまま放置されていたレポリナが抗議の声を上げたのだった。
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　さらに同時刻。大虎王国の東の端。

　海岸線沿いに建設された港湾都市の沖合に無数の船団が姿を現した。

　海竜シードラゴン類やツノドルドンに牽ひかれた大小様々な艦船は、九く頭ず龍りゆう諸島王国の艦隊だった。

　諸島王国では海戦の変化に対応すべく、これまでの木造船に鉄を貼り付けた鉄甲船と同時に、フリードニア王国の協力を得て、アルベルトⅡのような大型大砲や対空連れん弩ど砲ほうを積める鋼鉄の戦艦も配備するようになった。

　ちなみにシャボンはソーマに「島型空母も欲しいです。お金はちゃんと払いますから譲っていただけませんか」と持ちかけたが、さすがにこれは却下されている。

　ただシャボンはクーの交渉術を見習い、ソーマたちが舌を巻くほど粘った結果、新造空母が充実し退役艦が出たら譲り渡すという言質はとっていた。

　シャボンはいままさに、女王としてしたたかに成長しているところだった。

　そんな諸島王国の艦隊の中でも一際大きく立派な戦艦『真龍王丸』の艦橋に、九頭龍女王シャボンは居た。

「……いくらなんでも無防備が過ぎるでしょう。フウガ殿の留守に海から攻められるということを想定していなかったのでしょうか？」

　突如現れた諸島王国艦隊に港湾都市の兵士たちが右往左往しているのを見て、シャボンが呆れたように隣に立つ王配であり、また宰相でもあるキシュンに言った。

　そんなキシュンはシャボンの問いかけに「仕方ないでしょう」と答えた。

「フウガ殿は草原の民にして陸戦の覇者。海から敵に攻められたことがないのですから、危機感の持ちようがないのでしょう。おそらく港湾都市の統治は臣従した旧領主などに丸投げしていたでしょうし」

「ソーマ殿の言っていたとおり、ということですか」

　ソーマはこの二年の間に、シャボンにシー・パワーの重要性と、フウガにはその重要性を理解できないだろうということを教えていた。

　これはこの大陸においてシー・パワーの重要性を正しく認識できる国が、フリードニア王国の他は諸島王国とグラン・ケイオス帝国くらいだろうと思われたからだ。

　そして地勢上、もっとも重要性を認識し、かつ増強できる諸島王国のシャボンには敢あえて詳しく教えていたのだ。

　秘匿することで王国の海軍戦力を他国に追随を許さない絶対的なものにもできただろうが、そうなれば他国の反発を呼ぶだろうし、海洋同盟の関係も瓦解するだろう。諸島王国が敵対的になり、海賊行為を行われるようになれば厄介極まりないことになる。

　それよりは最初からキチンと教えておいて、利益を調整したほうがいいというのがソーマとハクヤの判断だった。王国艦隊のみで絶対的な存在にならなくても、海洋同盟として最強艦隊を有していれば、海の安定を保てるだろうと判断したのだ。

　するとシャボンは女王らしく不敵に笑った。

　子供を二人も産んだシャボンの貫かん禄ろくはジュナやエクセルに迫りつつある。

「ならば、教えてあげなければなりませんね。海の戦のなんたるかを」

「御意。即断即決の重要性を教導しましょう」

　キシュンがそう頷うなずくと、シャボンは手を港湾都市に向けた。

「予定どおり、攻撃目標の第一弾は港に設置された砲台群。第二弾は停泊中の軍艦。出てこられる前に無力化してしまいましょう。全艦、撃ちぃ方はじめ」

「了解。全艦、撃ちぃ方はじめ！」

　ズドーンッ！

　シャボンとキシュンの号令のもと、真龍王丸の主砲が爆音と共に放たれた。

　それを合図に艦隊のすべての艦船が、大砲や狛はく砲ほうなど火薬兵器から砲弾を撃ち出した。艦隊から放たれた無数の砲弾は、港の入り口を護まもるように建造された砲台に吸い込まれるように叩き込まれた。弾着と同時に爆発するような砲弾ではなく、純粋な運動エネルギーのみの砲弾のため、派手な火柱や煙などは上がらなかった。

　しかし砲台に設置された建造物がボロボロになって崩れ落ちた様子から、砲台が無力化されたことは誰の目にも明らかだった。その頃になってようやく大虎王国の兵士たちは迎撃のためか、或あるいは退避のためか艦船を港から出そうとしていた。

「遅いですね。練度が足りていません」

　シャボンが砲撃の継続を命じると、真龍王丸の主砲が再び火を噴いた。

　放たれたその砲弾は、敵の旗艦と思われる一際大きな戦艦の艦橋に叩き込まれた。遠目にもハッキリと、さながら塔が倒壊したかのように艦橋が崩れ落ちるのが見える。
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　シャボンは満足そうに頷いた。

「お見事です。うちの砲術員は優秀ですね」

「はい。彼らとは練度が違いますから。……さて、シャボン様。王国の宰相殿の指示はこの地に集まっているであろう『フウガ軍の軍用艦船の破壊』でしたね？」

　キシュンがそう尋ねると、シャボンは頷いた。

「ええ。それと工こう廠しようで建造中の軍艦の破壊です。シー・パワーは理解できなくとも、我ら海洋同盟に海を押さえられていることを、フウガ殿やハシム殿は面白く思っていないはず。だからおそらく東の海岸線の港湾都市で、艦隊の建造を進めているはず。これを破壊ないしは拿だ捕ほするようにとの指示です」

「この都市は奪わなくてよろしいので？」

「陸続きですからね。フウガ殿が戻ってくれば維持は難しいでしょう」

　シャボンは肩をすくめたあとで西の方を指差した。

「それよりも、この都市はフウガ殿の故郷の草原地帯に近いですから、この都市が脅かされたとなれば……」

「なるほど。フウガ軍の古参を動揺させるには十分ですな」

　キシュンは感心したように唸うなった。

「それでどうします？　無力化後は、占領しないまでも貯蔵庫などを襲いますか？」

「……いいえ。あまりフウガ殿を支持する人々の恨みを買いすぎるのは得策ではないとのことです。襲われたのが軍事基地だけならば、軍と一般市民との間に感情の温度差をつけることができます。平等に被害を与えては相手を結束させてしまいますからね」

「そうですね」

「人々が飢えないよう、糧食などには手を付けないほうが良いでしょう。もちろん一般市民への略奪行為はすべて禁じます。皆にもそう厳命してください」

「はっ。承知しました」

「ですが……」

　シャボンはペロッと舌を出すと、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「基地に貯ため込んでいるだろう武器・弾薬などは根こそぎいただいていきましょう。建造中の軍艦や、戦闘力を失った軍艦も引っ張って持ち帰りたいですね。建造のための機材なんかも一切合切」

　そんなことを言うシャボンに、キシュンは一瞬キョトンとしたあとで苦笑した。

「……シャボン様もえげつないことをなさるようになりましたね」

「幻滅しましたか？」

「いいえ、頼もしいです」

「フフフ、なら良かったです。シャランとシャロンにも良いお土産ができそうです」

「子供たちに戦艦でもプレゼントするつもりですか……」

　キシュンはやれやれと肩を落とした。

　二人の子供のシャラン姫とシャロン王子は、いまは双子島の統治を任せている先代九頭龍王シャナのもとに預けて面倒を見てもらっていた。厳いかつい顔の先代王も孫二人にはデレデレで、完全にイクメン化していてシャボンたちに苦笑されていた。

　するとシャボンはパンパンと手を叩たたいた。

「さあ、海賊の島の艦隊らしく、いただけるものはいただいていきましょう」

　女王となり、二児の母となったシャボンはとても頼もしかった。
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　さらにさらに同時刻。傭よう兵へい国家ゼムや大虎王国東の港湾都市が混乱していた頃。

　ルナリア正教皇国も大混乱に包まれていた。

　フリードニア王国との国境線にフリードニア国防軍三万が姿を現したからだ。

　恐怖に怯おびえた人々が悲鳴を上げて逃げ惑い、国境線に近い都市や村からは人ひと気けが消えた。皆、王国軍を怖おそれて逃げ出し、聖都ユムエンに難民のように押しかけたからだ。

　聖都ユムエンでも避難民への対処に逐おわれ、国境線に防備のために残していた軍を送ることも難しい状況に置かれた。

「………」

　一方で、その混乱の元凶である国防陸軍を中心とする三万のフリードニア国防軍は国境線を越えようとはせず、また魔法の一発、矢の一つも打ち込むことなく沈黙していた。

　まるで「ただ通りかかっただけだ」とでも言うかのように、正教皇国の者たちに姿を見せるために勢せい揃ぞろいしているだけだった。それなのに正教皇国の人々を恐怖させ、大混乱に陥らせたのはこの軍を率いている将のせいだった。

　逃げ惑う人々は口々にこう叫んでいた。

「ユ、ユリウスだ！　ユリウスが出たぞぉ！」

「あの流血公子のユリウスが!?　は、早く逃げなければ！」

　正教皇国の一般市民から下級兵士に至るまで、ユリウス来きたるの報告に動揺し、上へ下への大騒動となり、取るものも取りあえず逃げ出す者が続出した。さながら山の中でヒグマに遭遇したかのような怖れっぷりだった。

「………」

　そんな大混乱の正教皇国の様子を、ユリウスは国防軍の本陣からなんとも言えない表情で眺めていた。苦虫を嚙かみ潰したような……というよりは、諦めに似た境地で遠い目をしている感じだった。すると……。

「正教皇国から随分と怖がられているようですなぁ。ユリウス殿は」

　後ろからそんな暢のん気きな声が掛けられた。

　ユリウスがゆっくりと振り返ると、そこには甲かつ冑ちゆう姿のミオ・カーマインが立っていた。国防陸軍主体で軍を動かすということもあり、陸軍の将兵たちに顔が利くミオが招しよう聘へいされ、ユリウスの副将として付けられたのだった。

　ちなみにこの命令を受けたとき、ミオと彼女の婚約者のコルベールは、

『久々に武人として働ける機会！　是非参加させていただかねば！』

『ちょっとミオ殿！　カーマイン領のことはどうするのですか！』

『ビー殿にすべてお任せします！　私の、愛する、婚約者に！』

『婚約者って労働奴隷って意味でしたっけ？』

『愛の奴隷である、みたいな言葉はよく聞きますね』

『いや全然うまいこと言えてませんからね！』

　……と、そんな会話をしていたとか。

　そんなミオをユリウスは死んだ魚のような目で見た。

「……ミオ殿か」

「うわっ、いつにもなく顔が死んでるじゃないですか。どうしたんです？」

「……いやなに、未熟だった頃の自分の所業をあらためて突きつけられるというのは、なかなかに心にくる……ということを痛感しているところだ」

　ユリウスはふぅと息を吐くと、ルナリア正教皇国のほうを見た。

「私が亡き父の跡を継ぎ、アミドニア公王に就いていた頃のことだ。正教皇国に煽あおられ反乱を起こした公国内の正教徒たちを、私は徹底的に弾圧したことがある。その悪評が正教皇国にも伝わっているのだろう」

「ああ……だからあのように怖れたのですね」

　納得したとばかりにミオはポンと手を叩いた。ユリウスは溜ため息いきを吐ついた。

「あのときはそうするしかないと思っていたし、いまも私の選択が誤りだったとは思っていないが……ただ、ティアの顔がチラついてな。私が踏みにじった者たちが流した血を見て悲しい顔をする姿を想像してしまう」

「……そうかもしれません。ですが、それだけではないでしょう？」

　ミオは敢えて笑みを浮かべると、ユリウスの背中をバシッと叩いた。

「ティア殿は天てん真しん爛らん漫まんに見えますが、あれでなかなか肝が据わっている御お方かたです。貴殿の悪評を知ったとて、受け入れ、懐に抱き留めてくれる度量を持っています。ただ悲しむだけの女性ではありません」

「ミオ殿……ふっ」

　そこでユリウスはようやく表情を緩めた。

「まさかかつてやり合ったカーマイン家のご息女にそう言ってもらえるとはな……」

「まぁときに清濁併あわせ吞のむ必要があるのが軍人だ、って父上にも言われてましたから。反乱を起こした者たちを放置すれば、また別の誰かが傷ついたかもしれませんし、貴殿の行いもただ悪と断罪されるべきものというわけでもないでしょう。それにほら、貴殿のその悪評のおかげで、我らは戦わずして正教皇国を混乱させられるわけですし」

「……使えるものなら悪評でも使うか。宰相もえげつないことを考える」
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　ユリウスに三万の兵を率いさせて正教皇国の国境線に立たせたのはハクヤの指示だった。かつてのユリウスが行った正教徒への弾圧を考えれば、これだけで正教皇国の人々を震しん撼かんさせるのに十分だと判断したのだ。

　だからこの三万の兵たちは正教皇国へ攻め込まないよう厳命されている。

　攻め込む必要がないからこそ、ユリウスの護衛として配備したミオなど一部の軍人を除けば、ハリボテ同然の弱兵によって構成されていた。

　するとミオは首を傾かしげた。

「ですが、本当に攻め込まなくていいのですか？　共和国は南から、諸島王国は東から、我らはこの南東から攻め込み、陛下率いる部隊が海路を使って西から帝国に合流するという四路侵攻の構えですよね？　そのすべてが本気で攻めかかればフウガ軍を壊滅させられるのでは？」

「……それをすると泥沼になるのさ」

　ユリウスは腕組みをしながら思案顔になった。

「フウガが帝国を滅ぼす寸前の状況で、海洋同盟が本気になって攻めかかればフウガ軍に壊滅的な被害を与えることになるだろう。しかし、それをすればソーマはフウガ支持派の人々から酷ひどく恨まれることになる。フウガの妹を娶めとりながら、兄であるフウガの夢を邪魔した最低な人物としてな」

「随分勝手な言いぐさですね。自分たちだってマリア殿の夢を壊したのでしょうに」

「まあ人とはそういうものだ。フウガやハシムも王国は非道だと喧けん伝でんすることだろう。そうなればあとはもう泥沼の戦いになる。どちらかの勢力を滅ぼしきるまでの戦いだ。もっともハシムなどは、ソーマはそのような愚はおかさないだろうと考えて、全戦力を対帝国戦に持っていったのだろうがな……」

「なるほど……」

　するとユリウスは腕を下ろして溜息を吐いた。

「黒衣の宰相にとってはここからが正念場といったところだろう」
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「この戦いに必要なのは勝利ではありません。いえ、むしろ不要です」

　その頃王都パルナムの城の中では、宰相ハクヤが広げられた大陸の地図を前に、トモエ・イチハ・ユリガという三人の生徒に今回の作戦の説明を行っていた。

「フウガ殿の帝国攻略を阻み、大損害を与えてしまっては、フウガ殿を英雄視する人々の恨みを買うことになります。そうなればいくら都市を攻略したとしても統治は安定せず、フウガ殿が出てくれば奪い返されます。そしてそのままフウガ殿に攻め込まれないためには、海洋同盟は常にフウガ殿の居ない地域へ出兵せざるをえず、その地もフウガ殿が出てくれば奪い返されるというイタチごっこを繰り返すことになるのです」

　それはさながら三国時代の末期の様相だった。

　圧倒的な人口と国力を有している魏ぎに滅ぼされないためには、蜀しよくと呉ごは互いに交互に魏に攻め込んで、その軍勢を東西に振り回すしかなかった。諸しよ葛かつ亮りようも姜きよう維いも蜀の国力が乏しいにもかかわらず北伐を続けたのはそのためだったという見方もある。

「そうなればもう泥沼です。時代は停滞し、どの勢力も消耗することでしょう。もしそんなときに魔王領から魔ま浪なみでも来ようものなら、どの国ももう勢力を立て直すことはできません。真っ先に攻撃を受ける大虎王国はもちろん、消耗した王国も帝国も新たに発生する難民を受け入れつつの防衛戦など不可能だからです。我々は……フウガ殿に勝利したという印象を人々に与えてはならないのです」

「だから、ハクヤ先生は各方面に都市攻略の指示は出さなかったのですね？」

　イチハが問いかけるとハクヤは「そのとおりです」と頷うなずいた。

「都市の一つくらいなら良いかもしれませんが、さらに多くを得ようとしては、フウガ殿に勝利したという印象を人々に与えてしまいます。我々が目指すべきこの戦いの着地点はフウガ軍の惜勝。言うなれば『フウガ殿の判定勝ち』です」

　ハクヤは地図上の帝国を指差した。

「大虎王国がいま一番欲しかったのは帝国が抱える官僚集団。大国を経営するノウハウを持った者たちです。それさえ手に入るなら広大な帝国という土地自体はオマケです。

　だからこそ、内通者を使って一気に帝都に迫り、マリア殿に降伏を促したのでしょう。

　むしろ彼らにすれば、いまマリア殿に死なれるのはまずいのです。

　いま彼女に死なれては、彼女を支持する人々の怒りを買い、新たに加わった帝国の統治もままならず、官僚集団を得ても大虎王国に振り分ける余裕もなくなります。

　帝都の民を人質にしてマリア殿に降伏してもらいたかったのです。

　しかしマリア殿を知る私たちからすればそれは画餅と言わざるをえません。彼女は帝国の民のためなら降伏するより、自分の死を選んでしまうような人ですから」

「義あ兄に様さまもそう言ってましたね。マリアさんはそういう御方だと」

　トモエがそう言うとハクヤは頷いた。

「はい。そうなれば結局、フウガ殿たちも望むものは得られない。大虎王国も帝国もどちらも損をするだけの結果に終わったことでしょう」

「そう。だから私はソーマ殿に協力することにしたのよ」

　ユリガが腕組みをしながら、ポリポリと頰を搔かいた。

「お兄様には『ソーマ殿に嫁ぐからには、これからは王国の利益のために行動する』なんて啖たん呵かを切ったけど、どちらにも損になるようなことならしたくないし、できるかぎりどちらにも得になる道を選びたいと思ってる。その上で、ハクヤ先生の話を聞いて、私はいまお兄様が帝国を滅ぼしきるべきではないと思ったわ」

「ユリガちゃん……いいの？」

　トモエが心配そうに尋ねると、ユリガはコクリと頷いた。

「お兄様も学ぶべきなのよ。勝つだけじゃ得られないものもあるってことを」

「……或あるいは、両国が共倒れすることが、我らにとっては利なのかもしれません。帝国が滅ぼされ、大虎王国が混乱と不和の種を抱え込んだときこそ、海洋同盟の存在感がもっとも高まるでしょうから」

　ハクヤがそう言うと、トモエが目をパチクリとさせた。

「そんなっ……それだとマリアさんやジャンヌさんを見捨てることになります。義あ兄に様さまやハクヤ先生だって、これまで仲良くしてきた人たちじゃないですか」

「ええ。ですが、一国の宰相としてはそういう選択を迫られることもあります。ジャンヌ殿もそれがわかっていたからこそ『無理に助ける必要はない』と助けを拒絶してくれたのでしょう。私には……帝国をそのままの形で守り切る道が見み出いだせませんでした。それなのに、一個人の好意を優先して軍を動かし、戦争に介入させることなどできません」

「ハクヤ先生……」

　トモエが痛ましそうな顔をすると、ハクヤはフッと表情を緩めた。

「しかし陛下の一言によって、すべての前提条件が覆りました」

　ジャンヌに拒絶の言葉をもらったあの日。

『この国を守りながら、帝国を維持することなど不可能です。無理に両国を守ろうとすれば泥沼になるだけです。どれだけ考えても……望む答えにはたどり着けない』

　そう言って項うな垂だれるハクヤに対して、ソーマはこう言ったのだ。




　―――帝国を完全な形で残す必要はない。マリアは帝国の縮小を望んでいる。




　その言葉に、ハクヤは顔を上げて目を見開いた。ソーマは続けた。

『マリアは強大になりすぎた帝国を一身で支えている現状に疲弊している。いつか、穏やかな形で帝国を解体させたいとずっと願っていたんだ。そしてその本心を俺には語ってくれていたんだ。ゼムで直接会ったあのときにな』

『まさか、帝国の聖女が……そんなことを……』

『なあハクヤ。お前は帝国を維持することは不可能だと言ったが、維持しなくて良いならもう少し良い未来が選べるのじゃないか。なにせいまこの世界には「土地と人を求めているフウガ」と「土地と人を切り離したいと思っているマリア」の二人がいるんだ。お前なら、その利害を調整して、マリアやジャンヌを救うことができるんじゃないか？』

　そして場所を移し、そのための準備をハクヤに見せてソーマはこう言ったのだ。

『お前のその頭で、最善より、さらに最善最良の未来を描いてみせろ』
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　マリアを下ろしたソーマは、映像を観みている者たちに向かって言った。

『これが各地の戦況だ。いま帝国の西の港からは我がフリードニア王国軍十万が続々と上陸しているところだ。帝国の整備された交通網と、我が国の輸送力があれば二日ほどで帝都ヴァロアへと集結することだろう。それでもなお、継戦を望むと言うのならば、先にも言ったとおり我らが受けて立とう。そのことをよくよく考えた上で、判断されたし』

　ソーマがそう言うと、映像は搔き消えた。

　帝国全土に放送を通じてソーマの口から語られた各地の戦況。

　その一つ一つに歓喜の声を上げる者も居れば、焦燥にかられる者も居る。

　前者はマリアの支持者で、後者はフウガの支持者だった。

　そしてそれよりも圧倒的に多かったのが、本当に各地でそんなことが起こっているのだろうかと半信半疑になる者たちだった。

　しかしソーマ王という人物を、フリードニア王国という国を、海洋同盟という存在を正しく認識している者ほど、彼の言葉は真実であると察していた。

　ジャモーナ城塞前に居るフウガ軍の中でハシムが奥歯を嚙かみ締めていた。

「……ここまで深く関与してくるとはな」

「どうしますか？　ゼムと正教皇国の兵たちが帰国させろと騒いでいますが」

　ガテンにそう尋ねられ、ハシムはフンと鼻を鳴らした。

「帰りたい者は帰らせれば良い。警戒さえ怠らなければ、ジャモーナ城塞の帝国軍くらい大虎王国軍のみで相手できる。正教皇国やゼムの兵が〝勝手に〟撤退するなら、戦後にその責を追及できる」

　ニヤリと笑うハシムを見て、ガテンは首を傾げた。

「戦後……ですか？　もう戦後のことを考えて良いので」

「……今回の戦はここで仕舞いだ。念のために、フウガ様とはあらかじめ、海洋同盟が出てきたときの行動を取り決めてある。ソーマも黒衣も我らと本格的に戦をしようなどとは考えていないだろうからな。小競り合い以上の戦は起こらんだろう」

「ふむ……貴殿がそう言うなら、そうなのでしょうな」

　ガテンがそう言って肩をすくめると、ハシムはゼムと正教皇国の陣を睨にらんだ。

「フウガ様はソーマを『尻尾に無数の蛇を飼った、山よりデカい亀』だと言った。化け物だとは思ったが、化け物は英雄に討たれるのが運命。フウガ様ならば問題なく討ち取れると思ったが……英雄も、つぎはぎだらけでは武勲を上げられんか。身体からだのすべてを自身で動かせるようにならなければ、英雄は真の英雄とはなれないのだろう」

　そして不敵な笑みを浮かべるハシムを見て、ガテンは正教皇国とゼムに血の雨が降るだろうことを理解して、柄にもなく背筋が寒くなった気がした。
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　一方、帝都ヴァロアを包囲するフウガ軍の本陣では。

「……この戦はここまでだな」

　フウガがそう呟つぶやいた。その言葉にルミエールはカッと目を見開いた。

「なぜです！　ソーマ王の言葉どおりなら、フリードニア軍の本隊がこの地に到着するまであと二日もあります！　ヴァロアの守備兵に、さきほど空から舞い降りた兵が加わったとしても、大した数ではありません！　この軍勢をもって攻めかかれば、マリアもソーマも一網打尽にできるではないですか！」

「そういうことじゃないのさ」

　まくし立てるように言うルミエールに、フウガは頭をガシガシと搔きながら言った。

「ソーマは無茶や無謀とは縁遠い男だ。アイツは俺と違って生きるか死ぬかのスリルを楽しめない。そのソーマが自ら出張ってきたってことは、俺たちに対して勝算があるってことだ。それもそう簡単には覆せないような勝算がな」

「だからって……」

「それに、ソーマの口ぶりだとここで手を引けば勝ちは譲ってくれるみたいだぞ」

「えっ？」

「ルミエール殿。ソーマ殿の言葉を思い出してください」

　キョトンとするルミエールに、ムツミが代わりに答えた。

「ソーマ殿は継戦するなら受けて立つと言ったのです。つまり求めているのは停戦のみで、帝国から出て行けとは言っていません。つまり我々がこれまでに手に入れた領土はそのままでいいということです。私たちが帝国を破ったという事実と共に、私たちの手に残るというわけです。しかし、これ以上戦いを続けるとなると、ソーマ殿を相手にすべてを得るか、すべてを失うかの賭けになってしまいます」

「それで良いではないですか！　なぜそうも慎重になるのです！　フウガ殿らしくもない！」

　ルミエールにそう奮起を促されても、フウガは自嘲気味に笑うだけだった。

「慎重くらいでちょうど良いんだよ。ソーマの相手をするときにはな。マリアのついでに相手取れるほど、楽な相手じゃないのだからな」

　フウガに言われてもルミエールは承服できなかった。

「ならば、我ら帝国から降伏した軍のみでも攻めさせてください！　我らのみでも帝都を陥落させてみせましょう！」

「ルミエール殿っ」

　ムツミは諫いさめようとしたが、それをフウガがスッと手を伸ばして制した。

「まあ良いんじゃないか。やらせてみても」

「なっ、フウガ様!?」

「ありがとうございます」

　ルミエールは一礼すると、スタスタと歩き去った。

　ムツミはフウガの顔をジーッと見た。

「……本当によろしいのですか？　多分、勝てませんよ？」

「だろうなぁ」

　フウガは腕組みをするとクククと笑った。

「まあこれも勉強だ。アイツらみたいな降伏組にもソーマと戦うことの難しさを体験させておくほうが良いだろう。一回痛い目を見たほうが聞き分けも良くなるだろうしな」

「……そうですね。それに帝都を攻めたという実績を作らせておいたほうが、帝国に再び帰参できなくさせるのに有効でしょう……と、ハシムお兄様なら言いそうです」

「ハッハッハ、違いない。……それに」

　フウガは自分の短い顎あご髭ひげを撫なでながら、ヴァロア城を見つめた。

「ソーマがなにをしでかしてくれるのか、ちょっと楽しみなんだ。きっと思いも付かないような隠し球を持っていることだろう。俺たちは高みの見物としゃれ込もうじゃないか」







　さらにその一方で、

「……ククク」

　私兵のもとで待機していたクレーエは歓喜に打ち震えていた。

「ハハハ……アーハッハッハ！」

　最初は笑いを堪こらえていたようだが、ついに我慢できずに大声で笑っていた。

「我……我、天啓を得たり！」

　クレーエは両の拳を天に突き上げながら叫んだ。

「やはり私は正しかった！　これが私の役割だったのだ！　私がマリア様の敵になったことにより、マリア様に聖女としての輝きが戻った！　天からの愛情が蘇よみがえった！　見たか、諸君！　マリア様を敬愛する同どう朋ほう諸君！　マリア様は高いバルコニーより身を投げたのだ！　普通ならばただ地面に叩たたき付けられ、血の花を咲かせるだけの運命だった！　しかし、マリア様は死ななかった！　ソーマ王が黒いドラゴンに乗り、颯さつ爽そうとマリア様を救出したではないか！」

　クレーエの両目には歓喜と共に狂気の光が宿っていた。

「ソーマ王こそ、天がマリア様を救うために差し伸べられた御み手て！　マリア様が救われたこの事実こそが、まこと聖女であることの証あかし！　そしてそれを導いたのは我々だ！　マリア様の敵としてここに立つ我々なのだ！　我々はマリア様に敵対したからこそ、マリア様を聖女として輝かせることができたのだ！　聖女の敵！　さながら魔王のように立ち塞がることにより、この地に聖女と勇者を顕現させた！　まさに天の配役である！」

　そしてクレーエはレイピアを抜き放つと帝都ヴァロアに向けた。

「もはや私の心に一点の曇りもない！　天啓を自覚したいま、聖女の敵として全力をもって挑ませていただこう！　私が悪として存在感を示すほど、マリア様の輝きは増す！　これほどの喜びがありましょうか！」

　するとそのとき伝令の兵士が駆け込んできた。

「伝令！　ルミエール殿より、帝都を攻めよとのことです！」

「承ったぁ！」

　クレーエはそう答えると、相棒のグリフォンに跳び乗った。

　そして自ら指揮する私兵たちの前に立つと、レイピアを掲げながら叫んだ。

「さあ、戦いましょう！　命尽きるまで！」
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「ご苦労だったな。ピルトリー」

　ヴァロア城のバルコニーで放送での武力介入宣言を終えた俺は、宝珠の近くにいた駐帝国大使ピルトリー・サラセンに言った。マリアによる放送が流れていたときから、宝珠を操る魔導士を指揮していたのは彼だったのだ。

　このことからも王国と帝国とが示し合わせて行った放送だとわかるだろう。

　近くに居たからこそ、俺たちはマリアの落下を阻止することができたのだ。

「戦火に巻き込まれるだろう帝都に残ってよく働いてくれた。感謝する」

　そう言うと、ピルトリーは胸に手を当てて一礼した。

「いいえ、臣下としての務めを果たしたまでです。それに帰国命令が出ないならば、陛下は必ず帝都を守ってくださると信じていましたから」

「……ありがとう。信じてくれて」

　俺は救い出したばかりのマリアを見た。若干の怒りを込めた笑顔で。

「なあ。マリア殿？」

「……は、はい」

「なんで飛び降りたんですか？　そんなの予定になかったですよね？」

「その……あの場に立つと、なんだか感極まってしまって……」

　マリアは「あはは……」と困ったように笑った。

「それに、ルミやクレーエなど多くの臣下が私のもとを離れていきました。いま私の帝国の聖女としての名声は地に落ちています。惜しいとは思いませんが、それでも尚なお、私のもとに残った者たちを安心させ、まとめ上げるためには、ほんの少しだけ神秘性を取り戻す必要がありました。絶対助からない場面で助かるような、奇跡を起こす必要が」

「ほほう……全部、演出だったと？」

「……はい」

　目を逸そらしながら言うマリアに、俺は和やかに笑うとその両肩に手を置いた。

　マリアが「あの？　ソーマ殿？」と表情を引きつらせる。

　俺はそんな彼女の顔を見ながら、頭を後ろに反らせると……。

　ゴチンッ

「あ痛っ」

　勢いよくマリアの額に頭突きをした。マリアは額を押さえて涙目になった。

「う～、痛いです。酷ひどいですよ」

「ふん、噓うそ吐つきには当然の報いだ！」

　口調が荒くなってしまうが、いまだけは我慢できなかった。

「あんな自分の命なんかどうでも良いって顔をしておいて、演出なわけないだろ！　間に合わなかったら間に合わなかったで、自分の命で戦を止められるし、死ねば女皇の責務からも解放されるとかそんなこと考えてたんだろうが！」

「うっ……よくわかりますね……」

「俺だって何度か似たような精神状況になったこともあったからな」

　立場に役割を演ずるよう求められ、その役割に振り回される。

　俺だって何度もそういう場面はあった。

　心を殺されそうになるときだってあった。だけど……。

「貴女あなたは言ったはずだ！『人のまま、人として、人に愛されたい』って！」

「あっ……」

　かつてマリアは言っていた。

『帝国を預かる女皇という身分ですが、私はあくまでも人です。私は聖女として崇あがめられるよりも、人のまま、人として、人に愛されたいです』

　それは王や女皇という役割に逃げず、人間性を失わないという宣誓だった。

「人のまま、人として、人に愛されるよう生きてきたマリアが死ねば、どれだけ多くの人々が悲しむと思うんだ！　聖女として崇めていた者たちは、死によって神格化が進むとか考えるかもしれないけど、貴女を人として愛している人々は、貴女が人として愛している人々は、そのようなことを決して望まない！　俺たちもだ！」

「………」

　マリアの目から大粒の涙が零こぼれていた。

　声を上げる間もなく、なぜ悲しいかを考える必要もなく、ごく自然に彼女の無意識な部分から溢あふれ出した涙だった。その証拠に、マリアは自分の目から溢れた涙が頰を伝っていることに気付いて、驚いた顔をしていた。

「あれ？……おかしいですね……なんでか、止まりません……」

　マリアが何度拭っても、涙は溢れて止まらなかった。

　随分と長い間我慢し、閉じたままになっていた涙腺が、いまこのときになって開いたのだろう。彼女の背負ってきたものの大きさを理解し、俺はあらためてここからは彼女の重荷を共に背負う覚悟を決めた。もちろん、俺では大した力にならないから、家族や、仲間たちを巻き込んで、みんなで背負うつもりだ。

「ソーマ！　帝国から寝返ったヤツらの軍が動き出したぞ！」

　赤竜ルビィに乗って空から降りてきたハルがそう報告してきた。

　ハルたちには大虎王国軍の様子を見張らせていたのだ。

　俺が自信満々で相手する姿勢を見せれば、フウガなら野生の勘で危険を察知して攻めてこないかと思っていたけど、帝国北部の騎士・貴族軍が動いたか。

　或あるいはこちらの出方を見るために、敢あえて止めなかったのかもしれない。

「それならば、予定どおり迎え撃つだけだ。マリア殿」

「……はい」

「ピルトリー経由で指示しておきましたが、例のものの準備はできていますか？」

「ぐすっ……もちろんです」

　マリアは涙を拭うと、真まっ直すぐに俺の目を見て答えた。

「北部地域で地震と噴火が起きた際、〝支援物資と共に送っていただいたもの〟はすべて言われたとおりに配備してあります。いつでも使える状態です」

「よし」

　俺は頷うなずくと、その場に居た者たちに言った。

「それじゃあフウガたちに見せてやろう。この二年間を費やした研究の成果を」
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　ルミエールは帝都ヴァロアを攻めるため、各軍団を東西南北の門に向かわせた。

　フリードニア王国軍の援軍はわずか。依然としてフウガ軍は数で守備兵を圧倒しているため、四方から同時に攻め寄せれば陥落させることは容易と思われたからだ。

　そして四方の軍が配置につき、いざ攻め寄せんとした、そのときだった。

　ドンッ　ドンッ　ドンッ

　帝都ヴァロアから大砲の発射音と思われる音が聞こえてきた。

　砲撃かとルミエールたちは身構えたが、それにしてはその音は散発的だった。

　また四方のどこの軍団にも着弾時の土煙のようなものは上がっていなかった。

「なんだ……一体？」

　ルミエールが不思議に思っていると、伝令兵が駆け込んできた。

「報告！　帝都ヴァロアの方から、なにかがゆっくりと降ってきます！」

　その報告を聞いたルミエールが遠眼鏡で見ると、帝都から飛んできたなにかが、空中で落下傘をパッと開き、フワフワと漂っている。

　さきほどフリードニア王国が兵士たちを帝都に入場させるために使った装備のようだが、落下傘に吊つるされているのは人ではなく、結晶のような物体と、それを取り囲むような金属質の物体とで構成されたなにかだった。

「なんだあれは？……まあいい。即刻撃ち落とすように伝えよ！」

「はっ！」

　ルミエールが命じると、すぐに魔導師たちによる攻撃が行われる……かに思われた。

　しかし彼女の予想に反して、謎の物体に対しての攻撃は一向に始まらなかった。

（魔導士たちはなにをやっているの！）

　ルミエールが苛いら立だたしげに見ていると、先程の伝令兵が慌てて駆け込んできた。

「ル、ルミエール様！」

「どうした!?　なぜ攻撃を始めない!?」

「報告します！　どうやら急に魔法が使えなくなった模様！　どこの軍団の魔導士も、それどころかすべての将兵が魔法を使用できなくなっているようです！」

「なに!?　そんなバカなことがありますか!?」

　ルミエールは信じられないと、自身の風の魔法を使おうとした。しかし力を吸い取られるような感覚はあるものの、一向に風を起こすことができなかった。

「そんな……バカなっ」

「ルミエール殿。少々マズいことになったぞ」

　ルミエールが愕がく然ぜんとしていると、クレーエがやってきた。

「どうしたのですクレーエ殿!?　持ち場を離れて」

「あの不思議な物体が現れてからグリフォンたちが荒ぶっています。飛びたくても飛び立てないといった感じなのです。これでは空軍部隊が機能しません」

「そんなっ！……まさか魔法が使えなくなっていることと関係が？」

　まさかこれはフリードニア王国による正体不明の攻撃なのだろうか？

　そう思い至ったとき、ルミエールの耳の奥にフウガの言葉が蘇よみがえった。

『慎重くらいでちょうど良いんだよ。ソーマの相手をするときにはな。マリアのついでに相手取れるほど、楽な相手じゃないのだからな』

（フウガ殿が言っていたのはこのことだったのか……）

　ルミエールは今更フウガが言っていたことの意味を理解し、歯は嚙がみした。戦場に出るに当たって、一切の魔法の使用を封じられるなどといったことは想定していない。

　そのような事態など〝常識的〟に考えてあり得ないからだ。

　しかし実際に目の前でそんな〝非常識〟な出来事が起こっている。

　ソーマと戦うということは、そういった非常識との戦いさえ想定しなければいけないということだったのだ。ルミエールは人よりもキレる頭脳で思考した。

「おそらくあの変な物体がこちらの魔法の使用を邪魔しているのは事実。しかし、こちらの魔法の使用を封じて、向こうの魔法は使用できるなどということはできないはず。ならばアレは『この場でのすべての魔法を使用不能にするもの』と考えていいでしょう。混乱はしましたが、条件は対等のはずです」

　ルミエールは魔法の使用を諦め、通常の戦闘のみで城攻めを行うよう命令を出そうとした。相手も魔法が使えないのならば泥臭い戦闘にはなるが、まだ数の暴力と通常の攻城兵器のみでも制圧できるはずだと。しかし……。

　ボボボボボボボッ！

　ルミエールが命令するよりも早く、城から無数の破裂音が聞こえてきた。

　一発一発の音はさきほどの大砲の音よりも小さい。

　ただし千は超えるのではないかと思うほど音が重なっている。ルミエールが嫌な予感を覚えていると、新たな伝令兵が駆け込んできた。

「報告！　都市城壁の上から飛んできた鉄の礫つぶてによって、攻めかかろうとした我が軍や攻城兵器に甚大な被害が出ております！」

「そんな！　ヤツらは魔法が使えるのか!?……破裂音？　まさかっ」

　火薬兵器。その可能性に思い至り、ルミエールは戦慄した。

　火薬がすでに存在するこの世界で、銃器は発達しなかったのに大砲は発達したのは海上戦で使用されるためだった。海の上では魔法は大きく弱体化されるため、それに代わるものとして大砲が運用されたからだ。

（もし、ソーマ王が最初から魔法を使用できない状況下での戦闘を想定していたのだとしたら、当然、海上戦と似たような装備を準備してくることだろう。我々は、まともに戦う資格すら与えられていなかったのだ！）

　くそっ、とルミエールは悔しげに地面に剣を突き刺した。
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　ボンボンボンボンッ！

　帝都の城壁から放たれた砲撃の音が俺たちの耳にも届いていた。

　いまごろ都市の城壁に迫ろうとしていたフウガ軍の将兵たちは魔法が使えない中、〝二千基の狛はく砲ほう〟の砲撃を受けて慌てふためいていることだろう。

　こういう戦いを想定してシャボンに大量発注をかけていたのだけど、支援物資に紛れ込ませる形で帝国に送り込んでおいて良かった。

　狛砲は鉄砲のないこの世界においては、もっとも取り回しが容易な火薬兵器だった。

　見た目はマヌケな狛こま犬いぬっぽいけど、魔法の使用が難しくなるという海上に似た状況下での戦いでは非常に頼りになる兵器だった。

　だからこそ結構な予算を投入して九く頭ず龍りゆう諸島王国から購入したのだ。

　フウガ軍は魔法が急に使えなくなった状態で、握りこぶし大の砲弾の雨に晒さらされ、大いに混乱しているようだった。一回使えば対策も立てられそうなので、所謂いわゆる初見殺し狙いの作戦だが、いまこの場で相手の戦意を挫くじくには十分だろう。

「あーもう、なんか変な感じ」

　すると隣に居たナデンが二日酔いになったときのようなテンションで言った。

　大砲で撃ち込んだアレを起動させると、ナデンやルビィは調子が悪くなるらしい。おそらく人の姿やドラゴンの姿になるにも体内の魔素の力が使用されているためだろう。

「ごめん、ナデン。もうちょっと耐えてもらえるか？」

「んー……」

　俺が頭を撫なでると、ナデンは「しょうがないか」みたいな顔で返事をした。

「ソーマ殿。大砲から撃ち出したアレは一体なんなのでしょうか？　魔法が使用できなくなるから準備するようにと、事前に説明されてはいましたが……」

　マリアが城壁の外を指差しながら尋ねた。まあ気になるよね。

「あれは穿孔機ドリルを動かすエネルギー源としても用いている呪カース鉱こう石せきをさらに圧縮し、効果を凝縮させたものです。効果としては、あれが起動している状況下ではすべての魔法が無効化、あるいは弱体化させられます。魔法が発現するためのエネルギーをすべてあの機械が吸い取ってしまうという形ですね。『魔封マジツク・キ機ヤンセラー』といったところでしょうか」

「吸い取る……魔甲兵のように無力化させるわけではないのですね？」

「はい。その認識で合ってます」

　マリアの指摘に俺は頷いた。

　魔力を水に喩たとえるなら、魔甲兵の鎧よろいは防水加工を施したドライスーツのようなもので、あの魔ま封ふう機きは水を一瞬で吸い込む珪けい藻そう土どの塊みたいなものだろう。

　ただしアレが吸い込んでいるのは単体では無害の水ではなくエネルギーだ。

「だからアレの前で無理矢理魔法を使おうとすると、いずれ容量の限界を迎えて……」

　ドドーンッ!!

　俺が言うよりも早く鼓膜を揺るがす爆音が鳴り、次に地面が揺れるほどの衝撃がやってきた。見ると攻め寄せていたフウガ軍の一角から巨大な黒煙が立ち上っていた。

「あのように大爆発を起こします」

「………」

　帝国の聖女のポカン顔というレアな表情を見ることができた。

　おそらく、魔法が使えなくなったのが魔封機のせいだと気付いたフウガ軍の一部が、それを壊そうと攻撃したのだろう。

　この世界の兵士たちは魔法によって攻撃力を強化している。

　魔法が無効化されているため、見た目は金属の塊を普通の剣などでガンガン叩たたいているように見えるかもしれないが、当人たちも知らないうちに魔封機に魔法のエネルギーを込めてしまったのだろう。それが容量を超えたため暴発したのだ。

「呪カース鉱こう石せきが忌み嫌われるのは、坑道内で出くわすと魔法が使えなくなるだけでなく、無理に魔法を使えば爆発し、落盤事故を起こすからです。あの魔封機は呪カース鉱こう石せきのその負の特性も織り込み済みで作られた装置なんです」

　俺はこの二年間『魔素＝ナノマシン』、『呪カース鉱こう石せき＝機能を失ったナノマシンの残骸』という認識のもと、ジーニャ、メルーラ、トリルなどの研究チームに最優先で呪カース鉱こう石せきを研究させてきた。その副産物として開発されたのがあの魔封機だった。

　呪カース鉱こう石せきが魔法を無効化し爆発すると聞いたとき、まずは散布することで武器として使えるのではないかと考えたのだけど、土中に残れば地雷や劣化ウラン弾のように長く人々を苦しめることになるのでこれは断念した。

　しかし、散布させることなく広範囲の魔法を封じることができる魔封機が開発されたことで、魔法を使用しない戦闘を相手にも強いることができるようになった。

　ちなみにさっき爆発したのは〝故意に容量を下げていたもの〟だろう。

　これはハクヤの発案だった。

『この魔封機を使用する際には、故意に容量を下げたものをいくつか混ぜて使用しましょう。爆発すると早めに相手に見せつけたほうが、魔封機への攻撃を減らすことができます。また戦後に持ち去られることもないでしょう。誰も自陣に危険物を持ち込みたいとは思わないでしょうし』

　……と言っていたっけ。我が宰相は頼もしくもえげつなかった。

（ただまあ、こちらばかりが有利な兵器というわけでもないんだけどな……これって言うなれば電磁パルス攻撃みたいなものだし）

　魔封機を使用すれば相手も魔法が使えないが、こちらも魔法は使えなくなる。

　魔封機の近くではナデンや飛竜ワイバーンなども飛び立つことができず、遠距離攻撃も単純な弓矢による攻撃を除けば、あとは大砲などで撃ち出すしかない。

　また魔封機を使用中は負傷兵への回復魔法なども使用できなくなる。

　防衛戦も魔法なしで行わなければならない。今回そこは大量の火薬兵器で補ったが、それを揃そろえるのにも使用するのにもとんでもない資金が必要になる。

　おそらく今回我が軍の出費は、フウガ軍の出費とは比較にならないほど大きい。

　それに単純に魔封機はそんなに大量には用意できないという事情もある。

　とてもじゃないが毎度使える手法ではなかった。

　ただ、初お披露目となるこの一回においては効果は絶大だった。

　先程の大爆発を見たフウガ軍は完全に戦意を喪失したようで、帝都ヴァロアの都市城壁から潮が引くように撤退していったのだった。

　一ひと先まず帝都の危機は去ったと見て良いだろう。

　西からフリードニア国防軍の本隊が到着すれば、フウガ軍が帝国を滅ぼしきることはもはや不可能なため、さしものフウガもいま提示している『実質フウガの判定勝ち』という結果を受け入れるしかないだろう。

「フウガ軍が撤退し次第、魔封機を回収して機能を停止させろ。くれぐれも油断はするな」

　俺は配下にそう命じたのだった。

　フウガから停戦に応じるとの使者が来たのはそのすぐあとのことだった。
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　一方、その頃。ジャモーナ城塞ではジャンヌが大粒の涙を零こぼしていた。

　ジャンヌは放送を通じて目の当たりにしていたのだ。

　ソーマによって救い出されたマリアの姿を。

　耳にしたのだ。ソーマによって語られた大陸各地の戦況を。

　そしてその戦況を描いてみせたのが、黒衣の宰相ハクヤであるということを。

　助けを拒絶したにもかかわらず、またフリードニア王国も難しい舵かじ取とりが求められることになるにもかかわらず、彼はジャンヌたちに手を差し伸べてくれたのだ。

『貴女あなたを死なせはしない』

　ジャンヌはそんなハクヤの声が聞こえた気がした。

（ありがとう……ハクヤ殿……）

　ジャンヌは胸元を手で押さえながら静かに涙を流し続けた。

　副将のギュンターはそんなジャンヌをそっとしておいてあげるために、彼女に代わって城塞前のフウガ軍を黙って見張り続けたのだった。
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　―――夜。ヴァロア城内にて。




　軍服を脱ぎ、シャツへと着替えた俺は、目の前に映る人物に話しかけた。

「フウガが停戦に応じると使者を寄よ越こしてきたよ」

『そう。それならまずは一安心ね』

　放送越しのリーシアがホッとした表情を見せた。

　リーシアはいまエクセルと共に、西の海岸から帝国に上陸したフリードニア国防軍本隊を率いていた。うちの輸送力と帝国の交通網をフル活用すれば、もっと早くヴァロアまで来ることができたはずだ。

　しかし放送を通してフリードニアは味方だと宣言はしていても、急に万を超える外国の軍隊がやってくるのだから、進軍経路にある都市や村などは戦々恐々とするだろう。

　それらに気を配らなければならないため、若干の遅れが生じているのだ。

　帝国民に敵だと思われて抵抗されたら、必要のない死傷者が出てしまう。

　それを防ぐためにはちゃんと先触れを出して事情を説明し、帝国民を慰い撫ぶしつつ進軍しなければならない。そのための慎重な進軍速度だった。

『それでも、明日ぐらいには着けると思うわ。それまでは油断しないようにね』

「ああ。俺も、早くリーシアの顔が見たいよ」

『フフッ、そうね……って、いまはこっちのことはいいのよ』

　すると放送のリーシアはビッと俺のほうに指を突きつけた。

『ソーマ。いまはマリア殿の近くに居てあげなさいな。……きっと押し潰されそうになっているはずだもの。あの日のソーマみたいに』

「……そうだな」

　当面の危機は乗り越えたものの、マリアは部屋に籠もっていた。

　すでに帝国と自身の命運は俺とフウガの交渉に委ねられている。

　帝国は滅ぼされこそしなかったものの、戦の内容としては敗北したのだ。

　敗戦国の女皇であるいまのマリアの心情は……推し量ることすらできない。

　もし、いままた魔が差せば……と、リーシアもそれを心配しているのだろう。

「ちゃんと叱ったし、もう身を投げるようなことはしないと思うけど……」

『でも、一人で耐えきれるものではないわ。いまマリア殿に寄り添うことができるのは……彼女の背負ってきた重責を理解し、わかり合えるのはソーマしかいないでしょ？　だから、貴方あなたが彼女の心を守りなさい』

　それはもちろん。俺だってマリアの助けになりたいと思っている。

「でも、心を守るには……どうすればいいんだろうか」

『目一杯、甘やかしてあげなさいな』

「甘やかす？」

『彼女が望むことを、どんなことでもやってあげなさい。マリア殿はこれまで、たった一人で大国の命運を背負ってきた人だもの。同じ女性として、同じ王族として尊敬に値する人だわ。だからもう……解放してあげてほしい。願いも喪失も欲望も悔恨も悲痛も全部受け止めてあげて。貴方の第一正妃としてすべて許可するわ』

「……ハハハ」

　やっぱりすごいなぁ……リーシアは。俺も腹をくくろう。

「わかった。全身全霊をもって甘やかすことにする」







　リーシアとの通信を終えた俺はその足でマリアの私室へと向かった。

　部屋の前にたどり着くと、扉の両脇には彼女の護衛を任せていた竜挺兵ドラトルーパーと帝国の衛え士じが一名ずつ立っていた。二人に軽く挨拶しつつ、俺は扉の前に立つと、息を整えてからその扉をコン、コン、コンッと叩いた。

「マリア殿。ソーマです。入ってもいいでしょうか？」

「……ソーマ殿？　どうぞ」

　中から聞こえてきたマリアの声。

　俺は扉を開けて彼女の部屋へと入っていった。

　薄暗い。それが最初の印象だった。燭しよく台だいに火が点いていない。

　光は窓辺から差し込む青白い月の光だけだ。今夜が曇りじゃなくて良かった。

　月の光がなければ真っ暗でろくに話もできなかったことだろう。

　扉を後ろ手で閉めつつ部屋を見回すと、高級そうな家具やわずかな調度品が目に入る。

　それでいて色合いは淡い感じで女性らしい雰囲気もあった。

　まさにお姫様の部屋といった印象で、そんな部屋の窓辺にマリアは立っていた。お互いの表情がハッキリ見えるくらいまで歩み寄ると、マリアは薄うつすらと微笑ほほえんだ。

「こうしているとゼムで会ったときのことを思い出しますね」

「そう言えば……あの日も、こんな月の明るい夜でしたね」

　俺がそう言うと、マリアはクスクスと笑った。

「ええ。そして私たちはあの月明かりの下で、一つの『口約束』を交わしました。それがあったからこそ、いま貴方は、ここに居てくれている」

「歓迎できることなのかどうかは……いまもわかりませんけどね」

　俺は肩をすくめながら言った。




　◇　◇　◇




　ゼムにて初めての直接邂かい逅こうを果たしたあの日。

　九く頭ず龍りゆう諸島連合（当時）への帝国の働きかけの見返りとして、マリアがソーマに提示した一つの『口約束』。

　それは当時では考えられないような内容だった。

　あのときマリアはこう言ったのだ。

『もしもこの先……我が帝国が分裂しかねないような事態が発生したならば、私は躊躇ためらうことなく国を割ろうと思っています』

　そのときの俺は呆あつ気けにとられていた。自分の耳を疑い、言葉も出なかった。

　そんな俺の様子に構うことなく、マリアは言葉を続けた。

『私たちの国は大きくなりすぎました。私たちの手には余るほどの人口と、思いを抱え込んでしまいました。魔王領からの脅威に対抗するためには、精神的な支柱となる強国の存在が必要不可欠でしたので、今日までは人類宣言の盟主としての立場を受け入れて耐えてきましたが……いまはフリードニア王国が東の強国として確固たる存在となり、フウガ殿の勢力も台頭してきています。人類宣言が人々の精神のよりどころとなる時代は終わりを迎えようとしているのです』

　するとマリアは『いいえ、違いますね』と首を横に振った。

『むしろ、古くなり、形骸化した制度なら捨てなければならないのです。人類宣言の盟主としてのプライドのみが帝国民の心に残るのは、健全な状態とは言えませんから。プライドを守るために人々が血を流すようなことにならないように。そのための準備を、私はこれから進めていこうと思います』

　マリアは強い意思が籠もった瞳で言った。

『古い時代の、最強の国家という幻想に執着し、魔王領への積極的な関与を望む強硬派を切り離し、時間をかけて帝国の北部地域に集まるよう領地替えをしていきます。もし、彼らが私を見限ったとき、帝国からの離脱を選択しやすいように』

『自決権を行使させると!?　それは……』

『ええ。ソーマ殿に教えていただいた【人類宣言】の落とし穴です。民族・種族の自決権を尊重している人類宣言は、彼らの離脱を阻止する術すべを持ちません。むしろ阻止してはいけないことになっています。そこを〝狙わせます〟』

　あのときの俺は頭を抱えていた。

　マリアが本気で帝国の解体を考えていることがわかったからだった。

　大国の解体と、それにともなう周辺の国のパワーバランスの変化。

　それは大きなうねりとなって周辺の国を飲み込むことだろう。我が国にも影響が出るのは避けられない。備えなければ……と、気持ちばかりが焦った。

　そんな俺にマリアは静かな声で言った。

『そのときに、ソーマ殿にお願いしたいことがあるのです』

『お願い？』

『ええ。そうなったとき、【人類宣言】は消滅するでしょう。帝国も最強の国家ではなくなり単体では、国家の形を維持していくのも難しくなると思います。私は……そんな事態になってもまだ私を支持してくれる人々を守りたいのです。国は解体させても滅ぼしたくはないのです。だからそのときは……』




　―――王国と秘密ではない同盟を結ばせてください。




　それがマリアが求めた諸島連合への働きかけの見返りだった。

『縁起でもないことを……』

　動揺のあまりそう返すので精一杯だった。

　マリアは『備えは大事ですからね』と笑っていたけど、そこまで備えられる君主がいるということのほうが驚きだった。たった一人で大国の威信を支えてきた彼女の器の大きさをあらためて理解した気がした。

　同時に、その器がもういっぱいとなり限界を迎えているのだということも。

　彼女はいま、救いを求めて俺に手を差し出しているのだ。

『……わかりました』

　だから俺は、その手を取ることにした。

　帝国の崩壊を防ぐことで王国への影響を最小限にしたいという国王としての理性的な判断と、ただただ目の前の彼女を救いたいという個人的な感情、そのどちらもが自分の中に存在していた。理性も感情も同じ答えを出しているのだから迷いはなかった。

『もしそのような事態になったら、王国は貴女あなたの望みどおりに動きましょう』

『アナタを信じています。ソーマ殿』

　これが俺と彼女が交わした口約束だった。




　◇　◇　◇




「帝国、割れてしまいました」

　目の前のマリアがそう口にして俺は我に返った。

　まるで大事にしていたマグカップが割れて残念に思うくらいの口ぶりで、帝国の崩壊を告げる彼女。ただ……そんな口ぶりと彼女の内心とを同一視してはいけない。

　彼女はこれまで仮面を被かぶり続けてきたのだ。

　世界一の大国の女皇としての仮面。

　人類を率いる人類宣言の盟主としての仮面。

　そして誰に対しても優しく、常に心を砕く聖女としての仮面。

　彼女がいくら一人の人間でありたいと願っても、その仮面は常に彼女に付きまとっていた。その仮面を彼女はときに利用し、ときに振り回されまいと抗あらがい、今日まで付き合い続けてきたのだ。もはや本当の彼女はどうであったのかも忘れてしまうほどに。

　マリアは穏やかに微笑みながら言葉を続けた。

「長い時間を掛けて、この日が来ても良いように備えてきました。私に聖女としての役割を求めて、魔王領への積極的な関与を迫る強硬派を、私を聖女として盲目的に崇拝する者たちを、北部地域に集中して配置しました。意図を悟られぬよう、長い時間を掛けて異動させてきたのです。私のためなら命さえ簡単に捨てそうなクレーエ殿や、ジャンヌの友人であったルミエールなども」

「………」

「切り離しやすい状況は整えてきました。私の力が及ばなくなったときは、これらの地域は放棄し、帝国をもっと治めやすい形に再編できるように。……いえ、もう帝国とは呼べないでしょうね。私も女皇としての肩書きをようやく下ろせそうです」

　苦笑とも嘲笑ともとれるような笑顔で、マリアは自分の胸元を押さえた。

「しかし、事ここに至っては胸にこみ上げるものがあります。何度も投げ出したいと思っていたし、いっそ壊してしまいたいとさえ思ったこともあったのに。いざ壊れてしまうと情けなさや申し訳なさ、しないと思っていたはずの後悔が押し寄せてきます。フフフ……本当にダメダメな君主ですね、私は」

「マリア殿……」

　彼女の名前を呼びながら歩み寄る。しかし彼女はしゃべり続けた。

「フフ……本当に、ソーマ殿やフリードニア王国、海洋同盟の方々まで巻き込んで申し訳なく思っています。申し訳ありませんが、あとのことはどうかお願いします。きっと、ソーマ殿なら、私なんかよりももっと健全に、国民たちに偶像化されない君主として統治できると思います。だから……」

「マリア！」

　俺は彼女の両肩に手を置くと、真まっ直すぐに彼女の目を見ながら言った。

　彼女は笑顔で語りかけていたように見えても、その目はこっちを見ていなかった。

　心を殺しているからこそ、相手の顔が見えていないのだ。

　だから「こっちを見ろ」という意思を込めて、彼女の肩を摑つかむ手に力を込める。

「痛っ。……痛いです」

　貼り付けた笑顔だった彼女の表情が苦痛に歪ゆがんだ。

　ようやく笑顔の仮面を引っぺがすことができた。

　俺は摑んでいた手の力を抜く。オーエンに鍛えられているとはいえ、一兵卒よりは多少マシ程度の俺に摑まれただけで苦痛を感じてしまうほどの細腕。

　この細腕で、彼女は超大国を支えてきたのだ。

　その心労は……いかほどのものだったろうか。

「もういい、マリア……」

　目から溢あふれ出たものが頰を伝う。

　気が付けば、彼女よりも先に俺のほうが泣いていた。

　そんな俺のことをマリアが呆ぼう然ぜんとした様子で見ていた。当然だろう。本当に泣きたいのは彼女のはずなのに、俺に先に泣かれてしまったのだから。

「ソーマ……殿？」

「もういいんだ、マリア。もう……我慢しなくていい」

「………」

　次の瞬間、マリアの目からも大粒の涙が零こぼれ落ちた。

　マリアは呆然としたまま自分の頰を流れる涙に触れ、濡ぬれた手をジッと見つめた。

「………ああ」

　あんなに整っていたマリアの顔がくしゃりと歪んだ。

「あああ……あああああああああああああ!!」

　そして大声を上げて泣き出した。

　マリアの肩を摑んでいた手を離すと、彼女は何度も何度も溢れ出る涙を拭おうとした。だけど次々に溢れてくる涙は拭いきれるものではなく、やがて諦めた彼女はクシャクシャの泣き顔のまま俺の胸に跳び込んできた。

　俺はそんな彼女の華きや奢しやな身体からだを優しく抱き留めた。
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　父が死んだ日は、私マリア・ユーフォリアが女皇になった日でした。

　父の在位の期間は歴代皇帝の拡張路線が生んだ歪ひずみにより、グラン・ケイオス帝国は内部に不穏を抱え、緩やかに衰退していく時代でした。

　父は穏やかな人でしたのでそれでも構わないとさえ思っていたでしょう。

　しかし魔王領の出現により、衰退傾向だった帝国は人類の旗頭としての役割を求められ、にわかに権威が復興されることとなりました。

　そして、人類側国家の連合軍を率いて魔王領へと攻め込み……連合軍は壊滅。

　父は死んでいった者たちのことを思い悩み、心と身体を壊して亡くなりました。

　それでも尚なお強大な帝国を、私が引き継ぐことになりました。

　当時の人々は暗く沈んでいました。

　故郷を逐おわれ行き場を失った難民たち。次は自分たちが故郷を逐われるのではないかと不安がる魔王領隣接地域の人々。互いに疑心暗鬼になる各国の為政者たち。難民との軋あつ轢れきと、不況に苦しむ自国民。街中に広がるのは不安の声でした。

『これからどうなってしまうのだろうか……』

『どうしようもねぇよ。魔王領への攻撃が失敗したんだから……』

『状況はどんどん悪くなっていくだろうしねぇ』

　誰もが下を向き、明るい展望など見えない状況でした。

　生活に多少余裕があるものは奪われることを怖おそれて他者を拒絶し、思いやる気持ちも持てず、難民や貧困層などもともと社会的な弱者だった者たちはより苦しむようになっていました。誰もが希望を見み出いだせないそんな時代だったから。

　私は、そんな時代の空気を少しでも変えたかった。

　まずは『人類宣言』を立ち上げてその盟主に就任し、『事態がこれ以上悪化することはない』と世に示しました。

　同時に超大国の女皇として各国に睨にらみを利かせ、人類同士で争うことがないように牽けん制せいしました。私は、人々が俯うつむかなくてすむよう希望になりたかったのです。

　そうしているうちに、魔王領が拡大したことで魔物襲来の圧力が分散されて膠こう着ちやく状態が作られ、帝国も諸国家も落ち着きを取り戻しました。

　人々の心が落ち着いてきた頃。

　私は『帝国の聖女』と呼ばれるようになっていました。

　人々の希望になれたことは嬉うれしい半面、ルナリア正教皇国や正教徒からは忌み嫌われるようになりました。それでも私はそれさえも受け入れて『穏やかな為政者』の仮面を被り、和やかに微笑ほほえまなくてはなりませんでした。

　我が国を警戒しながらそれでも支援を要請し、隙あらば付けいろうとする各国の為政者たち。苦しい生活から救いを求める貧しい人たち。人類最強の国家としてのプライドに凝り固まり、魔王領への復ふつ仇きゆうを訴える家臣たち。それらすべての人々に私は良き君主だと思われるように振る舞わなければなりませんでした。

　素を出せるのは精々妹であるジャンヌの前ぐらいです。

　ジャンヌの部屋に行き、ジャンヌのベッドに勝手に横になり、呆あきれ顔がおをしているジャンヌに気の抜けた声で語りかけます。

『ジャンヌ……疲れたわ。膝枕してくれない？』

『まったく。みんなの前ではあれほど凜り々りしいのに……』

　ジャンヌは溜ため息いきを吐つきながらも、頼めば膝枕もしてくれました。

　……いまにして思えば、このときも私は仮面を被っていたのかもしれません。

　だらしない『ジャンヌの姉』としての仮面を。

　ジャンヌが心配しないように、だらしなく振る舞い、怠けているように見せることで、まだ余裕があるという風に思わせたかったのでしょう。

　本当はとっくに限界が来ていただろうに、人々に求められればそれを演じてしまいます。

　それこそ『歌姫ローレライ』の真ま似ね事ごとだってできます。

　ただ……そんな私にも微かすかな希望が現れました。

　当時のエルフリーデン王国に勇者として召喚されたソーマ・カズヤ殿です。

　支援金の支払いなど無理だろう王国を気遣い、代替案として提示した勇者召喚の実行。まさか本当に召喚が成功してしまうとは……しかもそのソーマ殿が斜陽だった王国を立て直し、ロロア姫の協力もあったとはいえアミドニア公国を併合し、東の一大強国に押し上げてしまうとは夢にも思いませんでした。

　私は、ようやく世界を一緒に背負ってくれそうな人物を見つけたのです。

　私のように誰かの理想になるのではなく、あくまで現実を直視し、冷酷でも着実な治政を行うソーマ殿。

　彼が現れてから、私は少しずつ素の自分を出せるようになっていきました。

　女皇でも聖女でもない、一人の人間としてのマリア・ユーフォリアを。

『姉上とは水と油のような気がしますが……』

『私には、二人は正反対の方を向いているように思えるのですが……』

　そう言えばソーマ殿のことを、ジャンヌは最初そう評していましたね。

　そのときに私はどう答えたのでしたか……あっ、そうです。

『お互い違う方を向いているなら、協力すれば死角がなくなると思わない？』

　こう答えたのでした。……ねぇ、ジャンヌ？

　あのときの言葉。あのときの私の気持ち。

　いまの貴女ならわかってくれるんじゃないかしら。

　遠く離れた地の、自分とは違う価値観を持った王が、頼もしい盟友でいてくれる。

　国が滅び、命を失う瀬戸際に助けに来てくれて、手を差し伸べてくれる。

　そしていま、心が張り裂けそうなこのときに胸を貸してくれている。

　そんな存在が居ることが、どんなにも素晴らしいことなのかを。

「うああああああああああ!!」

　私はいま、ソーマ殿の胸で恥も外聞もなく泣き崩れていました。

　こんなにも素の感情を表に出したのはいつ以来でしょうか。そんな私をソーマ殿は優しく抱き留め、背中や後頭部をさすってくれています。

「わだしぃ……私はぁ！」

「うん」

「だ、誰にでも、優しくしたかったんじゃない！　スンッ……本当は、私が大事に思っている人たちを、私を大事に思ってくれる人を守りたかっただけなんです！　わ、私は、依え怙こ贔ひい屓きがしたかったんですぅ！」

「うん」

「……本当に守りたかったのは、街で暮らす普通の人たち……日々の生活にも困っているような人たち……国を逐われ、暗い顔をしている難民たち……そういう人々の希望になりたかった！　だけど、そういう人たちにだけいい顔をしていたら、絶対に反発をされます！　魔王領を解放し、帝国が人類最強の国家であることを示せと、求めてくる者たちにとっても……私は、良い為政者であるよう振る舞わなければなりませんでした」

「うん」

「心では……そんなのどうでもいいと思っているのに……人々が穏やかに暮らせるなら、それで良いと思っているのに……穏やかで、強い君主としての仮面を被かぶり続けなければならなかったのです。私は……もう、やめたいのに……」

「うん。わかってる」

　ソーマ殿は私を抱きしめる力を強めました。彼の鼓動が伝わってきます。

　きっと私の鼓動も伝わっているでしょう。それはすべてをさらけ出していることの証あかしのように思えました。ソーマ殿は私の耳元で囁ささやくように言いました。

「マリアが必死で頑張ってくれたおかげで世界は強くなった。フリードニア王国も、トルギス共和国も、九く頭ず龍りゆう諸島王国もいまでは世界の強国だ。それに、帝国を滅ぼしかけたヤツをこういうのもなんだけど、フウガという英雄もいる。世界はそう簡単には滅びない。もはや誰もが下を向いていた時代ではないんだ。その時代を導いたのは……間違いなくマリアだ」

「……はい」

　私はソーマ殿の腕の中で、彼の顔を見上げた。

「ですが、私一人ではありません。ソーマ殿が居てくれたからです」

「あははっ……そう言ってもらえると光栄だ。うん。クーやシャボンのような盟友。支えてくれたリーシアをはじめとする家族や仲間たち。そしてフウガのような強敵。誰が欠けても、ここまで来られなかったような気がする。だから……」

　ソーマ殿は私の身体を離すと、そっと私の頰に触れました。

「もう、マリアがすべてを背負う必要はない。俺たちも一緒に背負う」

「ソーマ殿……」

「俺自身は非力だけど、人手は足りてるからな。家族も人材も盟友も沢山いる。世界の担い手は沢山居るんだから、ここからは人海戦術でいこう」

「……ふふっ、それって丸投げじゃないですか」

　ソーマ殿の言い方に、私はようやく笑みを浮かべることができました。

「丸投げ上等。任せられるヤツを信じて任せるのが王国うちの流儀だしな。だから……」

　ソーマ殿は私の頰に触れたまま、穏やかな笑みを浮かべました。

「これからはマリアも、自分のしたいようにしていいんだ」

「………」

　その一言に、これまで被かぶっていた仮面がすべて打ち砕かれるのを感じました。

　肩の荷が下り、力が抜けて、むしろ浮遊感すら覚えて不安定さを感じるほどです。解き放たれた私は、多分いま、随分と間の抜けたような顔をしていると思います。

　私は手を伸ばし、ソーマ殿の頰に触れ……抓つねりました。

「……痛い」

「夢じゃないかと思って」

「自分のを抓らないと意味なくない？」

「私、夢の中でも痛みとか感じちゃうタイプなので」

「知らないけど」

　そんなどうでもいいことを話しているうちに、涙が引っ込みました。

「本当に……私のしたいようにして良いのでしょうか？」

「いいんじゃないか？　これまで散々自分を押し殺してきたんだろうし」

「そうですか……」

　私はニッコリと笑いながらソーマ殿に言いました。

「とりあえず、いままさにしたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「ん。俺にできることなら。リーシアから存分に甘やかすように言われてるし」

「それは良かったです」

　私は両手でしっかりとソーマ殿の顔を摑つかみました。

　一瞬キョトンとするソーマ殿の顔を見ながらつま先立ちになり……次の瞬間には、私たちの唇は重なっていました。

　数秒後、顔が離れたとき、ソーマ殿は大きく目を見開いていました。

　そんな彼の間の抜けた顔を見て、私はクスクスと笑ってしまいました。

　そして茫ぼう然ぜん自じ失しつといった様子の彼に言ってやります。

「これからは我慢せず、したいようにしようと思います。だから……」




　―――私の全部、受け止めてくださいね。
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　……一つだけわかったことがある。

「ふみゃ～」

　マリアを際限なく甘やかすとダメ人間というか、猫人間な部分が出てくるらしい。

　俺の膝の上で、あの帝国の聖女にして女皇が猫なで声で鳴いた。

　彼女の透き通るような髪に指を通して、なぞる度に彼女は「ふみゃふみゃ」と蕩とろけきった声を出していた。窓から差し込む朝の光に、俺は眠い目をこすった。

（昨夜は……大変だったな）

　おそらく、マリアの心は限界だったのだろう。

　国を割ることへの負い目、助けたい人々のためにそれ以外の人々を見捨てるという自身の行い、それを人々がどう見るかという不安、これまで背負ってきた重責からの解放と安あん堵ど……そういったものが彼女の胸の中に渦巻いて中々寝付けず、また眠ったとしてもすぐに飛び起きるということを繰り返した。

　俺はその都度、そんな彼女に寄り添い続けた。

　存分に甘やかすという宣言通りに、彼女が求めることはなんでもした。

　彼女が寝付けないなら眠るまでとりとめのない話をし、彼女が悪夢で目覚めれば抱きしめてちゃんと傍そばに居るからと囁く。

　彼女が泣き出せば優しく頭を撫なでて、彼女が震えれば肌を重ねて体温を伝える。とにかく彼女の心を軽くするために、彼女の欲望の全てを受け止めることになった。

　そして明け方近くになると、俺の膝枕で落ち着いたようだ。

　いまの俺はシャツにズボン、マリアはネグリジェっぽい寝間着姿だけど、いつ着替えたのかもよく憶おぼえていない……というか眠すぎてここまでの記憶が曖昧になっている。

（精神科とかカウンセラーとか整備しないとな……）

　頭のまだ働いている部分でそんなことを思った。

　どういう仕事かは知っていても俺には専門的な知識はない。

　だからいまはジンジャーの専門学校などで、精神の研究をしたいと希望する者たちを集め、症例の採集を行っている段階だった。

　信仰が生活に根付いているこの世界では、精神系の相談は教会に持ち込まれることも多いため、大司教ソージを通じて王国正教の懺ざん悔げ室にも協力してもらっている。

「ソーマどの～、もっと撫でて～」

「あーはいはい」

　マリアの頭を撫でる作業に戻る。若干幼児退行してないか不安になる。

「……もう朝だな」

「ふみゃ～……仕事行きたくな～い」

「まあ……しばらくはゆっくりできると思う。交渉も午後からだろうし」

　緊張状態は続いているが、昼頃にはリーシアとエクセルが率いるフリードニア国防軍本隊も到着するし、王国からハクヤも途中ジャモーナ城塞でジャンヌを拾ってここに来る手て筈はずになっている。フウガにもジャモーナ城塞に居る参謀ハシムを呼ぶように言ってある。全員が揃そろうとすれば午後の日も傾きかける頃だろう。

　それに備えて俺もどこかで仮眠を取りたいところなのだけど……。

「フフフ、ソーマどの～」

　マリアは俺の手の甲を摑んで、自分の頰に擦りつけている。

　多少は眠れたおかげか顔色の良くなったマリアだけど、離してくれるだろうか。




　◇　◇　◇




　一方その頃。

　同じく夜明けを迎えたジャモーナ城塞に黒衣の宰相ハクヤが到着した。

　彼が飛竜ワイバーンのゴンドラから降り立つと、事前に連絡を受け、出迎えたジャンヌが勢いよく彼の胸に跳び込んだ。

「ハクヤ殿！」

「っ、ジャンヌ殿……」

　自分の胸に顔を埋うずめるジャンヌを、ハクヤはそっと抱きしめた。

「本当に……無事で良かった」

「ううっ……すみません。こちらは心配ないと啖たん呵かを切ったにもかかわらず、この体たらく……貴方あなたや、王国まで巻き込んでしまいました」

「いいえ。私は陛下の命により、最善よりさらに上の結果を求めてここに居ます」

　そう言うとハクヤはジャンヌを離し、その目から溢あふれる涙を拭った。

「貴女あなたを失っていたら、私も、最善最良の未来は描けませんから」

「ハクヤ殿……」

　この場には多くの将兵たちが居るからと、ジャンヌは堪こらえようとはしたものの、それでも溢れ出すものを止めることはできなかった。そんなジャンヌの泣きじゃくる様子を、ギュンターをはじめとする帝国の将兵たちは目を丸くして見ていた。

　ジャンヌがこんなにも感情をさらけ出しているのを初めて見たからだ。

　常に気を張っていたのだろう。女皇の妹として、帝国の将軍として、比類無き才があったせいで誰にも頼ることができず、凜りんとして立ち続けていたのだ。

　しかし、いまはもう寄りかかることができる相手がいる。そのことを理解した将兵たちもまた静かに涙を流していた。あの寡黙な将軍ギュンターまでもだ。

　ジャンヌが落ち着いた頃を見計らって、ハクヤは口を開いた。

「これより私はフウガ軍との停戦協議をしにヴァロアへと向かいます。ジャンヌ殿、貴女にも是非ご同行願いたい」

「ぐすっ……そうですか」

　ジャンヌは涙を拭うと顔を上げて真まっ直すぐにハクヤを見た。

「無論。同行したいです。ですが……この地の守りを離れるのは……」

「行かれよ、ジャンヌ殿」

　ジャンヌの言葉をギュンターが遮った。彼はドンと胸の鎧よろいを叩たたいた。

「この地の守りは我らにお任せあれ。貴殿が抜けたあとで、もし大虎王国の者たちが攻めてきても、何度でもはね除のけてくれましょう。そうだろう！　お前たち！」

「「「　オオオオオオオ!!　」」」

　ギュンターのかけ声に帝国軍の将兵たちは大歓声を上げた。

　ユーフォリア皇家を敬愛している者たちが集まっているだけのことはある。ギュンターはジャンヌに、無愛想なので少々わかりにくいがそれでもしっかりと笑いかけた。

「この地は我らで守ります。だからジャンヌ殿は、マリア陛下の支えになってあげてくだされ。きっと帝都の陛下も貴女の顔を見たいと思っていることでしょう」

「ギュンター殿……」

「フリードニアの黒衣の宰相殿。どうかジャンヌ様をよろしくお願いします」

　ギュンターに頭を下げられ、ハクヤは力強く頷うなずいた。

「承知いたしました」

　こうして二人はハクヤの乗ってきたゴンドラに乗り込み、空の人となった。







　飛竜ワイバーンのゴンドラの中。

　対面に座ったジャンヌを、ハクヤは心配そうに見つめていた。ジャンヌは俯うつむき気味なため、高身長ゆえ座高も高いハクヤはその表情が見えなかった。すると……。

「帝国は……姉上はどうなるのでしょうか」

　ジャンヌがそう呟つぶやいた。ハクヤは言葉に迷ったが正直に話すことにした。

「帝国のままではいられないでしょうね。マリア殿も、女皇ではいられないでしょう」

「っ……そう、ですか」

「ええ。ですが、それがマリア殿の望みだったのです」

「えっ……？」

　そしてハクヤは今回の顚てん末まつに至った経緯をジャンヌに説明した。

　マリアが国を縮小したいと願っていたこと。

　そのために少しずつ配下の領地を変更していたこと。

　いざというとき海洋同盟の協力を得られるよう、ソーマに根回しをしていたこと。

　そして……フウガ軍が攻め込んできたこのタイミングで、用意していた国土切り離し策を実行したことを。

　話を聞いたジャンヌは両手で額を覆っていた。

「また姉上に、一人で抱えさせてしまったのか……私はっ」

「……たしかに、ここまでのことを一人で描いたマリア殿は凄すさまじい御お方かたです」

　そんなジャンヌにハクヤは穏やかな声で語りかけた。

「ただし、これを実行するためにも、実行した後に始末をつけるためにも、多くの者の力が必要です。決してマリア殿だけの力で成し遂げられることではありません。つまりこれはマリア殿が、初めて誰かに対して助けを求めて伸ばした手と言えるでしょう」

「助けを求めて……手を伸ばした？」

　ハクヤは静かに頷いた。

「そしてその手を陛下が摑んだ。陛下はマリア殿をちゃんと救い出せるように多くの者に助けを求めました。君主としては目立たぬ陛下ですが、誰にでも素直に助けを求めることができ、誰もが力を貸しても良いと思える空気を作る力があります。だからフリードニア王国民だけでなく、トルギス共和国や九く頭ず龍りゆう諸島王国の人々さえ動かすことができる。仕官したときにも言いましたが、あれでなかなか、王としての資質を持っている」

「……それ、誉ほめてるんですか？」

「私にとっては最大級の賛辞です」

　ハクヤがしれっとした顔で言うと、ジャンヌはフフッと笑って顔を上げた。

「あの姉上の支えになれるなんて、ソーマ殿はすごいですね」

「言ったでしょう。陛下の資質は他人の力を借りられるということです。陛下だけでなく多くの人々の力がなければできなかったことです。無論、ジャンヌ殿たちの力も」

「私たちも、ですか？」

「ジャンヌ殿たちが大虎王国軍を食い止めてくれたことで、我々が間に合う余地が生まれました。北部地域以外の領土を獲とられていたら、交渉はさらに難航するでしょう」

「……そうですか」

　ジャンヌは涙目になりながら小さく笑った。

「私も少しは、姉上の役に立てたのですね」

「ええ。それに……」

「それに？」

「……おそらく、ジャンヌ殿の力が本当に必要になるのはこのあとかと」

「私の？」

　ハクヤの言葉にジャンヌは目をパチクリとさせた。ハクヤは頷いた。

「結果がどうであれ……形的には今回の戦いは帝国の負けとなるでしょう。それがマリア殿の狙いどおりであっても、北の領地のほとんどを奪われた状況下での停戦ですから。そしてマリア殿は敗軍の将としての責任をとらなければなりません」

「っ……」

「勿もち論ろん、マリア殿の身が危険に晒さらされることはありません。我々が交渉する以上、それを許しませんから。ですが、小さくなった国で、マリア殿が女皇であり続けるのは不可能でしょう。帝位となるか王位となるかはわかりませんが、その位は誰かに譲り渡す必要があります。そしてそれを受け取れる人物はというと……」

　ハクヤはそこまで言うとジーッとジャンヌを見た。ジャンヌはハッとした。

「えっ、私ですか!?」

「もう一人の妹君であるトリル姫が継げるとお思いで？」

「あ、いえっ、それは無理でしょうけど……でも、私も政治的なことは苦手です！　とても姉上のような為政者には……」

「別にマリア殿のように一人ですべてを抱え込む必要はありません。政治に強い人物を王配に迎えて、協力して国を治めていけばよろしいかと」

「王配って……そんな……」

　それはつまり夫を持てということだった。

　他ならぬハクヤの口から出たそんな言葉に、ジャンヌは得も言われぬショックを受けていた。遠距離であったにもかかわらず、放送越しでの会談を通じて育まれてきたジャンヌのハクヤへの想おもいが悲鳴を上げていた。

　しかしそれは時間にしてほんの一瞬の出来事だった。

　ハクヤはゆっくりと立ち上がると、ジャンヌの前に膝を突いた。

「ハ、ハクヤ殿？」

「私が貴女を支えましょう。これからは放送越しなどではなく、傍そばで」

　そう言ってハクヤは右手を差し出した。それはつまり王配に立候補するということであり、簡単に言ってしまえばプロポーズだった。ジャンヌは目を白黒させていた。

「えっ、お婿に来てくれるってことですか!?　ハクヤ殿が!?」

「はい」

「王国はどうするんです!?　宰相でしょう!?」

「陛下からはすでにお許しをいただいております。しばらくは二国の宰相として政務に当たりますが、帝国側に常駐するつもりです。王国での宰相の仕事は徐々に後継であるイチハ殿に任せていくことになるでしょう」

　ハクヤの見立てでは新たな帝国はフリードニア王国との同君連合になると見ていた。

　ソーマとマリアの絆きずなの深さを見れば、女皇でなくなったマリアがソーマに嫁いでくるであろうことは十分予想できた。

　となると、ソーマはアミドニア公王位と共に帝位もあずかることになるのだが、隣国だった公国とは違い、帝国を併合するのは地理的にも難しい。

　となると、両国は関係を強化するためソーマを戴いただく同君連合の形式を取り、実際の統治は新君主ジャンヌに行わせるというのが落としどころだろう。

　そのような状況下ならば、ハクヤが二国の宰相を兼任することも可能だった。

　ジャンヌは困惑の目でハクヤを見た。
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「いいのですか？　大変ですよ？」

「覚悟の上です。陛下にも、覚悟を決めろと言われています」

「本当に、帝国に来てくれるのですか？」

「……存外、楽しみにしているのです」

　ハクヤは普段の彼からは想像できないような薄うつすらとした笑みを浮かべた。

「帝都ヴァロアには王国の書庫より素晴らしい大図書館があるとか」

「むっ……本が第一なのですか？」

「フフッ、いいえ。一番はもちろん、貴女ですよ」

「……なら良し」

　ジャンヌは差し出されたハクヤの手を取った。

「これからは……こうして、好きなときに貴方に触れられるのですね」

「この命の続くかぎり」

「……なんだか頑張れるような気がしてきました。でも、そうなるとこれからは、貴方に命令することにも慣れないといけないんですね……」

　するとジャンヌはハクヤの手を離すと、ポンポンと隣の席を叩いた。

「とりあえず私の隣に座ってください」

「御意」

　ハクヤは言われるままにジャンヌの隣に腰を下ろした。ジャンヌは続けて言う。

「そうですね。次は肩など抱いてもらいましょうか」

「フフ、それは命令でしょうか？」

　ハクヤがわざとらしくそう尋ねると、ジャンヌは少し恥じらいながら微笑ほほえんだ。

「いいえ。これは貴方あなたの妻となる者からの、可愛かわいいおねだりです」




　◇　◇　◇




　その日の午後二時頃、フリードニア国防軍が帝都ヴァロアに到着した。

　フウガにはもう継戦するつもりはないようで、大虎王国軍は帝都の包囲を解いていたため、その大虎王国軍と向かいあう形で国防軍は布陣した。もし戦いを続けるならここからは俺たちが相手になるという、国王の意思を反映しているかのようだった。

　国防軍の本陣では総大将のエクセルと副将のルドウィンが大虎王国軍に睨にらみを利かせている中で、リーシアがアイーシャを伴ってヴァロア城にやってきた。この城の政務室にて数日ぶりの再会となるリーシアたちをナデンと共に出迎えると……。

「ソーマ、無事？　どこもケガとかしてない？」

　リーシアは開口一番そう言って、俺の身体からだをペタペタと触って確認してきた。

　二児の母であり、他の妃きさきたちとの子供の世話も一緒になって見ているため世話焼きっぷりが増しているような気がする。

　俺は苦笑しながらリーシアの肩にポンと手を置いた。

「大丈夫だって。放送で観みてただろ？　俺は城に籠もりっぱなしだったし」

「でも、落下するマリア殿を受け止めたりしてたでしょ？　あんな演出、聞いてなかったから肝が冷えたわよ」

「ああ……アレは俺も肝が冷えたな」

　マリアの完全なる独走だったからな。

　いま思い返してみても……もし間に合わなかったらと思うとゾッとする。

　するとリーシアはアイーシャを手招きした。それを見たアイーシャは喜色を浮かべ、次は私が再会を喜ぶ番だと幻影の尻尾を振って近づいてきた。

「陛下！　お会いできなくて淋さびしかったです！」

「いやいや、数日間しか離れてないだろ？」

「でも、包囲されている城に乗り込むのに、連れて行ってくれなかったじゃないですか。妃兼護衛である身としては淋しいものがあるのです。私が居れば群がる大虎王国兵などバッタバッタと薙なぎ倒してしまうのに」

　可愛く膨れているのに物騒なことを言うなぁ……。

　俺は苦笑しながらそんなアイーシャの頭を撫なでた。

「悪かったよ。ただフウガが聞き分けが悪かった場合、国防軍本隊と大虎王国軍で一戦交えなければならない事態も考えられたからな。そうなったときのために、アイーシャにはリーシアの傍に居てほしかったんだよ」

「むー……そりゃあリーシア様も守りたいですけど」

「ふふっ、いつもありがとうね。アイーシャ」

「はっ！　勿もつ体たいなきお言葉です！」

　リーシアに微笑まれて、アイーシャは喜色を浮かべながら敬礼した。

　長いこと苦楽も育児も共にしてきただけあって仲が良いよな。まあ我が家の嫁さん全般に言えることだけど。するとリーシアは今度はナデンにも微笑みかけた。

「ナデンも、ソーマのことありがとうね」

「ま、当然だわ。こんなでも私の騎士様だし」

　フフンと鼻を鳴らしているけど、鱗うろこの付いた尻尾は満更でもないようにビタンビタンと床を叩たたいていた。

　わかりやすい。そんな嫁さんたちのやりとりを微笑ましく見ていると、

「ふふっ。……ところで、ソーマ？」

　リーシアが怪け訝げんなものでも見ているような顔になった。

「ん？」

「さっきから視界の端にあって気になってたんだけど……アレはなんなの？」

　そう言ってリーシアが指差したのはバルコニーへと続く窓辺、その脇に掛かっているカーテンだった。そのカーテンの一つがいま不自然に膨らみ、捻ねじられて茶巾絞りのようになっていたのだ。

「あー、あれか……」

　俺は頰をポリポリと搔かきながら言った。

「あれは、この国の女皇様」

「はい？」

　リーシアが小首を傾かしげた。頭上に？マークが見えそうな表情だ。

「あー……マリア殿？　いい加減出てきてくださいな」

　そう呼び掛けると、そのカーテン茶巾絞りがビクッと動いた。

　そしてクルクル回って絞ってあるところをほどくと、中から顔を真っ赤にし、普段はゆるふわロングの髪を少しぼさっとさせ、若干涙目になっているマリアが出てきた。

　普段はジュナさん並みに泰然自若としたマリアからは想像もできないような姿に、リーシアがポカンとしていた。

「一体……なにがどうなったらああなるの？」

「……リーシアに言われたとおり、際限なく甘やかした結果がこれなんだ」

　昨夜、俺はマリアをとことん甘やかした。彼女が望むならどんなことでもしたし、彼女が求めずともしてほしそうなことは全部やった。

　その結果、明け方近くには『ふみゃ～』『うみゃ～』と鳴く猫マリアが誕生した。

　彼女に一晩中付き合ったことで寝不足の俺とは違い、ちゃんと休めたマリアの顔色はすっかり良くなっていた。

　それはつまり、俺よりも意識がハッキリしていたということでもある。

　そう、正気に戻ったマリアは、昨夜の出来事をハッキリと憶おぼえていたのだ。

　俺とキスしたところから始まり、夜中に行われたあれやこれや、そしてなにより猫マリアモードだったときのことまでも、すべてハッキリ憶えていたのだ。だから、

『ソーマどの～、もっと撫でて～』

『ふみゃ～……仕事行きたくな～い』

　猫なで声で俺に語った台詞せりふの数々までも記憶に残っていたわけだ。

　ベッドの上で目を覚まし、隣にマリアに腕を貸しながら（さすがに限界で）寝落ちした俺が居ることに気付いたマリアは、一瞬にして昨夜のことを思い出したようだ。

　俺が目を覚ましたときには、マリアは俺の顔をまともに見られず、羽毛の枕に顔を埋うずめて足をバタバタとさせていたっけ。その仕草はちょっと可愛かった。

「そして現在に至る、と？」

　話を聞いたリーシアに尋ねられて、俺はコクリと頷うなずいた。

「そういうこと」

「あのマリア殿がああなるなんて……一体彼女はなにをやらかしたのよ？」

「それはもう甘い声で『ふみｙ」

「言わないでください！」

　マリアに口を塞がれ強制的に黙らされた。

　するとマリアは取り繕うようにコホンと咳せき払ばらいをした。

「その……お久しぶりですね。リーシア様」

「えっ、ああ、久しぶりね。竜騎士王国での首脳会議以来かしら」

「そうですね。大体二年ぶりくらいですか？」

「あのときは……再会がこんな形になるなんて思ってもみなかったわ」

　するとリーシアは真まっ直すぐにマリアの目を見つめた。

「でも、貴女あなたはあの頃から、こうなることを見越して準備してきた」

「……そうですね」

　マリアは少しだけ申し訳なさそうな笑みを浮かべながら言った。

「国を割るために、国の上に立つ者が準備していたなんて。卑ひ怯きよう者ものですよね」

「……いいえ。その点はむしろ尊敬してるわ。たとえ国を割ることになろうとも、誰に後ろ指を差されようとも、貴女は貴女の意志を貫いて、守りたい者たちを守り切った。王家に生まれた者として、また一人の女性として、嫉妬するくらい立派だと思う」

「っ……ありがとうございます。リーシア様」

　目に薄ら涙を浮かべながら、マリアは微笑んだ。

　彼女はまた一人良き理解者を得られたのだ。その一方でリーシアは難しい顔をしながら「う～ん……」と唸うなった。そんなリーシアの様子にマリアは小首を傾げた。

「どうかしましたか？」

「一応、ハクヤから今後のことは聞いてるけど、多分マリアはもう女皇ではなくなるのよね？　そして、自由になったらソーマのところに嫁いでくるつもりなんでしょう？」

「それは、……はい。そうなれたらいいなと」

　マリアは頰を染めながらチラリとこちらを見た。

　リーシア、アイーシャ、ナデンの視線が突き刺さる。

　べつに三人とも責めるような雰囲気ではないけど、それでも勝手に罪悪感を抱いてしまい、針の筵むしろな気分だった。するとリーシアは溜ため息いきを吐ついた。

「私、第一正妃として貴女の上にちゃんと立てるかな」

「……立てますよ。投げ出した私と違って、貴女は血を背負いながらも凜りんと立っているじゃないですか」

　マリアはリーシアに微笑みかけた。

「もちろん微力ながら、私もお支えします」

「マリア殿……」

「フフフ。ただ、女皇ではなくなるのだと悟った瞬間、私の中でやりたいことができてしまったので、王城での仕事よりはそちらを優先したいと思いますけどね」

「やりたいこと？」

　リーシアが尋ねると、マリアは悪戯いたずらっぽく微笑んで唇に指を当てた。

「いまはまだ秘密です。いずれ私が〝ただのマリア〟に戻ったときにでも」

　そう言ったときのマリアはとても美しかった。

　マリアがやりたいこととはなんなのか。俺も聞いていないけど、少なくとも彼女はすでに明るい未来を思い描けているようだ。そのことがなによりも嬉うれしかった。

　そんな風に談笑していると、伝令兵が駆け込んできてハクヤとジャンヌの来訪を報告した。急いでみんなでヴァロア城の中庭へと向かう。

　ちょうどジャンヌがゴンドラから出てきたところだった。

「ジャンヌ！」

「っ!?　姉上っ！」

　マリアが駆け出し、ジャンヌの胸の中へと跳び込んだ。

　ジャンヌも最初は驚いたようだけど、マリアの無事な姿を見て感極まったのか、彼女を抱き留めながら大粒の涙を零こぼしていた。

　ユーフォリア家の姉妹の再会を見た俺たちにも、胸に熱いものがこみ上げてくる。

　この二人を絶対に守らなければ。

　そう決意を新たにするのに十分な熱を持っていた。




　◇　◇　◇




「まったく姉上は！　皆がどれだけ心配したと思っているのですか！」

「はい……」

　再会を果たしたマリアとジャンヌは、二人きりで話がしたいとソーマたちに伝え、マリアの私室へと入っていった。そこでいま、マリアはベッドの上にチョコンと正座させられ、ジャンヌからのお説教を受けているところだった。

　二十代半ばのマリアが少女のように縮こまっている。

「飛び降りるのを見たときは……胸が張り裂けそうになりました！　ジャモーナ城塞の将兵たちだって悲鳴を上げてましたよ！　姉上は昔からそうです！　自分自身を軽んじすぎる！　見ているこちらはたまったもんじゃないです！」

「はい……ごめんなさい」

「まったく……本当に……姉上は……」

　怒っていたジャンヌの声が徐々に涙声へと変わっていった。

「ジャンヌ……」

「本当に姉上は……本当に……無事で良かった……うわあああああん！」

　ジャンヌは大声で泣き出しながらマリアに抱きついた。ジャンヌに力強く抱きしめられたマリアは、その背中に手を回して優しく抱きかえした。

「ジャンヌ。少し苦しいわ」

「ううぅ……ちょっとくらい、我慢してください……ぐすっ」

「……ふふっ。そうね」

　泣きじゃくるジャンヌをマリアは優しく抱きしめ続けた。

　しばらくしてジャンヌが落ち着いた頃。

　正座をやめたマリアはジャンヌを自分の横に座らせた。ベッドに寄り添うように座った姉妹。マリアはジャンヌの頭を撫なでながらあることを切り出した。

「ねぇ、ジャンヌ。いまから貴女にお願いしたいことがあるんだけど」

「ぐすっ……なんですか？」

「自分じゃうまくできそうにないから、貴女に頼みたいのよ」

　そう言ってマリアはやわらかく微笑ほほえんだ。







「ほ、本当に良いんですか？　姉上」

　椅子に座っているマリアの後ろに立ったジャンヌが躊躇ためらいの声を出した。

　一方、マリアのほうはというとまったく動じた素振りも見せずに、

「ええ。バッサリとやっちゃってちょうだい」

　……と、軽い口調で応じた。そんなマリアの様子にジャンヌは覚悟を決めた。

「で、では……切らせていただきます！」

　自分を奮い立たせるように言うと、ジャンヌは手にした〝ハサミ〟に力を込めた。
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　ジョキンッ




　そんな音と共にハサミが閉じられると、マリアの美しい金髪が一束ポロリと落ちて床に散らばった。それを見たジャンヌは「ひぃっ！」と驚きの声を上げて飛び退のいた。

　暴力の塊のような男であるナタ・チマにも怖おそれず立ち向かったジャンヌが、まるで町娘が急にカエルに遭遇して驚いたときのようなリアクションをしている。

　そのことが妙におかしくてマリアはクスクスと笑った。

「フフフ、もう、なんて声出してるの？」

「だ、だって！　姉上の髪がぁ」

「散髪くらいで大おお袈げ裟さよ」

　マリアがジャンヌに頼んだこと。それは断髪だった。

「リーシア様が覚悟を示すために髪を切ったという話を聞いて、私もやってみたかったのよねぇ。なんかこう、心機一転できそうって気がして」

　前髪のあたりを弄いじりながら言うマリア。ジャンヌは目を白黒とさせていた。

「そんな軽い感じで!?　ずっと伸ばしてきたんじゃないですか？」

「そのほうが女皇としての威厳が出るかなと思って伸ばしてきたけど……重いのよね、これ。手入れも大変だし。なんというか、私の『女皇』という肩書きそのものみたいな感じで」

「重い話をサラリと言わないでください」

「だからこの際すっぱり切ってしまおうかなって。でも、私はリーシア様みたいに綺き麗れいに切る自信がなかったから、こうしてジャンヌにお願いしたんだけど」

「……たしかに、姉上が自分でやるととんでもないことになりそうです」

　マリアはこれで政務やカリスマ性が求められること以外は不器用な面がある。

　例えば前髪だけだとしても自分で整えようとすれば変な風に切ってしまい、涙目でジャンヌに助けを求めてくるだろう姿が容易に想像できてしまった。

　その間の抜けた想像のせいで、ジャンヌの中にあったマリアの髪を切ったという感慨がスーッと冷めていく気がした。

　するとマリアがそんなジャンヌを手招きした。

「ほら、ジャンヌ。続きをやってもらわないと。このまま一箇所だけ髪がない状態というのも変でしょう。これじゃあ恥ずかしくてソーマ殿たちの前に立てないわ」

「……はいはい」

　ジャンヌは溜息を吐くと、あらためてマリアの散髪を再開した。




　チョキン、チョキン




　マリアの髪にハサミを入れていく。そのたびに床に散らばる金色の糸。

「……やっぱりもったいなくないですか？　こんなに綺麗な髪なのに」

「じゃあ終わったら散らばった髪を集めてなにか商品でも作りましょうか。帝国の聖女の髪で作ったカツラとか、紐ひもとか」

「好事家は喜びそうですけど……」

「クレーエなら高く買い取ってくれそうじゃない？」

「……気持ち悪い想像しかできないんでやめてください」




　チョキン、チョキン




「じゃあソーマ殿にプレゼントしましょうか。新妻からの初プレゼントとして」

「重い！　初プレゼントが髪の毛ってとんでもなく重い！」

「邪魔になるほどの重量はないわよ？」

「想おもいが重いんです！」

「ええー（不満顔）……いいと思うんだけどなぁ。あの黒い軍服には金の刺し繡しゆうも多いし、私の髪を編み込んでも気付かれないと思うんだけど？」

「こっそりやる気だったんですか!?　気付かれないかもしれないけど重いんですって！　髪の毛を常に身につけるとか、それ遺髪とかでやることですよ！　故人を偲しのんで！」

「あら、常に相手を想い続けるって素敵じゃない？」

「……ダメだ。姉上は恋愛経験少ないせいで変に拗こじらせてる」




　チョキン、チョキン




「あと、さっきさらっと言ってましたけど」

「うん？」

「新妻って。ソーマ殿に嫁ぐのですか？」

「……うん。そのつもり。これから話を詰めていくことになるんでしょうけど」

「えっと……おめでとうございます、で、いいんですかね？」

「フフフ、ありがとうジャンヌ。でも……」

「ん？」

「貴女あなたにも、生涯を共にしたい相手はいるんでしょ？」

「っ!?………………はい」

「ハクヤ殿？」

「はい。この国に……その……お婿に来てくれるそうです」

「まあ！」

「うぅ……恥ずかしい……」




　チョキン、チョキン




「……ごめんなさい、ジャンヌ。これから貴女に負担を押し付けることになるわ」

「いえ、気にしないでください。姉上はこれ以上のものを背負ってきたんですから、これくらいなんとでもなります。それに、私は一人じゃないですから」

「フフフ、ハクヤ殿が一緒に居てくれるから？」

「その話を蒸し返さないでくださいよ！」

「トリルにも良い人が現れるといいんだけど」

「ああ……。現状だとルドウィン殿とジーニャ殿の小こ姑じゆうとみたいになってますからね……いっそルドウィン殿がもらってくれれば……いや、それだとルドウィン殿の胃にまで穴を開けてしまうか」

「フフフ、穿せん孔こう姫きの面目躍如ってところかしら」

「ルドウィン殿にとっては笑い事じゃないと思いますよ。……さて」




　チョキンッ……。




「終わりましたよ。姉上」

　ジャンヌはそう言ってマリアに手鏡を差し出した。

　受け取ったマリアが鏡を覗のぞき込むと、映っていたのはサッパリとしたショートカットの自分の顔だった。長いロングの髪が醸し出していた威厳が失われ、その代わりにマリアという一人の女性が顔を出したようなそんな印象だった。

　マリアは首を傾けて念入りにチェックしたあと、「うん」と頷うなずいた。

「私、ショートも似合うわね」

「自分で言っちゃいますか……」

　呆あきれ顔がおをするジャンヌにマリアはニッコリと微笑みかけた。

「ありがとうジャンヌ。ようやく肩の荷が下りた気分」

　その後、マリアはソーマたちに自身のショートカット姿を披露した。

　ソーマたちは最初は驚きに目を丸くしていたものの、我に返ったあとは素直に「似合っている」「素敵です」と賛辞を送ったのだった。

　ソーマたちからの好評を得たことで、マリアは、

「やったわ、ジャンヌ！」

　と、自信満々な顔でジャンヌにピースサインを出したのだった。
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　―――夕刻。




　フウガが派遣していた迎えの飛竜ワイバーン騎兵でハシムが到着したとの報告を受けた。

　早速フリードニア王国、グラン・ケイオス帝国、ハーン大虎王国の三カ国による停戦のための協議が行われることとなる。余計な混乱を避けるために、フリードニア王国軍と大虎王国軍が向かい合う真ん中に陣幕を設置し、少数で協議を行うこととなった。

　どちらの軍も、もし交渉中に自国の要人になにかあったら全面衝突も辞さない構えを見せており、ピリピリとした雰囲気になっていた。

　そんな張り詰めた空気の中、この停戦協議に参加するのは以下のメンバーだ。

　フリードニア王国からは俺、ハクヤ、護衛としてアイーシャの三名。

　帝国からはマリアとジャンヌの二名。

　大虎王国側からはフウガ、ムツミ、ハシム、帝国からの降将代表ルミエール、護衛として老将ガイフクの五名だった。

　すでに王国と帝国は同じ陣営と見なされているため、合算して大虎王国と数を揃そろえる形になった。ちなみに話が面倒になりそうなので、降将組のクレーエは外すようフウガに事前に連絡している。

「ルミエール……」

　顔合わせの席でルミエールの姿を見たジャンヌが呟つぶやいた。

　友人だと思っていたルミエールが、姉マリアではなくフウガに付いたという事実をあらためて突きつけられ、ジャンヌは困惑していた。

　そんなジャンヌの背中をハクヤがそっと支えていた。

「………」

　一方のルミエールは顔色を変えなかった。

　むしろ真顔のまますぎて、かえって感情を押し殺しているような印象だった。

　自分の選択は間違っていないのだと胸を張るために。

　陣幕内に設置されたテーブルに、護衛であるアイーシャとガイフクを除く八名が、王国＆帝国と大虎王国と分かれて座る。こちらから見て左側にはハクヤとハシム、ジャンヌとルミエールを対面で座らせ、四人の間には帝国の地図が置かれている。

「早速だが、戦後の領土の確定を行いたい」

　ハシムがそう切り出すと、ハクヤも頷いた。

「良いでしょう。ジャンヌ殿、ルミエール殿もよろしいか」

「「　はい　」」

　そして四人は戦後のそれぞれの領土について話し合いを始めた。

　この交渉は俺はハクヤに、フウガはハシムに一任している。

　頭の良い二人なのですでに落としどころのようなものは見えているだろう。

　基本的には大虎王国に鞍くら替がえした帝国の北部地域を、そのまま大虎王国の版図に組み込むことになる。あとはそれ以外の細かい部分を詰めるための交渉だった。

　頭脳班がそのような交渉を行っている横で、俺、マリア、フウガ、ムツミ殿四名はさらに大きな意味での今後について話し合っていた。

「まさかお前がこのタイミングで介入してくるとはなぁ」

　フウガに呆れ顔で言われ、俺は肩をすくめてみせた。

「盟友の危機だったんだ。放っておけるわけないだろ」

「放っておけばいずれ世界だって手に入ったかもしれないのにか？」

「俺はフウガと違って世界をこの手にしたいとか思ってないからな」

　そんなことを話していると横からムツミが「あの」と手を上げた。

「盟友と仰おつしやいましたが、王国と帝国とはいつから盟を結んでいるのですか？」

「秘密同盟としてなら、俺がこの世界に来たときだから……一五四六年からか」

「っ!?　そんなに前から……」

　ムツミが驚きに目を瞠みはっていると、マリアがクスリと笑った。

「ええ。あのとき以来ずっと、ソーマ殿は頼れる盟友で居続けてくれています」

「ハハハ、こりゃあしてやられたな。王国と帝国との繫つながりを甘く見すぎた」

　フウガは頭をガシガシと搔かいた。兜かぶとを脱いでいるのを見たのは久しぶりかもしれない。

　するとフウガは挑戦的な目でマリアを見つめた。

「……つーか、髪切ったんだな？　案外似合ってるじゃねぇか」

「ありがとうございます。重かったんですよね。肩の荷が下りた思いです」

「北部地域にいたヤツらも、そうやって切り捨てたのか？」

「フフッ、仰る意味がわかりかねます」

　ギラついた笑みを浮かべるフウガ。

　おっとり風だけど妙に迫力のある笑顔のマリア。

　大勢を惹ひきつける絶大なカリスマ性を持つ二人が顔を合わせたことにより生まれた空気に、俺とムツミは冷や汗を流すことになった。なんというかライオンとヒグマが一触即発の状態の檻おりの中に、自分たちも放り込まれたようなそんな気分だ。

（この二人の間に入って仲裁しないといけないのか……）

　なんだか自分の場違い感に吞のまれそうになるけど、気を引き締めないと。

　そんなことを考えていると、

「それで、このあとはどう収めるつもりなんだ？」

　フウガが頰ほお杖づえを突きながら聞いてきた。

「国境線については向こうで話し合ってもらうとして、帝国はこのあとはどうするつもりなんだ？　もはや人類宣言など消滅したも同然だろう。マリアは……いや、ソーマか？　お前は帝国をどうするつもりなんだ？」

「……それは、マリア殿の口から言うべきだろう」

　フウガの問いかけに俺はマリアのほうを見た。マリアは静かに頷いた。

「まずは人類宣言は解散します。大陸の北側はフウガ殿が掌握し、南側は海洋同盟が勢力を伸ばしています。我が国も今後は海洋同盟に参加しますし、すでに形骸化した人類宣言を必要とする時代ではないでしょう。同時に、我が国は、属国であったフラクト連邦共和国とメルトニア王国の二国からは完全に手を引きます」

「人類の旗頭を降りるってことか？　ソーマといい、マリアといい、なぜ世界を覆うほどの力を持ちながら、そんなにも栄光に消極的なんだ。俺には理解に苦しむ」

　フウガが眉根を寄せながら吐き捨てるように言った。

　するとマリアは小さく微笑ほほえんだ。

「大きすぎる望みは分不相応です。私にはそれより小さく、それでも大事な願いがありますから」

「女皇マリアとしてではなく、マリア個人の願いか」

「はい」

　マリアはハッキリと頷くと、フウガはクククと愉快そうに笑った。

「ムツミによく似た真まっ直すぐな目だ。そういうのは嫌いじゃないぜ」

「ありがとうございます」

「それで、帝国本国はどうなる？」

「フウガ殿に降くだった者たちと、彼らが治めている土地は戻らないでしょう。……人類宣言も消滅し、国土も大きく減少した我が国は、もはやグラン・ケイオス帝国という大仰な名前は名乗れないでしょう。これからは国名を『ユーフォリア王国』とします。同時に私は退位し、妹のジャンヌにユーフォリア女王として即位してもらいます」

「なんだと……」

　帝国の解体、新王国の設立、マリアの退位、ジャンヌの新女王としての即位……それらをいっぺんに告げられて、さしものフウガも目を丸くしていた。

「ユーフォリア王国というと、かつてマナス大帝に滅ぼされた国では？」

　ムツミがそう尋ねると、マリアは「そうです」と頷いた。

　グラン・ケイオス帝国はケイオス王国の王マナス・ケイオスが、妻の実家でもあったユーフォリア王国を併へい吞どんしてその基礎を築いた国だったはずだ。たしか妻への負い目があったからか、マナスは攻め滅ぼしたユーフォリアの名跡を継いだのだとか。

　だから彼以降の皇帝はユーフォリアを名乗るようになったのだったか。

　つまりマリアは、ユーフォリア王国を再興させるつもりなのだ。

　旧ユーフォリア王国は帝国の北西部にあったそうなので、名前だけの復活となるだろうけど、それでもその国の流れを汲くむ貴族・騎士を繫ぎ止めるのには十分だろう。

　このことを聞かされたときは俺もハクヤもジャンヌも驚いたものだ。

　マリアはどこまで周到に準備をしてきたのだろう、と。

「退位したマリアはどうする？　この戦いの責任をとっての退位だろう？」

「それは……」

「うちがもらい受ける」

　フウガの問いかけに、マリアに代わって俺が答えた。

「マリア殿はたしかに責任をとる形で退位するが、その身柄はうちが預かる。フウガといえど手出しはさせない」

　フウガやフウガに降った者たちはマリアを捕らえ、彼女の治政を糾弾することで、新たに加わる土地の民を統治しやすくしたいところだろう。

　魔女裁判のように彼女の非をでっちあげ、その是正を謳うたえば、民へのプロパガンダとなるからだ。だけど、そんなことは俺たちが許さない。

「今回の戦い、名目上はフウガたちの勝ちで良い。大虎王国は土地と人材を確保しただけで、小競り合いの中での戦死者以外、なにも失ってはいないのだから。だが、この上でさらにマリアの身柄の引き渡しや、賠償金の請求を求めるならば別だ」

「……お前が、俺と戦うと？　俺に勝てると思っているのか？」

　フウガがギロリと睨にらんだ。怖い、けど踏ん張る。

「ああ。痛み分けくらいにはもっていける。そうなれば『今回の勝ち』はなくなるぞ。それは勝利を重ねて人を束ねてきたフウガにとっては手痛いはずだ」

「……まあ、そうだな」

　フウガ自身もそのことを理解しているのか、フッと力を抜いた。

　そしてマリアのほうを見た。

「王国に行ってどうする？　ソーマに嫁ぐのか？」

「そう願っています」

「ソーマのところには妹のユリガもいるぞ？」

「あら、話を聞くかぎり、気の合う御お方かたのようです。ユリガさんもいまのフウガ殿ではソーマ殿は倒せないと判断されたと聞いていますし、仲良くやれる気がします」

　マリアに笑顔でそう返されて、フウガはやれやれと肩をすくめた。

「ったく、強したたかな女が多過ぎだろ。どうにも思惑を外されてばっかしだ」

「……俺にとってはいまさらだけど」

　俺がそう呟くと、フウガは「だろうな」と苦笑していた。
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　ソーマ、マリア、フウガ、ムツミが意外と穏やかな雰囲気で戦後の事を話し合っている横では、黒衣の宰相ハクヤと虎の知謀ハシムが激しく舌戦を交わしていた。

　ハシムは間に広げられた地図にバンと手を置いた。

「帝国東部、ジャモーナ城塞までの領土は現状我らが押さえている。ゼムや正教皇国とも繫がる重要な地だ。この土地はもらい受ける」

「帝国北西部の海岸線の領土のいくつかは返還していただくならば認めましょう」

「この地の領地は我らに降ったのだぞ」

「領地替えを行えばいい。北部地域に領地を持つ騎士・貴族の中で、周囲をフウガ派に囲まれてもユーフォリア家に忠義を尽くして不戦を貫いた家もいくつかある。彼らはこちらで引き受ける故、空いた領地にでも振り分ければ良い」

「しかし港がある領地は貴重だ」

「陸運の要所を譲るのですから等価交換でしょう。そもそもマリア殿は帝国の海軍のほとんどを南側に移動させています。こちらが艦隊を用いて強襲した場合、守り切れると？」

「……分が悪いか。ならばジャモーナ城塞北部の一部をいただく」

「……仕方ありませんね。次に共和国が接収したゼムの都市三つについてですが」

「返還しろ、と言っても聞かないのだろう？」

「ええ。海洋同盟とはいえ共和国は独立国ですから、別途交渉してほしいところです」

「ふっ、こちらもゼムのことゆえ痛くもないのだがな……だが、この中央に近い都市のみは返還してもらう。それが叶かなうなら残り二都市の領有を認めてもいい」

「（いざというとき守りにくい都市を差し出しますか）……クー殿に伝えましょう」

　明めい晰せきな頭脳を持つ二人なので、自国にとってどこが重要か、どこが不要か、どこが守りやすく、どこが攻めにくいかなどがわかっていた。

　だからこの交渉の妥協点が見えているため、少しでも多く領土を獲得しようとネバるなどといった〝時間の無駄〟は行わなかった。

　言葉少なく、しかし的確に戦後の領土を決めていっている。

　その横ではジャンヌとルミエールが向かい合っていた。

　ジャンヌは沈痛そうな顔で、ルミエールは悔しそうな顔で相手を見ていた。

　二人は良き友人であったが、マリアの政策への賛否をめぐってすれ違うことが多くなり、ルミエールはマリアではなくフウガを主君に選んでしまった。

「ルミエール……」

「言わないで、ジャンヌ。私は、私の道を行くと決めたの」

　そう突き放したルミエールだったが、やがて「いいえ……」と天を仰いだ。

「自分で自分の道を選んだつもりだったのだけど、こうしてみると貴女あなたのお姉さんの手のひらの上で転がされてただけなのかも。こういう結果になってみてわかったけど、貴女のお姉さんは自身が見限られることを見越して、切り離せるよう事前に準備をしてきたみたいだし。これじゃあどちらが見限られたのかわからないわ」

　ルミエールは自嘲気味に笑うと、ジャンヌの目を見た。

「ただ、わからないのは北部地域の災害復興支援をしたことね。見限る積もりなら、なんで支援なんてしたの？　支援しなければ土地を獲得するフウガ軍に経済的な打撃を与えられたはずなのに」

「それは……姉上なりの葛藤があったのだと思う」

　ジャンヌは、少し離れた席でソーマたちと話しているマリアを見ながら言った。

「姉上はこれまで、自分を信じてくれた人のために、彼らが信じる女皇であり続けた。だけど、それももう限界だったのだろう。それでもなお信じてくれるなら頑張る、見限られるならそれまで……そんな感じだったのではないだろうか。だからこそ、ギリギリまで北部地域のために働いた」

「っ……その覚悟があるなら！　その覚悟を、魔王領解放などに使ってほしかった」

　悔しげに言うルミエールに、ジャンヌは哀れみを覚えた。

　結局、目指すものが違ったというだけの話なのだろう。

　しかし、マリアもルミエールも立場があったために、多くの者を巻き込み、その溝は決定的な争いにまで発展してしまった。

（それでも私は、これで良かったと思っている。ようやく姉上を解放してあげられたのだから）

　ジャンヌがそんなことを思っていると、ハクヤとハシムの交渉も終わったようだ。

「一ひと先まず、これでよろしいでしょうか」

「……そのようだな」

　……ハクヤとハシムは形だけの握手を交わしたのだった。
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　今回の交渉で決まったことの大まかな内容を記そう。




①互いに賠償金の請求はナシ。

②大虎王国はマリアの戦争責任を追及せず、身柄の引き渡しを要求しない。

③帝国側は北部地域及び帝国東部の領地を割譲する。

④割譲された地域の領主の帰属はそれぞれの意思に委ねられる（北部地域の騎士・貴族階級のほとんどが配下共々大虎王国に鞍くら替がえすることになる）。




　ざっくりこれらの内容をもって『ヴァロア停戦条約』とした。

　世の人々はこの戦いを大虎王国側の勝利と見るだろう。

　大虎王国は賠償金こそ取れなかったものの、領土と人材を多く獲得し、最後にフリードニア王国と小競り合い程度でしか劣勢にならなかったからだ。

　一方で、領土と人材を失った帝国は敗者と見られていた。

　とくに陸軍は大きく減衰し、空軍の要であったクレーエ将軍も大虎王国に行ったため、陸上での戦闘力はおよそ半減に近い結果となった。ただし海軍はほぼ無傷で保持していたため、海洋同盟に参加することによって依然として一定の力を残す結果となった。

　この戦いの責任をとる形でマリアは女皇の座を降り、『グラン・ケイオス帝国』の解体を宣言する。そして新たに『ユーフォリア王国』を建てて、妹のジャンヌがその王位を継ぐことになった。ジャンヌは即座にユーフォリア王国の海洋同盟参加を宣言する。

　ここで大陸はフウガの勢力とソーマの勢力とで、南北二分される状態となった。

　三勢力で拮きつ抗こうしていた時代は終わり、南北で拮抗する時代を迎えたのだ。

　大虎王国軍はユーフォリア王国の領土から撤退し、フリードニア王国軍はそれを見届けるように追尾した後、本国へと帰還することになるだろう。

「フウガ。これからどうするつもりなんだ？」

　俺は撤収準備中のフウガに尋ねた。

「大虎王国はもう十分大きくなっただろう。大国を経営するための人材も確保した。その上で、次にお前が狙うものはなんだ？」

「そんなの魔王領に決まっているだろう」

　フウガは野心に燃える目でそう答えた。

「人々が俺に求めているのは、魔王領の脅威なき世界だ。ちょうど世界は俺たちとお前たちとで二分されることになった。国内の地固めが終わったら、俺はいよいよ魔王領完全解放のための軍を興す。この時代の混迷の元凶に終止符を打つんだ」

　熱く語るフウガ。こういうところに人々は惹ひきつけられるのだろう。ただ……。

「……そんなにうまくいくだろうか」

　俺には不安のほうが大きかった。

　星竜連峰であの巨大な立方体を見たということもある。あれを見た以上、北にはこの世界の常識が通用しないなにかが存在しているのではないかと思える。古いゲームのように魔王城の奥にいる魔王を倒してハッピーエンド……とはいかないだろう。

　魔物と魔族の関係、謎の立方体と「北へ」というメッセージ、なんだか引っかかる『魔王ディバルロイ』という単語と、考えなければならないことは多い。

　しかし、フウガはまったく気にしていないようだった。

「俺たちは陸の大国となった。お前らは海を制している。陸路と海路から同時に北の果てを目指すんだ。俺たちの手で時代を変えてやろうぜ」

「……そうだな」

　対して俺は、曖昧な返事をすることしかできなかった。
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　―――ヴァロア停戦条約が結ばれてしばらく経たった頃。




　フウガ軍が新たに取り決めたユーフォリア王国の領土から完全に撤退し、世界が落ち着きを取り戻したこの日、両国の噴水広場などにあるすべての受信装置には、ソーマとマリアが並んで立つ姿が映し出されることになった。

「おい！　マリア様の髪が！」

「ああ。だけど、なんだか憑つき物ものが落ちたみたいに穏やかな顔をしてなさる」

「……本当に綺き麗れい。やっぱり憧れちゃうわ」

　観衆の中にはマリアの髪が短くなっていることに驚く者も多かった。

　しかしいまのマリアの表情に陰りはなく、穏やかに微笑ほほえんでいるのを見て、無理矢理切られたとかそういうことではないのだと理解してホッと胸を撫なで下ろした。

　とくに悲壮な覚悟を持って飛び降りる姿を見ていた旧帝国民は、マリアが無事で、尚なお且かつ穏やかに微笑んでいる姿を見て安あん堵どしていた。

『今日はフリードニア並びにユーフォリア王国の人々に聞いてもらいたいことがある』

　映像のソーマがそう切り出すと、マリアが一歩前に出て言った。

『これまでのこと、そして両国のこれからのことです』

　そしてソーマとマリアの口から、ヴァロア停戦条約の内容がフリードニア王国とユーフォリア王国の国民たちに公表された。

　旧帝国の北部地域が大虎王国の領土となり、マリアはその責任をとって退位し、新たにジャンヌがユーフォリア女王として即位することになったことなどをだ。

　そしてユーフォリア王国は新たに海洋同盟に加わるということも。

　ソーマは大陸の新たな勢力図を用意し、海洋同盟がフウガの大虎王国に匹敵する勢力となったことを示した。口で言うだけでなく、実際に目で見せたことで、両国の国民を安心させることとなった。とくにフウガに国家の滅亡寸前まで追いやられたユーフォリア王国民は、一先ずの安全が確保されたことを知ってこの同盟を喜んだ。

『それでは……ジャンヌ』

『はい』

　マリアが呼ぶと、映像にジャンヌが現れてマリアの前にひざまずいた。

　そんなジャンヌの頭に女皇の証あかしであったティアラを被かぶせて、言った。

『これよりは、貴女にこの国の未来を託します』

『ははーっ！　姉上の名声に恥じぬよう、誠心誠意努めさせていただきます』

　そんな二人の継承の儀式が終わったあとで、マリアはユーフォリア王国内での自身の影響力がジャンヌの妨げにならないようにという配慮と、海洋同盟の盟主であるフリードニア王国との連携強化のために、フリードニア王ソーマへ嫁ぐことを宣言した。同時に黒衣の宰相ハクヤが新女王ジャンヌのもとに王配として婿入りすることも発表された。

　ソーマは先の戦いでマリアを救い、また窮地の帝国を救ったことから、両国の国民たちにこの婚姻は支持されることになった。

　フリードニア王国とユーフォリア王国は別々の国でありながら、一つの国として動くことになる。人々はこの二つにして一つの国を、俗称して『グラン・フリードニア帝国』と呼び、これからは『ソーマ・Ｅユーフオリア・フリードニア』となるソーマを『フリードニア皇帝』と呼ぶようになる。
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　争乱の幕引きが行われ、二国の宰相となったハクヤと大使のピルトリー一家をユーフォリア王国に残し、俺たちはマリアを連れてフリードニア王国へと帰還した。

　パルナム城へと戻った俺を待ち受けていたのは、出兵中に溜たまった仕事の山だった。

　二国で一つの体制になったことで持ち込まれる仕事も増えたのだ。

　政務室に堆うずたかく積まれた書類の山を見て、俺とリーシアは揃そろって肩を落とした。

「なんかこの感じ、懐かしさすら覚えるわね」

　リーシアに言われて激しく同意した。

「ああ……しかもハクヤは居ないしな。まあ、あの頃よりは人材も揃っているけど」

「は、はい！　お役に立てるよう頑張ります！」

　チラッと横に視線を送るとイチハが拳を握って意気込んだ。

　俺は帰還してすぐにハクヤの弟子であり後継者である彼を宰相代理に任命した。能力的にはハクヤからもお墨付きをもらっているし、これからは彼がハクヤの王国での仕事を引き継ぐことになる。すると、リーシアが「あれ？」と小首を傾かしげた。

「そういえばマリア殿は？　手伝ってくれるなら心強いんだけど……」

　たしかに大国を一身で支え続けた彼女の政務能力が加わるなら心強いだろう。加えてあのカリスマ性だ。ハクヤが抜けた穴を塞いであまりある人材だろう。

「あー……マリアの助力は期待できないなぁ。いやまぁどうしても首が回らなくなったときとかには、助すけっ人とくらいにはなってくれるだろうけど」

「？　どうして？」

「うちに来たらやりたいことがあるってすっ飛んでったから」

「やりたいこと……ね。それじゃあ無理強いはできないわね」

　リーシアは溜ため息いき交じりに肩をすくめた。

　マリアはこれまで身を粉にして、国や人々のために尽くしてきたのだ。ようやくその状態から解放されたのだから、しばらくは彼女の好きなようにさせてあげたい。それが俺たち共通の思いだった。俺は気持ちを切り替えるようにパンパンと手を叩たたいた。

「さて、それじゃあ仕事を始めようか。リーシア、ロロアとコルベールを呼んで。……コルベールにはしばらく、ミオの補佐よりこっちを優先してもらわないとなぁ」

「わかったわ。カーマイン領に使いを出すわね」

「イチハ、国王の決裁が必要な書類を順々に回してくれ」

「承知しました、陛下」







　それからしばらく後。

　政務室でロロアと財務大臣コルベールと予算の打ち合わせをしていたときのこと。

　バタンッ！　と勢いよく政務室のドアが開け放たれた。

「な、なんやなんや!?」

　前触れもノックもナシの訪問者にロロアが驚きの声を上げた。

　俺とコルベールも驚いて入り口を見ると、シャツにオーバーオールのズボンという〝カジュアルな格好をしたマリア〟が立っていた。かろうじて被っている白いハットだけはオシャレだけど、そこから下の格好は農家でも通じると思う。

　そんなマリアの背後には疲れた顔をしているナデンの姿もあった。

「ソーマさん！」

　マリアはズンズンと歩いてくると、ロロアとコルベールの間をぬって政務机の前に立った。そして俺の目の前に印の付いたこの国の地図を置いた。

「紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうとラグーンシティの中間あたりにあるホサール村周辺で不作が続いています。日照不足と害虫の増加が原因のようです。放置しておけば飢き饉きんに発展しかねません」

　マリアの言葉に俺たちは一斉に地図を覗のぞき込んだ。

「すぐに害虫駆除用の農業ゼルリンの派遣と、当面の食料支援をお願いします」

「あ、ああ。わかった。すぐに手配しよう」

「それとロロアさん」

「んにゃ!?」

「北西にあるライアン村は交通の要であり人口も多いです。ここに学問所を設置したいのですが、予算は付けられますか？」

「あ、いや、そないなこと急に言われても……」

　ロロアが言葉を濁すと、コルベールが溜息交じりに口を挟んだ。

「この前の歌姫ローレライイベントで儲もうけた資金があったでしょう。アレを使えばいいのでは？」

「いやいや、あれは次回のイベントに回そうかと思っとって……」

「あの歌姫ローレライイベントなら、たしか私も協力しましたよね？」

　マリアが和やかな笑顔でロロアに詰め寄った。

　美人の迫力のある笑顔にロロアもタジタジになっている。……気持ちはわかる。

「私を広告塔にして稼いでましたよね？　【第一の歌姫プリマ・ローレライ】と【元帝国の歌って踊れる女皇様】の夢の共演だって。そのお金、使っちゃダメですか？」

「……ああもう、わかったわ！　もってけドロボー！」

「あらあら、泥棒なんて人聞きが悪いですわ」

　フフフと微笑むマリア。完全に彼女のペースだった。

　まあ帝国の政務をとり仕切っていた彼女と交渉で勝つのは難しいだろう。

　……俺にも無理だし。

（これが彼女のやりたいこと……か）

　満足そうなマリアの笑顔を見て、俺はそんなことを思った。

　あの夜、彼女は涙ながらに俺に語った。

『誰にでも、優しくしたかったんじゃない！』

『私は依え怙こ贔ひい屓きがしたかったんですぅ！』

　だから彼女は依怙贔屓をすることにした。

　彼女が本当に守りたい弱い立場の人々、社会に取り残され支援を受けられない人々を救うという活動を開始したのだ。王国に来てすぐに、彼女はナデンを説き伏せて一緒に王国中を飛び回り、この国の実態を調査して回った。そして今回のような不満の種になりそうなことを見つけ出して、自ら対策に乗り出す。

　つまり彼女のやりたいこととは慈善活動だったのだ。

　長い髪を切ったのもこのためだったらしい。

　僻へき地ちに行くことも土にまみれることも多かったため、長いと邪魔だろうからと切ったのだそうだ。重圧から解放されたマリアはとんでもなくアグレッシブになっている。

　すると満足の結果が得られたマリアは地図をスルスルと巻き取ると笑顔で言った。

「それじゃあまたしばらく留守にしますね。あっ、ナデンさんも引き続きお借りします」

「ちょっと！　いいように乗り回してくれてるけど、本来、私に乗っていいのは伴侶だけなんだからね！」

「伴侶の伴侶も伴侶のうちです。さあさあ行きましょう」

　マリアはナデンを言いくるめると、その手を取って政務室を出て行こうとした。

　以前にジャンヌがマリアを嵐のような人と言っていたそうだけど……そのとおりだな。

　すると政務室から出ようとしたマリアは一旦足を止めるとこちらを振り向いた。

「あっ、私たちの結婚式には帰りますね。愛してます、ソーマさん」

　そう言うとマリアは、俺に向かってチュッと投げキッスをしたのだった。




　◇　◇　◇




　この後、マリアは束縛されたくないからと正妃入りを断り、第三側妃、歌姫ローレライ、医療従事者、慈善活動家と様々な顔を持ちながら大いに活躍することになる。

　音でしか放送を聴けなかった地域には噴水広場を、音ですら聴けなかった地域には音が聴けるように設備を設置する。近隣に学問所のない地域には学問所を造り、貧困な地域は支援しつつ産業を興す。

　医療制度の充実を人々に訴えて、かつて国民議会に投げて否決されていた『医療制度のための増税案』を可決させてしまうことになる。

　俺とロロアは「……思ったより早かったな」「そやね」と開いた口が塞がらなかった。

　そうして獲得した資金で、王国の各地に病院や診療所を建設することになる。

　たまにジュナさんたちと一緒に歌姫ローレライとしてチャリティーコンサートを開き、その資金をさらに救済のために回したりしていた。

　そして彼女はいつしか『フリードニアの天使』と呼ばれるようになる。




「聖女からクラスアップしてるじゃん！」

「フフフ、なんででしょうね」







[image: ]







あとがき




　この度は現国十六巻をお買い上げくださりありがとうございます。どぜう丸です。

　今回は一頁ページしかないので茶番はナシです。

　今巻は帝国の崩壊とそこからの再生を描きました。それと同時にマリアの解放の物語でもあります。最初期から登場しているマリアですが、彼女が背負った重荷から一人の女性として解放されるためにはここまでの物語の積み重ねが必要でした。

　皮肉にもソーマという味方と、フウガという敵が揃って初めて、彼女は国を解体することができたのです。彼女はジュナより一歳上なので二十代中盤ですが、これからは失った青春を取り戻す勢いで、やりたい放題やることでしょう。

　加えて、ジャンヌとハクヤの遠距離恋愛にも決着がつくこととなりました。こっちもまた長かった……。マリアもジャンヌもＷｅｂ版で追っかけてくれている読者の方から、いつか幸せになってほしいと言われて何年経たったことか。まさか十六巻まで掛かるとは。それだけユーフォリア姉妹が背負っていたものが大きかったということでしょう。

　あ、トリルの話は尺がないので次巻に回します。

　それではこの作品の関係者と、お買い上げくださった皆様に感謝を。
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